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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ある土ど曜よう日びの夕方。

「春はる亮あき、暇ひまだ！　散歩に行きたい！」

　フィアがそんなことを言い出したのは、時間を見つけては行っている一般常じよう識しき教習──今日きようは《掃そう除じ機きの使い方講こう座ざ・第三回～先の尖とがったアタッチメントは人を刺し殺さつするためのものではない～》だった──を終えてしばらくしてからのこと。今まではテレビで動物番組を見て大人おとなしくしていたのだが、それが終わって暇になったらしい。

　台所で夕食の準備をしていた春亮は、その顔に呆あきれの色を浮かべて振り返る。

「暇ならいろいろやることあるだろー。料理の手伝てつだいとかするか？」

「それは前やった！　なんというか今はそんな気分ではなく──そう！　私はもっとケンブンを広めねばならないと思うのだ！」

「それはそうかもしれんけど……俺おれ、今ちょっと料理から手が離はなせないんだよ」

「ウシチチにやらせておけばいいではないか」

　フィアが不満げに銀髪を揺らす。春亮の隣となりで甲か斐い甲が斐いしく料理の手伝いをしていたこのはが顔を上げ、

「えー。でもやっぱり春亮くんが作ったほうが美お味いしいですし。ああ、あなたがどうしても『春亮くんじゃなくてわたしの作ったものが食べたい！』というのなら話は別ですけどね？」

「むむ……ふん、キサマの肉にく地じ獄ごくな料理なぞ誰だれが好き好んで食べたいと思うものか。てれびで言っていたアレだ、め、めたぼ？　とかいう不ふ治じの病やまいにかかってしまうからな。既すでにそうなっている奴やつもおるが。可哀かわいそうに、終わっておる……」

「な、なんで生温かい目でわたしを見るんですかっ!?」

　いつもの如ごとく騒さわがしい言い合いが始まりかけるが、そこでフィアがはっと何かに気付き、

「というかだな、よくよく考えれば別に春亮についてきてもらわなくてもいいのだ。散歩くらい私一人ひとりでも大丈夫だからな。家の周りを一巡りしてくるだけだ、だから散歩に行ってもいいか行っていいよなよし行ってくる！」

「まあ待て待て」

「むぎゅ」

　とりあえずその襟えり首くびを後ろから摑つかんで捕まえつつ、春亮は考える。こいつが突然送られてきてから、もう数週間。いろいろ変なことをやらかすのは変わっていないが、来た当初と比べれば大分マシになってきているのだろう。この間から学校に行き始めて、それなりに家の外のことにも慣なれてきているようだし……

　ふむ。

　襟首を摑んだまま、ぐるーり、とフィアの小さな身体からだを回してその顔を眺める。

「こらあほー、春亮！　この手を離せ、呪のろうぞ!?」

「えーと。どうしても行きたいのか、お前」

「も──勿もち論ろんだ！」

　文句を言っていたフィアの目が輝かがやき、こくこくとその首が上下する。

「家の周りを一巡りしたら帰るな？」

「うん！」

「変なとこ行ったりしないな？」

「うんうん！」

「変な奴やつに声かけられても無視するな？」

「うんうんうん！」

「んじゃ行ってこい」

「……！　行ってくる！」

　ずがどたばたー、とフィアが台所を飛び出していき、後には静せい寂じやくが残る。エプロン姿のこのはが軽く眉まゆを顰ひそめて言ってきた。

「いいんですか？」

「一巡りするだけって言ってたし。いつまでも俺おれがついてるわけにもいかないだろ」

「はぁ……まあ、何事もなければいいんですけどね……」

　どことなく不安そうに呟つぶやいて、このはは料理の支し度たくを再開した。その様よう子すに春はる亮あきの頭にもふと嫌いやな予感が浮かんでくるが、今いま更さらどうにもならない。別に問題は起こらないだろう、きっと起こらない、どうか起こらないでくれ……と不安感を段階的に増大させつつ、春亮も再び包丁を握る。

　しかし──結けつ論ろんから言えば。

　このフィアの散歩こそが、後のちの騒そう動どうが始まる大おお本もとの原因になったのだった。
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　夕食時の居間。

「な、なあ春亮。今日きようは部へ屋やでメシを食べてもよいか？」

「は？　ダメダメ。離はなれのほうに住んでるんならともかく、一いつ緒しよの家に住んでるんだからな。部屋で寝込んでるとかじゃない限りは一緒に食べるのがルールだぞ」

「むぅ。どうしても、ダメか」

「なんでそんなに部屋で食べたがるんだ？」

「い、いや！　別に、食べたがって、など、おらん、ゾ？　たまたまの興きよう味みで、言ってみただけで、実にまったく何も意味などなく、な！　ぬはは！」

　フィアはあからさまに不自然な笑い声をあげて、テーブルの料理に箸はしを伸ばし始めた。

（うーむ……挙きよ動どう不ふ審しんすぎる）

　いつのまにか散歩から戻っていたし、それからもずっと部へ屋やでコソコソしていた。散歩の感想を聞いても「な、なんにもなかったぞ。可もなく不可もなく！」などという妙な返事。あれだけ散歩したがっていたのだから、てっきりハイテンションにあれやこれや報告してくると思っていたのだが。

「ぬ。そうだ」

　他ほかに何か気がかりなことがあるかのように、どこか上うわの空そらな様よう子すで皿をつついていたフィアがふと顔を上げた。これだ！　とでも言いたげに目を光らせて、

「夜食だ。そう、私は夜食が欲しいぞ。春はる亮あき、おむすびでも握れ！」

「ん？　あー、今日きようは無理だ。米のストックが少なくてな、明日あしたの朝飯用を残してギリギリなんだ……夜食がいらなくて済むように今いっぱい食っとけよ」

「あと、夜よ更ふかししなかったら済む話じゃないですかね」

「む、むぅぅぅぅ……」

　不満げに呻うめくフィア。春亮とこのはは首を傾かしげるしかなかった。

　そして夕食が終わり、お茶の時間。

　フィアは裁判長に抗こう議ぎする弁べん護ご士しのように、どん！　とテーブルに拳こぶしを落とし、

「今日は普段ふだんの倍のお茶ちや請うけおせんべを要求する！　四枚！　四枚！」

「ええ？　お前、自分用の煎せん餅べいも部屋に持ってってるだろ」

「切らしておるのだ！　だから後で食べるのに必要なのだ！」

「昨日きのう一袋渡したばかりじゃねえか。ちゃんとペースを考えて食えって言ったのに」

「それは、その、不測の事態が……いや！　とにかくいるったらいるのだ！」

　わたわたと必死に訴えるフィアを横目に、ずずり、とこのはが落ち着いた様子で茶を啜すする。

「春亮くん、こういう我わが儘ままを聞いては駄だ目めですよ。つけあがります」

「そうだな。ということで二枚で我慢しろ、ほら」

「なっ」

　二枚の煎餅を受け取ったフィアは、俯うつむいてプルプルと銀髪を震ふるわせていたが──

「ええい、もうよいわ！　あほー！」

　ぷんすか怒りながら居間を飛び出す。ハレンチ小僧はハレンチ病にかかれー、ウシチチのチチよ目障りだ萎しぼめー、などというよくわからない罵ののしり声ごえがフェードアウトしていき、最後にぴしゃんと障しよう子じが閉まる音。

「……なんだったんだ。煎餅をねだるのはいつものことだけど、今日はちょっと変だな」

「そうですねぇ。でもあの子が変なのもいつも通りです。つまり論ろん理り的てきに問題なし、と」

　付き合ってられません、とばかりにこのはは湯のみを傾けていた。が、そこでちらりと自分の胸を見て、

「……あれだけいつもあの子が言うってことは……ひょっとしたら、ホントに……？」

「どうした？」

「ひぇっ？　あの、そのー……おほん！　いい機き会かいなので、勇気を出して聞いてみることにしますけども」

「おう」

「えと……わたしの胸って、目め障ざわり、です、か……？」

「ぶっ!?」

　いきなり何を言い出すのだ。お茶が口からダイブするのを必死で堪こらえていると、なぜか視し線せんはもじもじと身を揺らすこのはのそこへ吸いついてしまう。腕で抱え込まれているような形になって、いっそう膨ふくらんで見えるというかなんというか──

「いや！　別に、目障りとかじゃ、ないデス。あって、いいと思いマス。ぜんぜん」

　このははぽっと顔を赤らめ、さらにもじもじとおさげを揺らしてはにかんだ。

「そうですか……あは、なんか変なこと聞いちゃいましたね。忘れてください」

「お、おう。俺おれもなんか変な答え方をした気がする。忘れてくれ……」

　照れ隠しのように、このはが一気にお茶を飲み干す。そのときふと眉まゆを顰ひそめたので、何事かあったのかと聞いてみるが、

「いえ……何か変な音が聞こえた気がしたんですけど。気のせいでしょう」

　いつものふんわりした笑顔えがおで、このははそんな言葉を返してきた。それから、さあひと頑がん張ばりしないとですね、と彼女が立ち上がる。何を頑張るんだ？　と春はる亮あきが首を傾かしげると、

「月げつ曜ようまでの宿題がいっぱい出たので、今日きようと明日あしたに分けてやらないと大変だなって……春亮くん達のクラスは出てないんですか？」
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　その数十分後、春亮は自室の机で頭を抱えていた。

「ぐおお、すっかり忘れてた……！」

　親が外国に行ったっきり帰ってこないとか、だから家事をしなくてはならないとか、ついでに言えば変な銀髪の小娘が居い候そうろうしているとか、そんなことは教師が宿題を減らしてくれる理由にはならないらしい。困る。非常に困る。春亮にとっての宿題とは、大事な家事の時間を奪う忌いむべきモノなのだ。

（今日のうちにこのプリントくらいはやっとかねば──明日は買い物とか行かにゃならんし、久しぶりに隅すみ々ずみまで掃そう除じしようと思ってたし）

　春亮の成せい績せきは、良くもなく悪くもなくといった程度のものだ。数式という名の敵はなかなかに強く、撃げき退たい作業は遅ち々ちとして進まない。

「うう、わからん。このはに聞くか……？　いやあいつ、そういうの厳きびしいからなぁ。やっぱ自分で頑がん張ばるか……しかし、わ・か・ら・ん……」

　ずぶずぶと背中が曲がっていく。いかんこのままだと寝てしまう、と背筋を伸ばしたとき、背後の障しよう子じが揺れた。誰だれかのノックだ。「んー」と適当に返事をすると、

「その……今、いいか？」

　フィアだった。障子の開く音にちらりと振り返ると、どことなく神妙な面おも持もちで佇たたずむフィアの姿が見えた。両手を後ろに回し、肩を縮ちぢめ、上うわ目め遣づかいでこちらを見つめている。

「あんまよくないけど、まあいいぞ。進み具合に差はなさそうだ」

「ん……じゃあ、入るな」

「おう。で、どうした？」

　また煎せん餅べいよこせとかそういうことだろうなあ、と思いつつ、春はる亮あきは再び机に向き直った。わかろうとする努力、これが大事なのだ──と冬の雪山色をしたプリントとの対決を再開。

　するするとん、と背後で障子が閉められる音が聞こえ、何か気き後おくれしているかのように、フィアがゆっくりと畳を踏みしめて近付いてくる。

「頼みが……あるのだ」

「ふんふん」

「いや。言わなくてはならないこと……か。そういうものだ」

「へえ」

　春亮は気のない返事をするばかり。しかしフィアの静かな声は、さらにゆっくりと背後に接近してきて──

「私は──間違いを犯しているのかもしれない」

「ほうほう……って、え？」

　春亮はそこでようやく違和感に気付く。フィアの声に含まれた真剣さと、僅わずかな憂うれい。これは決しておせんべをよこせとかいう我わが儘ままな頼み事をする声ではない。もっと真しん摯しな、もっと非日常的な──そう、どうしても伝えなければならない想おもいを、心の奥から絞り出すような──

「気持ちが、我慢できなくて……だから……」

　温かな吐と息いきを耳に感じる。なぜ、ここまで、近付いてくるのか。理由のわからないプレッシャーが、振り向くことに恐怖心を抱かせていた。聞こえるのは荒い息遣い。フィアが頰ほおを赤らめて、息を荒くして、この自分の耳に唇を寄せている姿を想像する──なんだ。なにをしようとしているのだ。

「ああ……どうしてこうなったかを説明するのは、難むずかしい。ともかく、これなのだ。私が伝えたいのは、これなのだ。なあ春亮、こっちを向いてくれ……」

　向けない。シャーペンがプルプル震ふるえ始めた。あれほど難なん敵てきだった数学のプリントは、今のこの状況と比べれば経けい験けん値ち１のザコ敵。ああ、なんということだ。ザコ→逃げられる。ボス→逃げられない。

「あ……」

「なっ？」

　そこで耳に触れるのは新たな感触。はぁはぁと吐と息いきが続く中、柔らかく、そして僅わずかに湿ったものが耳たぶを優やさしく丁てい寧ねいに這はいまわる──そう。

　耳を舐められている。

「の、のわぁっ!?　な、何してんだフィア！　いいか、落ち着け、何が何やらわからんがとにかく落ち着け！　気の迷いとかそういうアレだよな、な!?」

「……は？　何を言っておるのだ？」

「は、じゃねぇぇっ！」

　大混乱しつつも、脳細胞の奥に眠っていた意志力を総動員して一気に振り向く。と──

　ぺろーり。

　なぜかフィアの声より近くにあった舌が、春はる亮あきの鼻の頭を舐なめて。

「ひゃんひゃん！　……へっへっへっ」

　フィアの突き出した手の中で、妙に可愛かわいらしい小動物様がぱたぱたと尻尾しつぽを振っていた。
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　一言で言えば。

　散歩の途中で捨て犬を拾ってきたということらしい。

「ほほう、そうか。なるほどなぁ……」

　にこやかに笑いながら、春亮は明後日あさつての方向を指差した。

「返してこい」

「なっ！　なんという人にん非ぴ人にん！　なんという冷たさ！　嫌いやだ嫌だ、いーやーだー！　だってこいつはこんなにふもふものやわらか！　見み損そこなったぞ春亮！」

　ぎゅー、とフィアはその小型犬を両腕で抱きしめ、春亮から守るように身を縮ちぢめる。

「あなたねえ……そんないきなり犬なんか飼えるわけないじゃないですか」

　春亮達と同じく、居間のテーブルについていたこのはがこめかみを押さえながら言う。事情を聞こうとして居間に戻ったとき、騒さわぎを聞きつけて部へ屋やから出てきたのだ。

「お、お前には聞いておらんぞウシチチめ！　お前も私と同じ居い候そうろうであり決定権などない……いや待て、危険だ、お前は危険だ。この肉にく魔ま人じんめ。もしや、く、食うのか？」

「……食べません」

　不安げな表情で犬をその身で隠すフィアに、ひくひく、とこのはは頰ほおの端を引ひき攣つらせる。ここでキレてしまうと話が進まない、と我慢しているのだろう。素す晴ばらしい自制心だ。

「まあ、いろいろ挙きよ動どう不ふ審しんだった理由はわかった。メシとか食わせようとしてたわけか……ストックしてあった煎せん餅べいもこいつにやった、と」

「うむ……そうだ。でも、なんだか、まだ足りないようでな……それに、いつまでも隠してはおけないかも、と思ったから、お前に言ってみたわけで……」

　フィアはさらに身を縮ちぢめる。うーん、と春はる亮あきは彼女の腕の中にいる犬を観かん察さつした。

　毛並みのいい小型犬だ。犬には詳しくないので犬種はよくわからないが、なんとなく外国産のような気がする。つまりなんだか高そうだ……こんな犬を捨てるなんて。

　一応首くび輪わはついており、そこには電話番号などを書くと思おぼしき欄らんがあったものの、掠かすれて読めなくなっていた。わざとそうしてから捨てたのかもしれないが。

「こういう場合、どうすべきなんだろうなあ。やっぱり警けい察さつとかか？　頼んだら元飼い主とか見つけてくれたりすんのかな」

「どうでしょうね」

「……もし見つけてくれなかったらどうなるのだ？」

「それは──多た分ぶん、新しい飼い主を探して……で、それでも見つけられなかったら」

　口くち籠ごもってしまう。それで日本の捨て犬事情などには詳しくないはずのフィアも、何か嫌いやな予感を覚えたらしい。顔色を変え、さらにぎゅうー、と犬を抱だき締しめた。

「やっぱり、このままここで飼うのが一番だ！　そうに決まっておる！　なあなあ春亮、頼む！　なんでも言うことを聞くから、どんな命令にも従うから、こないだみたいに風ふ呂ろで背中を流せと言われたらやるから！　恥ずかしいけど、ガマンするから！」

「あれはお前が勝手にやったんだろーがっ！」

　そんな反はん論ろんなど聞かず、なあなあなあなあ、と眉まゆを寄せたフィアが思いっきり顔を近付けてきた。鼻が当たりそうになって慌あわてて視し線せんを逸そらすと、その手中の犬と目が合ってしまう。

　くりくりした、つぶらな瞳ひとみ。純真さの体現。まるでこの世に悪意など存在しないとでも言うかのように、警けい戒かい心しんのカケラもない、こちらを信じきった顔できょとんと首を傾かしげている。

（うっ……）

　グッサー、と春亮の胸に何かが刺さる。ああくそ可愛かわいいなあ。こいつ、俺おれ達が見捨てたらホントに一人ひとりぼっちになるんだなあ。保健所に行った犬の引き取り率は数パーセントだってこないだテレビでやってたなあ。もっと優やさしくなれよ日本人。そして俺も日本人。ぬあああ。

「ぬっ……ぐぐっ……」

「春亮、なあなあ春亮ぃ」

　フィアはなおも甘えたような声を発しつつ、俯うつむいて停止した春亮の顔を右から左から真下から覗のぞき込む。子供のように春亮の服の袖そでを引っ張る。それら全すべてに無反応の春亮だったが、しばらくしてその頭がゆら～りと持ち上がり、

「ここで放り出したら……それは、俺達がこいつを捨てたことになっちまう……な？」

「──!!　そ、そうだ、なるぞ！」

「とりあえず──そう、とりあえず、だ。学校の奴やつらに聞いたら誰だれか引き取ってくれる奴がいるかもしれないし。それまで、一時預かっとくべき……かも、しれない」

「べ、べべべべべきだ！　セキニンを持って！　引き取ってくれる奴はなんだかいないほうがいいというかきっといないが気にするな！　見つかるまで保ほ護ごしておくべきだ！」

「……そう、するか」

　隣となりでこのはが溜ため息いきをついたのが見えたが、とりあえず気にしないことにする。一方、フィアはその瞬しゆん間かんに満面の笑えみで立ち上がっていた。勝利のトロフィーのように犬を掲かかげ、

「わはー！　やったぞ、今日きようからお前もこの家の一員だ！　ええと──そう、名前！　まずは名前を決めなくてはな！」

「一応、日本における基本はポチだと言っておく」

「なんというセンスレス発言！　こいつは私が見つけてきた家族のようなものなのだぞ。そうだ、だから私との繫つながりがわかるようなものにしたいな……ええと……」

　ひとしきり子犬を掲げたままくるくる回り、犬はそれに合わせてひゃんひゃん鳴き、そしてぴたりとフィアの動きが止まる。申し分なし！　というようににかりと笑って、

「よし！　お前の名前は──ギロチンだ！」

「さ、最低の名前だ！」

「なにー。どこに文句があるのだ……ちなみに第二候補は鋼鉄の処女アイアンメイデンだが」

「いやいやいやいや」

　どこをどうツッコんでいいやら。顔の前でぱたぱたと手を振っていると、フィアはそれを勝手に解釈したらしく、

「おう、そうだ。大事なことを確たしかめておらんかった……む、メスだ。問題ないではないか。いや、すると第２候補のほうが的てき確かくか？　響ひびきとしてはギロチンのほうがいいのだが……」

　ぷらーん、と犬の脇わきを摑つかんで持ち上げ、その股こ間かんを見ながらぶつぶつ呟つぶやいている。と、そこで点つけっぱなしだったテレビからベタなドラマの音声が聞こえてきた。『ショウジさん！　愛しているわ！』『ショウコ……ごめん』──ははあ、とフィアはそれで大きく頷うなずく。

「なるほど。日本の人名の性別変化はそういう法則か。では、春亮の顔を立ててこの国の基本も私なりに取り入れると、こうなるな……ギロチン子と」

「最低っぷりが信じられないくらいアップした!?　いろんな意味で！」

「お前は文句ばっかりだな。ではどうしろというのだ」

「はぁ……ギロチンでいいよ。一応、フランス人の名前だったような気がするしな……」

「最初からそう言っておればいいのに」

　ぷう、と頰ほおを膨ふくらませてフィアは言うが、それでもやはり嬉うれしそうだった。ギロチンギロチンギロチンチーン、と勝手なリズムで歌ってその命名を祝福している……止めるべきだろうか。

　だが──この場には、その祝福を快く思わないものもまだ残っていた。

「納得いきません」

「……このは？」

　正座しているこのはは目を細め、静かに、けれど強い口く調ちようで続けた。

「春はる亮あきくんが優やさしいのはわかります。でも、もうちょっと自分のことも考えてください。犬を飼うノウハウなんてないのに、今でも家事と学校の両立でいっぱいいっぱいなのに、これ以上負担になるようなことをして……どうにかなっちゃいますよ」

「う、ウシチチ！　ギロチンの世話は私がするぞ、だから！」

「一般常じよう識しきもないあなたが？　笑わせないでください。どうせ結局は春亮くんがフォローする羽は目めになるに決まってます」

　ぴしゃり、と一言。フィアは反はん駁ばくする気配けはいを見せたが、一般常識がないのは自分でもわかっているのだろう、むぐぐぐ、とこのはを睨にらみつけるだけだ。

「いや、えーと、その、このはさん……？　ほら、捨てるわけにもいかないし、な？」

「飼うわけにいかないのも確たしかです。言いたくありませんが、犬の食事もタダではありません。予防接種とかもしないと駄だ目めでしょう。この子が来て食いぶちが増えてるのに、そんな余裕がどこに？」

「ぐっ」

　春亮の胸に突き刺さる、経済事情という正せい論ろん。そうして訪れた無言の中、このはがゆっくりと立ち上がった。冷たい目で二人ふたりを一いち瞥べつしつつ、

「頭を冷やして、もう一度ゆっくりと考えてください。無論、この家で飼う以外の解決策を。わたしもお風ふ呂ろに入って考えてきます──上がったらもう一度話し合いましょう」

　異論を許さない気配で言い放ち、このはは居間を出て行った。春亮達は顔を見合わせる。

「どうするよ、フィア」

「おのれ、ウシチチめ。やはり最後に立ちはだかるのはあの胸か」

「いや胸は関係ない」

「まあ待て。私に考えがある……ふふん、私の目は誤ご魔ま化かせんぞ……！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめて呟つぶやくフィアに、春亮は怪け訝げんに首を傾ける。

　それを真ま似ねするかのように、フィアの手中のギロチンもかくりと首を傾かしげていた。
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「あら？」

　このはが風呂から上がって居間に戻ってくると、テーブルの上でギロチンが手て持もち無ぶ沙さ汰たにうろうろしていた。居間に春亮とフィアの姿はない。部へ屋やで作戦会かい議ぎでもしているのだろうか。

「だからって、この子放り出していかなくてもいいでしょうに……本当に飼いたいと思ってるんですかねぇ」

　ぶつくさ呟つぶやきながら、とりあえず髪を拭ふいていたタオルを首に引っ掛けて居間に入る。と、ギロチンが「おかえり？」と言うようにこちらを見上げてきた。

　ぴく、とこのはは頰ほおを引ひき攣つらせ、極寒の気配けはいを漂わせながら瞳ひとみを険けわしくした。

　目だけを動かして、周囲に視し線せんを走らせる。右よし。左よし。上よし。下よーし。

「ひゃん！」

　うずっ。

「ひゃんひゃん！」

　うずうずっ。

「………………くぅん？」

　ぷっちーん。

「ああもう、なんていうかああもう！」

　残像が残るような速度でこのははギロチンを抱き上げ、間かん髪はつ入れずに頰ほお擦ずりを開始。悶もだえまくる。その胸に挟まれたギロチンは苦しそうに短い手足をばたばたさせていた。

「うあーん、やーらかーいですー、あったかーいですー……うふ。うふふ。うふふえへへ」

「きゅうきゅう」

「わ」

　胸の谷間に埋もれていたギロチンを慌あわてて救出し、次にこのはは鼻と鼻をくっつけるようにして顔を近付けた。そして繰くり出すのは、

「ああ……さっきはごめんなさいだわん。許してほしいんだわん？」

　舌っ足らずな謎なぞの犬語。

「でも、やっぱり、春はる亮あきくんに迷めい惑わくがかかっちゃうのはダメなんです。可哀かわいそうだけど、やっぱり警けい察さつに相そう談だんするのが一番ですわん……キミみたいに可愛かわいかったらきっと誰だれか引き取ってくれるはず。ああ、それでも、もし誰もいなかったら──うう、わんわん、どうしようわん？」

「ひゃんひゃん」

　心が通じ合っているのかいないのか、見つめ合って鳴き声を交わし合う二匹のケモノ。

　が、そのとき、このはの背後の押入れがすーっと開いていき──

「くっくっく……」

　このはがぴたりと動きを止め、それからガクガクと全身を強こわ張ばらせて振り返る。

　押入れの中。僅わずかに開いた襖ふすまから、ニヤリ～、とひたすら邪悪に唇を曲げたフィアの顔が半分だけ見えていた。さらに押入れの上段には春亮の姿もあり、こちらはひたすらに目を丸くしている。フィアはその表情のまま、ぼそりと、

「……許してほしいんだわん」

「ふ、ふわぁぁぁ……」
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　このはの顔がみるみるうちに赤くなっていき──

　結局はそれが、この家に新たな家族が増えた瞬しゆん間かんになった。
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　そして翌日、日にち曜よう日び。朝の食卓はいつも以上に騒さわがしい。

「よしよし、食え食えもっと食え。ぬふふ、むしゃむしゃ食っておるぞ」

「よく考えたら昨日きのうはハンバーグじゃなくてよかったなあ。お前がこっそり食わせてた可能性を考えるとぞっとするよ」

「どうしてだ？」

「犬にタマネギとか食べさせちゃ駄だ目めなんだってよ。タマネギ中毒になる」

「はは、ハレンチ小僧め、あほーだな。つまらない冗じよう談だんを言いおる」

「……」

「……ホントなのか？」

「ほらほらギロチンちゃん、こっちのごはんも美お味いしいですよ～」

「ぬ、ウシチチめ！　抜けがけするな！」

「抜けがけじゃありませんよ。飼うと決めた以上、春はる亮あきくんの負担にならないように、わたしが。わたしが！　ちゃんとお世話するんですから」

「ギロチン、こっちに来い。その女は『でも、あなたのほうが美お味いしそうだわん！』とかアブナイことを言い出しかねんぞ。まったく、何が『わん』だ。不気味すぎる」

「うあああっ……消したい！　その記き憶おくを消し去りたい！」

　そんな会話がありつつも、フィアやこのはは食べられそうなごはんやおかずを次々に差し出す。ギロチンは嬉うれしそうに尻しつ尾ぽをフリフリ、テーブルの横や下をちょこまか走り回る。

（うーん、カオスだ……これで黒くろ絵えが帰ってきたらどうなるんだか）

　ふらりと旅に出たまま帰らないもう一人ひとりの同居人のことを思い出しつつ、春はる亮あきもギロチンの姿に和なごみながら食事を続けた。ああ癒いやされる。

　だがそのとき、テレビのニュースから「次は、高級ペットの盗とう難なんが最近頻ひん発ぱつしているという話題……」などという声が聞こえてきた。ひどい人間もいるものだ。たった一日でこんなに存在感が生まれるのに──ずっと飼っていたペットが連れ去られたら、それはどんなにショックなことだろう。

　うちも気をつけておこう、とか思っていると、

「よし、食った！　春亮、散歩行こう散歩！」

「あ、ついでにいろいろ買い物しとかんとな……ペットショップってどこにあったっけ？」

　食事の後片付けを手早く済ませ、三人で家を出る。七日ぶりの日にち曜よう日びを祝福するかのように、太陽は元気だ。秋らしからぬ陽気にじんわりと汗が浮いてくる。

「リードがなくて大丈夫か？　まあ店に着いたら買うんだけど」

「大丈夫だろう、もう懐なついておるようだからな……ふわーお」

「おお、大おお欠伸あくび。さてはギロチンと遊んでてあまり寝なかったな」

「寝かせてくれんかったのだ。寝ようとしたらぺろぺろと耳だの首だのを舐なめてきてだな、仕方ないからずっと抱だき締しめてもふもふしておった。ふふ、起きながらにして夢の時間を味わったぞー」

「……羨うらやましい……」

「おい、わん、を忘れておるぞウシチチ」

「どこまでそのネタ引っ張るんですか!?」

　そんなことを話しながら門を出る──と、近くの電柱の陰で何かが動くのが見えた。

　この陽気なのにトレンチコートを着込み、ソフト帽を目ま深ぶかに被かぶった男だった。怪け訝げんに思ったが、あまりじろじろ見るのも失礼だ。フィアがギロチンを降ろすのを待って、出発進行。

　少し心配していたのだが、ギロチンはダッシュでどこかに行ってしまうこともなく、てこてことマイペースに歩を進めている。その後ろをついていきながら、

「うわ、あっちぃ。さっきの人、あんなんでよく倒れねえな」

「なにかポリシーみたいなのがあるのではないか。昨日きのうも同じ服だったぞ」

「……昨日も？」

「おう、私が散歩しておるときにな、そこらをうろうろしておったのだ。何度も見たな」

「──そうですか。なるほど」

　あまり口を開いていなかったこのはが、なぜかそこでひどく冷たい声を出す。

「映画や漫画の中にしかない台詞せりふだと思っていましたが。そうでもなかったようです。フィアさん、春はる亮あきくん。振り向かずに聞いてください──尾行されています」

「なっ……!?」

　慌あわてて後ろを見てしまいそうになるが、なんとか堪こらえる。急に足が動かしにくくなった。

「だ、誰だれだ？　なんで？」

「さっきの──噂うわさのトレンチコート男だと思います」

「まさか、また私を狙ねらう奴やつらか？　蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようとかいう」

　微かすかに強こわ張ばったフィアの声に、このはが首を横に振った。

「違うと思いますよ。それにしては尾び行こうが下へ手た糞くそですし」

「だったらなんでだよ。俺おれ達には他ほかに尾行される心当たりなんて……」

「でも実際問題、尾行されてます。今にも懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出しそうな怪あやしい男に」

　だったら何か理由があるのだ。それは何だ、と春亮は頭をフル回転させて──

　そして、先さき程ほど耳にしたある言葉を、思い出す。

「フィア、一つ教えてくれ……ギロチン、どんな感じで見つけたんだ？」

「うん？　彷徨さまよっておって、適当に撫なでたりしてたら懐なつかれて、ついてくるようになって、ならばと連れて帰っただけで……それが？」

「え──こう、みかん箱とかに入ってたんじゃないんですか？」

　みかん箱とは何ぞや？　とばかりに首を傾かしげるフィア。春亮は横目でこのはに視し線せんを向け、

「ぐあ、やっぱりだ……このは、さっきニュースでやってたの覚えてるか。高級ペットの盗難事件が多いとかなんとか」

「あ……捨てられてたんじゃなくて、実は盗まれて逃げ出してただけ、とか……？」

「ていうか元々、こんな高そうで可愛かわいい犬捨てるかなって気はしてたんだ──で、猛烈に怪しい奴やつが今俺おれ達を尾行してる、と。うう、なんか厄やつ介かい事ごとの気配けはいがプンプンしてきたぞ」

　逃げ出した高級犬。それを再さい確かく保ほしようとする窃せつ盗とう集団。まずいことに、どんどんと想像が矛む盾じゆんなく繫つながっていく。

「よくわからんが、後ろの奴はワルモノなのか。むぅぅ」

「どうします？　人ひと気けのない場所に誘おびき出すとか、家に引き返すとかいろいろ手はありますが」

　このはの言葉に、フィアがぐわっと拳こぶしを握にぎり締しめて言った。

「何を生なま温ぬるいことを言っておる！　つまり、奴はギロチンを狙ねらっておるのか、そうなのだな!?　どういうつもりか今ここで問いただしてくれる！」

「あ、おい待てフィアっ!?」

　止める間もなく、フィアはくるりと反転。それに気付いたギロチンがひゃんひゃんと後を追っていき、遅れて仕方なく春はる亮あき達も続く。

　家の前で見たのと同じく、男は電柱の陰に隠れていた。奇妙な銀髪娘の接近に驚おどろいたか、びくりと身体からだを跳はねさせている。

「こら貴様、どういうつもりだ！」

「……！」

　男は一いつ瞬しゆん逃げようとしたが、フィアの厳きびしい視し線せんがその動きを阻そ止しした。深く被かぶられたソフト帽に遮さえぎられ、未いまだ男の表情は窺うかがえない。

　やがて、男の手がすっとコートの内側へ伸び──そのまま、停止。

　その手を出させてはいけない。そんな漠ばく然ぜんとした予感だけが春亮の頭に浮かんでくる。

　お互いがお互いの動向を窺う、息もできないような緊きん張ちよう感かんに満ちた時間が流れ。

　そして、その均きん衡こうを最初に破ったのは──

「ひゃん！」

　今までぱたぱた尻しつ尾ぽを振っていたギロチンだった。ぴんと耳を立てて一鳴きすると、唐とう突とつに明後日あさつての方向へ走り出す。

「……あっ！　どうした、ギロチン!?」

　フィアは一瞬だけ男を気にするそぶりを見せたものの、結局はギロチンを追うことを選せん択たくした。男に対して一度犬歯を剝むき出だしにして威い嚇かくしてから、銀髪を散らして走っていく。

「あ……ちょっと、あなた!?」

「このは、とりあえずギロチンを追おう！　事故とかに遭あったら大変だ！」

　男が気になるのは確たしかだが、まだ何をされたというわけでもない。捕まえたところで白しらを切られるだけだ──フィアの後を追いながらちらりと後ろを見ると、男は未だ片手をコートの中に入れたまま、どう動くべきか迷っているようにその場で身じろぎしていた。この隙すきに襲おそい掛かってくる、などという最悪のパターンにはならなかったらしい。

　速度を落とすことなく、跳ねるような足取りでギロチンは疾しつ走そうしていく。フィアもこのはも常人とは比べ物にならない身体能力を持っているのだが、それでもなかなか追いつけない。

「はぁ、ふぅ、な、何があったんだ……？」

「知らん！　……こら待てー！　ギロチンー！」

　感覚がマヒしていたが、やっぱり変な名前な気がする。それをフィアみたいな外見の小娘が街中で連れん呼こしているのだ──どうかあまり人目につきませんようにと願ねがいながら、春亮は閑静な住宅街をひた走った。横道に入ったギロチンを追って細い上り坂を駆かけ上がると、

「お、行き止まり……？」

　右手に一軒家、左手にはコンクリートで補強された崖がけが聳そびえており、正面に延びる道はそこで途と切ぎれている。その先は一段低くなっているらしく、そこから生はえた高木の上半分、赤く色づいた枝葉の部分が見えていた。それがフェンスの代わりになり、ギロチンの走りはそこで止まる──と思いきや、

「ひゃんひゃん！」

「げっ!?」

　春はる亮あきの期待虚むなしく、事態はさらに悪化。ギロチンは疾しつ走そうの勢いのままに跳ちよう躍やくし、その細い木の枝に飛び乗った。ひどく危なっかしくよろよろしながら、ギロチンは枝を伝って幹の向こう側に行ってしまう。

「あ、危ないぞ、ギロチン！　待ってろ、私も──」

「こらフィア、間違いなくお前は無理だ！　枝が折れる！」

「と、とりあえず下に降りましょう！」

「ええい、それならさっさと降りるぞ！」

「うわ、引っ張るなっ……げふ!?」

　フィアに身体からだを担がれるようにして、強制ダイブ。着地の衝しよう撃げきがダイレクトに腹にきたが、文句を言っている場合ではない。

　そこは細長い公園のような場所だった。春亮達が飛び降りた高台と向かい合うようにフェンスが張られており、フェンスの向こうには用水路を二回りほど大きくしたようなサイズの川が結構な水量で流れている。その公園の端で腕をいっぱいに伸ばしているのがギロチンの飛び乗った木だ。

　ギロチンは細い枝の先端付近に立ち、じっと前を見つめていた。しなる枝に、ゆさゆさと揺れる葉。今にも折れてしまいそうなその様が不安を搔かき立てる。

「おいギロチン、危ないぞ、降りてこーい！」

「自分で降りられなくなってんじゃねえか……!?」

「大変です。何か長いもの、板とか何かあればいいんですが……ええと……」

「なるほど、それに飛び乗らせるというわけか。ならば」

　周囲を見回しながらのこのはの言葉に、フィアが一つ大きく頷うなずいた。そしてポケットに手を突っ込み──取り出したのは、彼女の似姿。

　そのルービックキューブは彼女の意志に応じ、彼女自身の姿を模もする。偽装立方体エミユレーシヨンを展開スタート──巨大な黒くろ鉄がねの立方体の姿が現れたのは一いつ瞬しゆん、

「十九番機き構こう・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》──禍動curse/calling」

　そのフィアの言葉と同時に立方体は変形した。立方を形作っていた無数の機構が刹せつ那なに変位と再構築を果たし、そして現れたのは、彼女の掌てのひらから伸びた立りつ方ぽう鎖さに繫つながる螺ド旋リ槍ルだ。フィアはそれを──人を害するだけであった過去を意味するモノの姿を──軽く眺めてから、

　ぐぐいと樹じゆ上じようのギロチンに向けて突き出す。

「さあギロチン、来い！　こ、怖くないぞ？」

「待て、その発言と行動には猛烈な矛む盾じゆんというかツッコミどころがっ!?」

「長いものとウシチチが言ったではないか！　ええい、では《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》に変えるか？」

「同じですよ!?　誰だれかに見られたらどうするんです、早く仕し舞まいなさい！」

　慌あわててこのはが言うが、幸いにも周囲に人の姿はなく、そのおかしな拷ごう問もん具ぐはまだ誰にも見み咎とがめられていないようだった。が、フィアがぶちぶち言いながらドリルをルービックキューブに戻そうとしたとき──

　そのギラリと煌きらめく螺ら旋せんに驚おどろいたのか、あるいは他ほかの理由からか。

　突然、ギロチンが飛んだ。

　木の枝を大きく揺らして踏み切り、描くは見事な放ほう物ぶつ線せん。

　空中で足をばたばた動かしながら公園のフェンスを飛び越え、横の川へ着水する。だが川の流れは速い。必死で犬かきをしているようだが、ギロチンは何度も沈んだり浮かんだりしながら下流へと流され始めた。

「ああっ!?」

「ほら見なさい、あなたがそんなもので脅おどかすから！」

「う、うるさい！　よかれと思ってやったのだ、何もしなかった貴様に言われる筋合いはない！　……大丈夫かギロチン、今助けに行くぞー！」

「ちょ、ちょい待てフィア！　お前確たしか、泳げ──」

　春はる亮あきの言葉を聞くよりも前に、フィアも大ジャンプ。フェンスを飛び越え、どぼーんと激はげしい水みず飛沫しぶきを立てて川に飛び込んだ。が、

「ぐわがぼごぼぼぼ」

「言わんこっちゃねえ！　このは、これ、携けい帯たいと財さい布ふ頼むな！」

「ちょ、待ってくださ……ああっ、なんか嫌いやなデジャヴが!?」

　このはの声を置き去りにして春亮もフェンスを乗り越え、冷たい川に飛び込む。

　フィアはギロチン以上にあっぷあっぷと水に翻ほん弄ろうされていた。しかしじたばた暴あばれているためか、いきなり沈んだりはしていない。それも時間の問題だろうという気はするが。

　春亮は自分も溺おぼれないように注意しながらフィアに追いつき、その肩の下へ潜もぐり込む。

「こらお前、無む茶ちやするなよ！」

「春亮、そのまま支えていろ！　もうちょっとで手が届く……ぬっ、くっ……よし！」

「ひゃん！」

「こらギロチン、暴れるな……ふふ、もう大丈夫だぞー。安心して私に身を任せがぼぼぼ」

「ひぃ!?　こらフィア、泳げんまでもとりあえず水を搔かけ！　お前、何もしなかったら百パーセント沈むだろうが！　重いんだから！」

「うるさい、手が使えんのだ、仕方ないだろう！　あと重いとか言うなあほー！」

　フィアがとりあえず全力でのバタ足を再開し、それで沈没の危き機きは免まぬかれた。しかしその瀬せ戸と際ぎわであることは変わりない。沈むか沈まないかの境目で浮力とバトルしながら、二人ふたりと一匹は下流へと流されていく。このままだと消耗していくばかりだ。

　そのとき、どこからかこのはの声が聞こえ、

「フィアさん、とりあえずギロチンを放しなさい！　その子だってある程度は泳げてたでしょう！」

「そんな真ま似ねができるか！　岸に辿たどり着けるとは限らんだろ！」

「だからって皆で一いつ緒しよに沈んでも仕方が……ああもう、だったらこうします！」

　次にあったのは、めきめきどすんという大きな音だ。春はる亮あきが必死に首を回すと、手刀を振り切った姿勢のこのはが岸に立っているのが見えた──その前にあるのは真新しい断面の切り株と、川に向かって倒れた木の幹。それは丁度橋のようになって、春亮達が流れてくるのを今か今かと待ち構えている。

「春亮くん、とりあえずこれに摑つかまって！　すぐ引っ張り上げますから！」

「お、おう！」

　水面の少し上に架かった幹を、腕を伸ばして必死に摑む。が、濡ぬれているせいか抱えている重量のせいか、つるりと手が滑すべった。

「げ」

　そのまま幹の下を通過。せざるを得ない。しかしその刹せつ那な、

「十四番機き構こう・搔式獣掌態《猫の足"cat's paw"》！」

　片手でギロチンを抱え込んだフィアが、もう片方の手でルービックキューブを取り出していた。それは長大な熊くま手でのような形状の拷ごう問もん具ぐへと変わり、先端の鉤かぎ爪づめが間かん髪はつ入れず木の幹へと振り下ろされる。

　だが僅わずかに届かない。遅かった。鉤爪は木の幹を掠かすめ、木肌を薄うすく削り取っただけ。

　このはの悲鳴が聞こえ、フィアが罵ののしりを発し、春亮は遠ざかろうとする救いの橋へと未練がましく手を伸ばし──

　そこで、がくん、と衝しよう撃げき。

　顔を上げて見えたのは、幹の上に立ち、伸ばした手でフィアの武器を摑んでいる、

　あの、トレンチコートの男。

「……っ。は、早く上がりなさい、君達！」

　慌あわてて走ってきて飛ばしたのか、その頭にソフト帽はない。それを深く被かぶっていた理由が、春亮にはなんとなくわかった。

　その冴さえない中年男の頭は、それはもう見事なまでに禿はげていた。
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　男の手助けで岸に上がる。ずぶ濡ぬれなので身体からだがひどく重かった。慌あわてた様よう子すでこのはが木の幹を渡ってきたが、こちらに怪け我がなどがないのを見てほっと胸を撫なで下ろしていた。

　岸には新たな人ひと影かげもあり、

「あっ、ラスプーチン！」

「ひゃんひゃんひゃん！」

　満面の笑顔えがおで犬を抱だき締しめるのは、小学生くらいの少年だった。その手には小さなホイッスルのようなものが握られている。

「あ。もしかして、犬笛……？」

　人間の耳には聞こえない笛だ。訓練すれば合図を送れるようになるという話を聞いたことがある……ギロチンが突然走り出したのはそれを聞いたためだったのだろうか。

　そこでふと気付く。トレンチコート男がさっきと同じく懐ふところに手を突っ込み、ただならぬ気配けはいを漂わせながらじっとこちらを見つめていた。反射的に春はる亮あきがビクリとしてしまったそのとき、男は「え、ええぃっ……！」などという気合の声と共ともにその手を引き抜き──

「私、こ、こういうものでしてぇぇぇ！」

　ズビシと名刺を突き出してきた。

「は……は？」

　為なす術すべなく受け取る。それにはどこにでもありそうな会社名と、どこにでもありそうな男の名前が書かれているだけだった。思考を停止させながら顔を前に戻すと、

「ふ、ふぅぅ……よ、よし、やっと渡せたぞ……いつもながら、初対面の人に名めい刺しを渡す瞬しゆん間かんは緊きん張ちようするなぁ……！」

　などと呟つぶやきながら男は額ひたいの汗を拭ぬぐっていた。そこにギロチンを抱えた少年が駆かけ寄り、

「パパ、ありがとう！　ラスプーチン、本当に見つけてきてくれたんだね。僕、パパのこと見直しちゃった！」

「あ、ああ……そうだよ。ほら、預かっててくれたこの人達にお礼を言わなきゃ」

　少年はぽかんとその光景を眺めていた春亮達に向き直り、子供らしい仕し草ぐさで頭を下げる。

「えと、ありがとうございます！」

「は……いや、その」

　察するに、トレンチコートの男はマフィアでもペット窃せつ盗とう組そ織しきの一員でもなんでもなく──この子の父親で、この子のために犬を捜していた、とそういうことなのだろうか。あとギロチンに負けず劣らず本名も変だという驚きよう愕がくの事実。

　そのときフィアが唇を嚙かんで歩き出した。少年のもと、彼に抱かれたギロチンのもとへ。

「お、おい。きっとこの人達、ギロチンの飼い主で──」

「わかっている。わかっているから、言っておきたい」

　フィアは振り向かずに答え、少年の前で立ち止まった。

「小僧。お前が、ギロチン……いや、この犬を捨てた、飼い主だな」

「う、うん。えと、でも」

「いいのだ。そいつは嬉うれしそうだし、お前は捨てたことを後悔したからこそもう一度捜していたのだろう。お前から取り上げるつもりはない……けれど、頼む」

　フィアは拳こぶしを握にぎり締しめ、どこか悲しい目で、

「もう、捨てないでやってくれ。いらないからって、道具のように、捨てないでやってくれ……捨てられたものは、きっと、寂さびしいのだ。たとえ本当の道具でも、寂しいのだ。もう自分は必要とされていないのだということを突きつけられて、誰だれもいない場所に残されて、ただ長い時間──自分がここに在ある意味を考え続ける。それは、とても──辛つらいことだ」

　実感を込めて、静かに語りかける。

　少年はしばし困こん惑わくしたようにフィアを見つめていたが、

「よく、わからないけど──僕、もう絶対にラスプーチンから離はなれないよ。それに、捨てたのは僕やパパじゃなくて、ママなんだ」

「む？」

「ママは犬を飼うのに前から反対してて、引っ越しのときにまた喧けん嘩かになって……それで、ママが勝手にどこかに放してきちゃったんだ。ひどいよね。でも見つかって本当によかったよ！　もう、次からは絶対に守るから、ママと何回喧嘩しても守るから！」

「……誓うか？」

「うん、誓う！」

　少年が大きく頷うなずくのに合わせ、ひゃんひゃん！　と手中の犬が嬉うれしそうに鳴いて尻しつ尾ぽを振る。そうか、とフィアは小さく頰ほおを緩ゆるめて、

「居場所があるというのは幸せなことだ。人も、犬も……道具もな」

　壊こわれ物ものを扱うような手つきで、ギロチンの頭を、次に少年の頭を撫なでた。その一人ひとりと一匹は、似たような仕し草ぐさでくすぐったそうに首を縮ちぢめていた。

「あの……この度たびは、ご迷めい惑わくをおかけして……」

「わっ。いえ、その、こちらこそ。川から引き上げてくれて、助かりました」

　腰を折って謝あやまってくる父親に、頭を下げ返す。改めて観かん察さつしても、気弱そうな顔に寂しい頭、覇は気きのない気配けはい。一家の大黒柱としては威い厳げんがなさすぎる。

「私、妻に頭が上がらなくてですね……でも息子むすこがわんわん泣いてるのを見て、これじゃいけない、頼れる父親であるところを見せなくては、と初めて頑がん張ばってみた次第でして……」

　それから犬を放してきた場所を妻からなんとか聞き出し、付近を捜していた。そして見たのが、犬を抱えて家に入るフィアの姿だったのだという。

「あの、失礼ですけど。そのとき言ってくれれば問題はすぐ片付いたのでは……」

　このはがちょこんと手を挙げながら言うと、男は慌あわてて首を横に振った。

「そ、そんな！　初対面の人にいきなり声をかけるだなんて、恐ろしくて!?」

「……」

「今日きようもチャイムを押そうかどうか朝の六時から迷っているうちに君達が出てきて、せめて名めい刺しを渡そうとしたんですけど、なかなかタイミングが摑つかめなくて……すみません。ああ、こんなだからいつも部長にどやされるんだ……」

　トレンチコートに手を突っ込んで止まっていた彼の姿を思い出し、春はる亮あきは溜ため息いきをつく。そんなシャイさでどうやって社会を生きているのだろう。

「パパー、そろそろ帰ろうよ」

「あ、ああ、そうだな」

「母親の説得は大丈夫か？」

　フィアが聞くと、少年は父親の顔を見上げ、

「大丈夫だよね！　パパも味方になってくれるから！」

「も、勿もち論ろんだ。パパもやるときはやるんだ、見ただろう？」

「うん、お姉ねえちゃん達を助けたとき、かっこよかったよ！」

「あのときは必死だったからなあ……あれ。そう言えば、あのときの道具は……？」

　首を傾かしげる父親に、うっ、とフィアが呻うめいて視し線せんを逸そらす。春亮とこのはが慌てて、

「く、熊くま手でです！　紛まごうかたなき熊手です！」

「最新の折り畳み式ポータブル熊手なんです！　凄すごいですよね、あは、あははははは！」

　彼は一いつ瞬しゆんだけきょとんとしていたが、やがて優やさしく笑って、そうでしたか、と流してくれた。触れられたくないことだというのに気付いてくれたのだろう。

　最後の挨あい拶さつをしてから、親子は手を繫つないで帰っていく。その横を歩くギロチンが振り返り、ひゃん、と一鳴き。小さく手を振っていたフィアの動きが一瞬だけ止まり、けれどすぐに──今度はもっと大きく、ぶんぶんと手を振り始める。後ろにいた春亮からは、その表情は見えなかった。

　そのうちに彼らの姿が視界から消え、

「残念だったな、フィア」

「……別に。元々の飼い主が現れれば仕方ないわい」

　慰なぐさめるつもりで言ってやると、フィアは存外に軽く言って振り返った。ふん、と小さく口を尖とがらせた表情。けれどそこに強がりを感じるのは気のせいではないだろう。

「そうか？　俺おれはちょっと残念だけどな……お前だって必要以上に飼う飼う言ってたような気がするんだが。なんであんな飼いたがってたんだ？」

「む……だってその、奴やつらは触ればふっかふかで、瞳ひとみはくっりくりで、尻しつ尾ぽはわっさわさだ。素す晴ばらしくない理由が見つからない。それに」

「それに？」

「捨てられて、居場所がないなら──あの家に来れば幸せだろうな、と思っただけだ」

　小さく、ぽつりと。

　ギロチンが消えていった方向へ再び顔を向けながら、フィアは言った。

「いや、あの家は古臭くて、壁かべが薄うすくて、うるさい奴らもおって、いろいろ窮きゆう屈くつだが！　その、なにか……楽しい、ような気がしないでもないしな」

　言葉の前半は、はっと思い出したように横目で春はる亮あきを睨にらみながら。後半はまた視し線せんを前に戻し、もごもごと口くち籠ごもるように。

「だから、まぁ……居場所のない奴にとっては、悪い場所ではない、かなと……そう思っただけ。それだけだ」

　その横顔にあるのは、苦笑のような、微笑のような、唇の歪ゆがみ。

　居場所のない奴。捨てられた奴。その言葉を、彼女はどんな想おもいで口にしたのだろう。

　春亮には想像しかできない。かつて捨てられた道具だった彼女の想いは。

　ただ、今は道具ではないという事実は見えている。そうなった事情を──人を害するためだけの道具であり、害したせいで呪のろわれ、そして呪われたせいで道具ではなくなったという悲しい事情を──知っている。

　その自分にできることはなんだろう、と考えた。ただの人間である自分ができること。

　決まっていた。

　自らを縛ばくした呪いを解く──そのただ一つの願ねがいを果たすためにやってきた場所を、彼女達が決めた居場所を、守ることだ。幸せに、平へい穏おんに、心地ここちよく。

「さて……とりあえず一いつ旦たん帰ろうぜ。ずぶ濡ぬれだから着替えねぇと」

「おう、そう言えばそうだった。ぴったりと張りついて気持ち悪──」

　フィアの言葉がふと止まった。春亮もその理由を悟った。今までギロチンとかに集中していて気付かなかったが──フィアの薄地の服はこれ以上なく濡れている。濡れているから透すけている。そして言葉通りにぺっとりと張りついている。真っ白な太ふと股ももに、小さなおへその周りに、非常に奥ゆかしく盛り上がった膨ふくらみに──

「ぬわーっ!?　なんだこれは!?」

「気付いてなかったんですか？　さっきの少年さんもお父とうさんも見ないようにしてくれてたみたいですけど」

　あっちへこっちへ服を引っ張ったり捻ひねったりしているフィアに、このはが呆あきれた様よう子すで言う。春亮は慌あわてて目を逸そらしつつ、

「お、俺おれも気付いていなかったぞつまり全然見ていなかったぞ!?」

「はーるーあーきーくーん？　そう言うと逆に物もの凄すごく怪あやしいですよー？」

　わざわざ顔の前に回り込んできて、このは。凄いジト目だ。そして背後からもグイグイと殺気が高まってきているような──

「……ふ、ふ、ふ。忘れておった。あの家で一つだけ困った問題があるとすれば……それはハレンチ小僧がハレンチだということだ！」

「ちょっと待て、いつもいつも原因はお前らのほうにあるような気がするんだが!?」

「わー！　こっちを向くな、あほー、呪のろうぞ!?　ええい、ハレンチ小僧のハレンチっぷりには付き合ってられん！　先に帰る！」

　自分の身を抱くようにしながら言い、踵きびすを返して走り出そうとする──そこで帰る途中の衆しゆう目もくに思い至ったらしい。「上着をよこすのだ！」と急ターンして飛び掛かってきた。

「わかったわかった、服くらい貸すって！　ていうか一人ひとりで大丈夫か？」

「なにおう。子供ではないのだぞ、大丈夫に決まっておるだろう！　散歩も一人で完かん璧ぺきにできた、つまり一人で完璧に帰れる！」

「一人で完璧にできた……んですかねぇ。全すべての原因はあの散歩にあったような気がします」

「フィアばかりが悪いとも言い切れないけどな……まあいいや。一人で行動するのはいいけど、もう捨て犬とか拾ってくんなよ」

「わ、わかっておる、もう犬は拾ってこんわい。まったく、お前はいつもうるさいな！」

「へいへい、うるさくてすみませんね。あ、ちゃんと表から入れよ。鍵かぎ持ってけ」

　最後にべーっと舌を出してから、春はる亮あきのパーカーを着込んだフィアが家に向けて走っていく。春亮はなんとなくこのはと顔を見合わせて肩を竦すくめ、のんびりと二人ふたり並んで歩き始めた。

　視し線せんの先にあるのは、みるみるうちに小さくなっていく、フィアの後ろ姿。

　水に濡ぬれて輝かがやく銀髪が、まるで子犬の尻しつ尾ぽのようにぱたぱたと揺れていた。




　数日後。

　夕食を終え、居間で茶を啜すすっていた春亮達の耳に届いてきた音は。

　にゃあ～お。

「……」

「……」

　さらに続くのは、「こ、こら。静かにするのだ……！」などというぼそぼそ声。

　フィアの部へ屋やから聞こえてきたそれらに、春亮とこのはは顔を見合わせた。

　そして、無言のまま。

　引ひき攣つった笑顔えがおのまま。

　二人はゆっくりと立ち上がって──




　後はただ、

　何の変哲もない、

　とてもこの家らしい、

　騒さわがしくも平へい穏おんな時間があるだけ。
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　その夜、夜や知ち家けの居間はひどく重苦しい空気に包まれていた。

　春はる亮あきも、フィアも、このはも、難むずかしい顔で目を細めている。

　原因はただ一つだった。翌日に訪れることが確かく実じつな──《敵》のせいだ。決して逃のがれられず、容易たやすく勝てる相手ではなく、敗北すればいかなる不都合が巻き起こるかもわからない難なん敵てき。

　この日本に住む者なら誰だれもが知る、その強大すぎる敵の名は──

　中間テスト、といった。




「むぅー。なあ、この漢字はなんと読むのだ」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、さらに鼻と唇の間にシャーペンを挟み込む、という今時わかりやすいポーズで苦悩していたフィアがずずいと現文の教科書を突きつけてくる。春亮は英文を写し取っていたノートから顔を上げ、

「《せんれん》だよ。大丈夫かお前、こんなのが読めなくて……」

「喋しやべりを覚えるのとは勝手が違うのだ、うるさいな。だいたい、どーして日本語は三種類も文字を使っておるのだか。ややこしすぎるではないか！　丸覚えすればそこそこ点は取れると言うが、限度があるぞ！」

　フィアは記き憶おく力りよくはそれなりにいいのだが、まだ読み書きのほうは苦にが手てだ。国語系は鬼き門もん、かなりの確率で赤点を取ってしまうことが予想される。しかしそれとは裏うら腹はらに、確実に高得点を期待できる教科も彼女にはあった。折せつ角かくの前日勉強会なので頼ってみることにする。

「フィア、ここの英作文がちょっとわかんないんだけど。仮定法って苦手でさ」

　するとフィアは鼻高々な感じで胸を張り、

「ふふん、ハレンチ小僧め。ついにこの私を頼ろうという気になったか……いいだろう、教えてやる！　そこは──うむ、イファハイモニアイクハボッツァー、だ！」

「発音良すぎて一単語も聞き取れねえよ！」

　そのとき、軽くテーブルが揺れた。つまりはそんな質量と存在感を持った上半身をテーブルに載せるようにして、このはが春亮の手元を覗のぞき込んだ。たゆんと形状変化した膨ふくらみ、手の甲をくすぐるおさげ、慈じ愛あいに満ちた優やさしい横顔。

「わたしに聞いてくださいよ、春亮くん。ええっと、ここですね？　ここは……いふ・あい・はっど・はっど……」

　丁てい寧ねいなカタコト英語で教えてくれる。が、フィアは自分の役割が横から搔かっ攫さらわれたのが我慢ならなかったらしい。ぷうと頰ほおを膨らませて、

「はん、なんだその発音は！　腹が捩よじれるわ！　どこの国でそのオモシロ言語を使うつもりなのだろうな、このウシチチ女は！」

「は、発音の試し験けんなんてないからいいじゃないですか！　そもそも洋語なんてテストのときに使えればいいんですよ！　ていうかこの国に住む人間は外国語よりも日本の文化を大事にするべきです。たとえばこれくらいは諳そらんじられて当然！　鶯うぐいすは詩などにもめでたきものに作り声よりはじめてさまかたちもさばかりあてにうつくしきほどよりは九重ここのえの内に鳴かぬぞ──」

「謎なぞの呪じゆ文もん攻こう撃げき!?　ううっ、頭が痛い！」

「えー、二人ふたりとも。テストが始まるまであと十時間を切りました」

「……」「……」

　二人は睨にらむような視し線せんを交わしながらも自分の席に腰を落ち着け、また教科書やノートと顔を突き合わせ始めた。フィアは国語力の不安さが自分でもわかっているし、全体的に成せい績せきのよいこのはも、その真ま面じ目めさ故ゆえに手抜きができない。今ばかりは勉強に集中するのが大事だ。

　ややあって、溜ため息いきをつきつつ教科書を読んでいたフィアが独り言のように口を開く。

「やれやれ、面めん倒どう臭くさすぎる。学校というのも思ったより大変だ。みんな同じように苦労しておるのかなぁ……キリカとかは別に苦労しておらん気がするが」

　春はる亮あきはノートから顔を上げないまま、

「そーだな、いんちょーさんはこんな一いち夜や漬づけとかしてないだろ。最近塾止やめたって言ってたけど、性格がキッチリしてるからな。ちゃんと勉強してそうだ」

「むぅ、羨うらやましい。次のテストのときには勉強会に呼んで助けてもらうのもいいかもしれんな……いや、羨ましいと言えばサヴェレンティが羨ましいぞ。なんと言ってもあいつにはテストがない！」

「そんなこと言ったら、学生じゃない人全員が羨ましいことになっちゃうじゃないですか」

　春亮はこのはの言葉に苦笑しつつ、フィア達の同類であり、理事長秘書補佐見習いというよくわからない肩書きで働いているメイド少女の姿を思い出す。たまに少女ではなくなるが。

　そこでふとフィアが首を傾かしげ、

「ん？　サヴェレンティで思い出したが……シラホの奴やつはどうなのだ？　勉強とか」

　桜さくら参まいり白しら穂ほ。サヴェレンティの恋人である美少女。彼女とは会っても無視されたり絶対零度の微笑ほほえみで罵ののしられたりするばかりで、クラスメイトとするような話などしたことはない。

　だから当然、それは春亮達にとっても疑問で。

　春亮とこのはは顔を見合わせてから、フィアと同じように首を傾げた。

『……さあ？』
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　連日の勉強会で試し験けんを乗り切っても、まだ苦しみは終わらない。次に待っているのは怒ど濤とうのテスト返却ラッシュだ。

　そして最後の答案が返却された日の放ほう課か後ご、春亮達は理事長室に向かっていた。茶でも飲んでダメージを癒いやさねば帰れん～、とフィアが疲れた顔で主張したからだ。

　理事長達とは個人的な知り合いなので、理事長室に遊びに行くのもそれほど珍しいことではない。勿もち論ろん、向こうに迷めい惑わくをかけないよう、訪問のタイミングや頻ひん度どにはちゃんと注意しているのだが。

　肩を落として歩くフィア、対照的にテスト勉強から解放されて軽い足取りのこのはと共ともに、春はる亮あきは理事長室の前に辿たどり着く。そこでドアが中から開いた。出てきたのは特に特徴もない男子生徒で、上うわ履ばきの色から判断すると三年生だ。礼れい儀ぎ正ただしく部へ屋やの中に一礼してから、ちらりとこちらを見て歩き去っていく──こんなところに生徒がいるなんて珍しいな、と思った。自分達の言えたことではないが。

　ともあれ彼と入れ替わるようにして部屋に入り、

「おや……皆様お揃そろいで、どうなされました？」

「あっ、みんな！　久しぶりー！　テストどうだった？」

　中にいたのはクールな美人秘書──漸音ぜのんと、いつものメイド服に身を包んだサヴェレンティ。フィアが軽く片手を上げ、

「どうもこうも……現文やら古文やらが赤点だ。明日あしたの日にち曜ようは補習だと……はぁー。そんなわけで、何か美う味まい茶と茶菓子でもくれんと元気が出んと思うのだ」

「こらフィア、無礼なストレートを投げるな。まあその、漸音さん。忙しかったら引ひき摺ずってでも帰りますけど……サヴェレンティと話するのも久しぶりだし、お邪じや魔まじゃなければちょっとだけいいですか？」

　春亮が言うと、漸音は軽く頰ほおを緩ゆるめた。

「ええ、勿論構いません、お気兼ねなく。理事長もおりませんし、丁度来客もお帰りになったところですし……サヴェレンティさん、お茶の用意をお願ねがいします」

「りょうかいでーす！」

「……くれぐれも落ち着いてお願いします」

　聞いているのかいないのか、どたばたと隣となりの部屋に姿を消すメイド少女。漸音はふうと息を吐いてから、春亮達をソファーに案内した。そこに腰を落ち着けながらこのはが言う。

「そう言えば生徒のお客さんって珍しいですね？　わたし、初めて見たかも」

「ああ……先さき程ほどの。最近よく来るようになったのです。一応、学校に関する要望や提言があれば気軽に理事長室へ、ということにはしているのですが──花か壇だんの花の種類を変えたほうがいいのではないのでしょうか、というような重要度の低い用件ばかりで。一考しておきましょう、の一言で済むので楽と言えば楽なのですが」

「はぁ。神経質な人はいますからね……」

　同情するような眼まな差ざしでこのはが頷うなずく。それからしばらく世間話をしていると、隣の部屋からお盆を持ったサヴェレンティがふらふらと歩いてきた。

　春亮達は温かくそれを見守りつつも、僅わずかに腰を浮かせる……突然彼女がコケてお盆を吹っ飛ばす可能性に備えて。勿もち論ろん、その可能性は彼女の努力によって以前よりは格段に低下している。おそらく今は、コインを投げて裏が出る確かく率りつくらいだ。

　しかも今日きようは幸運の女神の機き嫌げんがよかったらしい。危なっかしくも無事お茶を運び終えたドジメイドに、春はる亮あき達はほっと胸を撫なで下ろした。

　彼女と共ともにお茶を味わい始める。しばらく経たったところで、不意にノックの音がした。どうぞ、と漸音ぜのんが声をかけると、

「あ、白しら穂ほ！」

　フィアと談だん笑しようしていたサヴェレンティが、ぱっと顔を明るくして立ち上がる。

　そこにいたのは目の覚めるような美少女だった。頰ほおを緩ゆるめかけたのもつかの間、彼女はこちらの姿を見るなり不機嫌に眉まゆを寄せ、

「そろそろ仕事が終わるかと思って迎えに来たんだけど……どうしてこいつらがいるの？」

「えへへ、お茶飲んでたんだよ。白穂も座って座って。すぐ淹いれてくるから」

　白穂はしばらく仏ぶつ頂ちよう面づらをしていたが、やがて何かを諦あきらめたかのように息を吐いた。ソファーに腰を下ろす──無む論ろん、春亮達とは距きよ離りを取り、一番端っこに。

　言葉通り、すぐにサヴェレンティは隣となりの部へ屋やから帰ってきた。今度もコインは表。奇跡だ。

「はい、お茶」

「ありがとう……ふぅ」

「白穂、疲れてる？」

　まぁね、と白穂は頷うなずく。そして春亮達を完全に無視したまま、

「ねえ……明日あしたのことなんだけど。買い物に行きたいって言ってたわよね？」

「う、うん！　買いに行きたいものがあって！」

「……そのことなんだけど」

　一つ嘆たん息そくして、白穂は淹れたての紅茶を啜すする。それから意を決したように、

「ごめんね。行けなくなったわ」

「ど、どうして？」

　白穂はゆっくり視し線せんを逸そらし、小さく、

「……ゅう、だから」

「ごめん、聞こえなかった。もう一回言って？」

「だからね、その……」

　さらに数秒、もごもご口くち籠ごもってから──どこか恥ずかしそうに彼女が発した言葉は、短い単語一つ。

「……補習」

「あ……そ、そうなんだ」

　どう反応すればいいものやら、という感じに肩を縮ちぢめるサヴェレンティの横で、フィアが紅茶のカップを置いてばーんと立ち上がった。テーブルに手をついて身を乗り出し、

「ほうほう、そうなのか！　シラホ、お前もか！　そうかそうか！」

「ちょ……貴女あなたには関係ないでしょう!?　どうして嬉うれしそうなのよ！」

「別に嬉しがってはおらんが、なんというか、仲間意い識しきだ！　で、何の教科で赤点を取ったのだ？　こいつらは薄はく情じようにも赤点がないし、タイゾーやらカナやらは英語やら数学やらの補習で私とは被かぶっておらんし、丁度誰だれか知り合いでもおらんかなと思っておったのだ。現文か？　古文か？　なあなあなあ」

　くっ、と唇を嚙かむ白しら穂ほ。ぎゅっと握った拳こぶしを膝ひざの上に置き、微妙に赤らんだ顔でフィアを睨にらんでいる。そして──

「……よ」

「ん？　聞こえなかったぞ」

　フィアがさらに身を乗り出したとき、白穂はばっと顔を上げ、自や棄けになったように叫んだ。

「全部よ！　悪かったわね、何か文句ある!?」
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　紅茶を飲む音だけが部へ屋やに響ひびいている。これ以上何か言ったものは誰であろうとコロス、というような殺気を振りまいていた白穂もようやく落ち着きを取り戻していた。

「……そんなわけだから。残念だけど明日あしたは、ね。また次の休みにでも行きましょう？」

「う、うーん。なるべく早く買いに行ったほうがいいと思うんだけどなー……」

　そんなことを呟つぶやくサヴェレンティだったが、納得するのは早かった。白しら穂ほの顔を横から覗のぞき込み、無む垢くに笑う。

「でも、仕方ないね。白穂の補習のほうが大事だもん……えへへ。全然いいよ」

「っ……」

　白穂はその健けな気げなサヴェレンティの顔を見つめて動きを止める。睨にらんでいるのではない。傍はたから見ている春はる亮あきにもわかった──おそらく、抱だき締しめたいのを我慢しているのだろう。

「何を買いに行きたいのかは知らないけれど……できれば明日あしたがいいのよね？」

「へ？　うん、まあ、そうだけど」

「一人ひとりで買えるものなの？」

「それを買うのは簡かん単たんだと思うけど……ついでにいろいろ買い物したいし、やっぱり一人じゃ楽しくないし。本当に、ボクは別にいいよ？　明日は家で待ってるから」

「私がよくないのよ。そんな顔で笑われたら、ああもう──仕方ないわね！」

　がちゃん、と空からになったカップがソーサーの上に置かれる。次に白穂は、完全に傍ぼう観かん者気分で二人ふたりのやりとりを眺めていた春亮をきっと睨んだ。強引に腕を摑つかまれ、

「ちょっと来なさい、人間！」

「うおっ？　な、なんだ!?」

　そのまま部へ屋やの隅すみまで連行された。皆には背を向け、二人で肩を寄せ合う形になる。白穂の整ととのった顔がすぐそこまで近付き、心底どきりとした。

「……甚はなはだ不本意だけど、仕方がないわ。貴方あなたがエスコートしなさい」

「え……？　それは、俺おれが明日サヴェレンティについてけっていうこと？」

「それ以外にどう解釈できるのかしら？　私は明日動けないし、あの子には折せつ角かくの休みを無む駄だにさせたくない。一人では買い物する気になれない、というのなら私以外の誰だれかをつけるしかないでしょう。いいわよね？」

「俺、明日は溜たまった洗せん濯たく物ものとかを片付けようと思ってるんだが……」

「そう、快く引き受けてくれて助かるわ」

「会話の流れがおかしい!?」

「何のことかしら。注意事項は三つよ。それぞれに素敵すてきなペナルティを用意するから覚悟しておくのね。一つ、あの子の命令には絶対服従。背そむいたら殺すわ。一つ、あの子には指一本触れないこと。触れたら命はないわ。一つ、あの子をいやらしい目で見ないこと。見たら人生を終わらせるわ」

「ペナルティが全部一いつ緒しよじゃねぇか……」

「どれもこれも最上級の罪だもの、当然よ」

　理り不ふ尽じんな死刑の話はともかく、どうやら自分がついていくことは決定事項らしい。ああ、さらば優ゆう雅がな洗せん濯たくタイム。

「貴方あなたは騎き士しのように従順についていけばいいのよ。少し気になることもあるし……まあ気のせいかもしれないけど」

　何かを思い出すような目になって言う。その言葉の意味はよくわからなかったが、

「ふぅ……ま、そこまで言うんなら仕方ないか。けど、お前はいいのか？」

　白しら穂ほは嫣えん然ぜんと笑って、

「自分が私達の間に何か亀き裂れつを起こせるほど魅み力りよくある存在だと思っているのかしら？　自じ意い識しき過剰にも程ほどがあるわね、人間……それに」

　ひそひそ話の体勢を止やめて振り返りながら、美しい黒髪の後頭部だけを春はる亮あきに見せながら──どこか誇り高く、彼女は最後に呟つぶやいた。

「私はね、あの子にはいつも笑顔えがおでいてもらいたいの。それだけよ」
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　その翌日、日にち曜よう日びの朝。

　フィアは待ち合わせ場所に出発した春亮に数分遅れて、家の門を潜くぐった。勿もち論ろん制服姿で、手には補習用の勉強道具が詰まった鞄かばんを持っている。

　門を出て右に一歩踏み出したところで、彼女の足が止まった。むむ、と腕組みをして考えて──そのうち眉み間けんに皺しわが寄っていき──やがて何かを決意したように、頷うなずきを一つ。

　そして眉まゆを吊つり上げたまま、怒りに満ちた大おお股またでくるりと回れ右したとき、

「学校は逆方向ですよ、フィアさん」

「うっ」

　遅れて家から出てきたこのはが、ジト目でフィアを見つめていた。うろたえつつもフィアは彼女と視し線せんを合わせる。

「お前こそ、今日きようは本屋でバイトだと言っておったろう。もう走らねば間に合わない時間なのではないか」

「うっ」

　ジト目を反射してきたフィアに、今度はこのはのほうが軽くうろたえる。二人ふたりはさらにしばらく見つめ合っていたが、やがて、

「……ちなみに言うが、私はどうやら風か邪ぜを引いたようだ」

「……奇き遇ぐうですね。わたしもです。バイトはドタキャンさせてもらいました」

「とても学校には行けんし、家で寝ていても治る気がしない。だがこちらの方角に行くと、なんというか──そう、風ふう水すい的てきなパワーで元気になれそうな気がする」

「奇遇ですね。わたしもです」

「だから、仕方ないな……」

「ええ。仕方ないですね……」

　ゆっくりと二人ふたりは頷うなずく。その視し線せんで確たしかめ合ったのは、お互いの共犯関係。そう、今日きようだけは。いかに気にくわない相手であろうとも、協力して為なさねばならない目的がある。

　二人は同時にその手を伸ばし、極秘協定の握手をがっちりと交わしてから──

　学校でも、本屋がある商店街の方向でもなく、お人ひと好よし少年とメイド少女が待ち合わせをしている街の中心部へと向かって走り出していった。




　駅前の大おお時計どけいに背中を預けていると、そのうちに駅の中からサヴェレンティが現れた。

「おっはよーっ。待った？」

「い、いいや。全然」

　軽くどもってしまったのは、サヴェレンティの私服姿が新しん鮮せんだったからだ。全体的に明るい色合いで纏まとめられたスカートルックで、彼女の朗らかさによく似合っている。秋だというのにぽかぽかと心地ここち好よい陽気に合わせてか、胸元はそれなりに大きく開いているものだった。少しばかり目のやり場に困る。

「それならよかったー……えへへ。でも、今日はごめんね？　せっかくの日にち曜ようなのに」

　軽く前傾姿勢になり、こちらを覗のぞき込むように言ってくる。さらに胸元が危険な感じになった。春はる亮あきは視線を逸そらして頭を搔かきながら、

「い……いやまあ、掃そう除じも洗せん濯たくもいつでもできると言えばできるしな。たまには街に出るのも悪くないかって気分になってるよ」

「そうだねー。ボクも最初はビックリしたけど、せっかく白しら穂ほがセッティングしてくれたんだから。楽しまなくちゃダメだよね！　白穂以外の人と遊びに行くなんて初めてだし！」

　白穂のあれをセッティングと呼こ称しようするのはどうかと思うが……まあ、今いま更さら文句は言うまい。

「つーか俺おれ、あんまり店とか知らないからな。楽しむってんならフィアとかこのはがいたほうが力になれたと思うんだけど──フィアは白穂のお仲間だからともかく、このはまでバイトが入ってるとは誤算だったぞ」

「うん……なんか二人ふたりにはちょっと悪い気がしないでもないかな」

「ま、それも仕方ないか。よかったら今度は三人で遊びに行ってやってくれよ。そしたら今日の埋め合わせになるだろ」

　軽い思いつきで言ってみるが、彼女は、

「あはは……それだとあんまり埋め合わせにならないような気がするんだけどなー……」

　などと曖あい昧まいな愛あい想そ笑わらいで呟つぶやくだけだった。

「まあいいや。立ち話しててもしょうがないから、そろそろ行こうぜ。何買うんだっけ？」

「うふふ、まだヒミツー。本命は最後に行くことにして、とりあえずいろいろ歩いてみようよ！　せっかくの機き会かいなんだし！」

「騎き士しのように従順に、と。了解、お姫ひめ様」

　そして二人ふたりは肩を並べて、街の喧けん騒そうの中へと歩を進めていった。




「随ずい分ぶん・仲が・良さそうではないか……ふ、ふふ、ふふふふふふ！」

「肩の距きよ離りがちょっと近すぎるんじゃないですかねぇー。うふふふふ！」

　二人の姿を植え込みの中から監かん視ししながら、フィア達は揃そろって引ひき攣つった笑えみを浮かべていた。相手が移動すると見るや否いなや、ささっと中腰になって忍者か兵士のように高速移動。再び別の物陰に隠れる。周囲の怪け訝げんそうな視し線せんは気にもならなかった。

「あ……ちょっと、フィアさん」

「なんだ。早く行かんと見失うぞ……ん？」

　このはが袖そでを引っ張ってきた。何かあったのかと彼女の視線を追うと──春はる亮あき達と自分達の間に、凄すさまじく不ふ審しんな人ひと影かげがあった。自販機の陰に隠れてこそこそと前方を窺うかがっている女。大きなサングラスが無む闇やみに怪あやしく、完全に悪目立ちしていた。

　フィアはこのはと顔を見合せてから、こっそりとその女の背後に近付き──

「おい」

「きゃっ!?　あ……貴女あなた、達。なんで……！」

　それは白しら穂ほだった。ごすん、と肩を自販機にぶつけるほどに驚おどろいている。

「何をしておる？」

「な、何って……」

「正直に言ってください。コトによれば協力できるかもしれません」

　フィア達がじっと見つめると、ややあって白穂はぷいと明後日あさつてのほうに顔を逸そらした。

「その……サヴェレンティが出かけるまでは、ちゃんと補習に出るつもりだったのよ。でもあの子が出かけてから、なんだか急に気になって──気付いたら来てたというか──って、ちょっと待ちなさい。貴女こそ補習じゃないの!?　どうしてここにいるのよ！」

　フィアは無言のまま、戦友を求めるように、その手を差し出した。白穂の目を見つめて、こくり、と頷うなずく。このはも頷く。

　数秒の間があり──白穂も、頷いた。

　そしてその腕をゆっくりと伸ばし、フィアと握手を交わす。このはがさらに腕を伸ばすと、三人は甲を上にしてその手を重ね合わせた。

「私が姿を現せば、春亮は補習をサボったと知って怒るだろう。お前が姿を現せば、同じ理由でサヴェレンティが怒る。ウシチチが姿を現せば、これもバイトをサボったと知って春亮が怒る。我われ々われは運命共同体というわけだ」

「あくまでも秘密裏りに行動しなければならない──困こん難なんなミッションですが、三人の力を合わせれば不可能はないような気がします」

「……不ふ思し議ぎね。今ばかりは、素直すなおに頼もしいと思えるわ」

　重ね合っていた手が離はなれると、すぐさま三人はズババッと自じ販はん機きに張りついて前方を監かん視しする姿勢に戻る。春はる亮あきとサヴェレンティは何事か談だん笑しようしながらのんびりと歩を進めていた。

「見ろ、ハレンチ小僧のあの間抜けな顔を。ハレンチな予感がプンプンしおるわ……！」

「しかもサヴェレンティさんは無防備すぎるというか、ウッカリが体現したような存在。いつ何が起こってもおかしくはありません」

「でも、隠れて見ているだけだったらあまり意味はないわ。どうするのよ？」

「決まっている。何かハレンチなイベントが起きそうだと思ったら、できうる限りそれを未然に防ぐのだ。勿もち論ろん、奴やつらにはバレないようにな」

「そんなことできるのかしら」

「先読みというか、想像力が必要だ……むっ、奴らが公園に入るぞ！」

　幸いにもその大きな公園には木立が多かった。木々の後ろに身を隠しつつ回り込み、二人ふたりの行く先が見通せる位置へ移動。日にち曜よう日びだけあって、公園には様々な人間の姿があった。仲良く遊ぶ家族、サッカーに興きようじる子供、日向ひなたぼっこしている老人、何台かの屋台……

「いかん！　何か、何か危険なカオリがする！」

「あっ。見てください、サヴェレンティさんが何か指差してますよ！」

　フィアは想像力をフルに働かせながら、このはの言葉に従って視し線せんを動かす。サヴェレンティが指差す先にあるのは──アイスの屋台。ぴきーん、と閃ひらめきが走った。

「おお……見える、見えるぞ！　アイスを買うサヴェレンティ、しかしいつものドジっぷりで溶かしてしまい……胸にポトリ、と！」

「それを慌あわてて拭ふいて、さらにふしだらなことに発展する可能性も……！」

「なんてこと。絶対に阻そ止ししなくちゃ！」

「当然だ。よし、阻止する策も思いついたぞ！　ついてこい！」

　策は単純だった。

　アイスの屋台の中に乗り込んで。

「売るな。」と店主を脅きよう迫はくした。




「……あれ……？　何か今、ふっ、と……とんでもないことしてるんじゃないだろうか、という気がしてきたんですけど……？」

　屋台の中にしゃがみ込み、このははこめかみを押さえて呟つぶやいた。「……偶ぐう然ぜんね。私もよ」と白しら穂ほも呟いてくる。フィアも二人と同じようにカウンターの下にしゃがみ込んでいたが、

「いいか、あの二人が来たら『売り切れだ』と言うのだぞ。それだけでいい。もし助けを求めたりすれば……わかっておるな？」

「は、はい。わかりました……！」

　巨大な螺ら旋せん槍そうで男性店主の尻しりをツンツンしていた。特殊部隊もかくやという素早すばやさで制圧したので、顔はあまり見られていないはずだが──なんというか、道義的にいいのだろうか。

「いや、今は気にしませんええ気にしませんとも。全すべては大事の前の小事。サヴェレンティさんにはちょっと悪いですが……アイスは我慢してもらいましょう」

「と、当然ね。あの子の肌をあの人間がいやらしい目で見つめることに比べれば重要度は段違いだわ。それは死に値する重罪よ」

　そんな声を聞きながら、このははそろそろとカウンターの上に頭を出して外の様よう子すを窺うかがう。

「まずは腹ごしらえだよ！　早く早くー！」

　サヴェレンティは忙せわしない小走りで、春はる亮あきはそれを苦笑で追いながら。

　予想通りこちらに近付いてきて──

　アイス屋の横を通り抜ける。

「あったあった、前から行きたいと思ってたの、あのドネルケバブの屋台！」

　ドネルケバブ。塊かたまり肉にくを回転させながら焼き、それを削そぎ落として食べる中東の肉料理。

　なぜここでそのセレクションなのか。

　愕がく然ぜんとしながら、このははゆっくりと首を回した。白しら穂ほは無表情で、フィアはぽかんと口を開けている。だが一同は全く同じタイミングで表情を引ひき締しめた。これからすべきことを理解したのだ。

　そしてこのはは、真剣な顔のまま無言で二人ふたりと頷うなずき合って──

「ええと、あの……もう動いてもいいかな……？　い、いえまだだったら全然いいんです許してください助けてー！」

　哀れな店主の声を耳から追い出しつつ、そろそろと逃亡の準備を始めた。




「へー、パンに挟んであるのか。美う味まそうだな」

「あ、あそこのベンチに座って食べよー」

　日にち曜ようということで人は多い。ちゃんと座れるような場所はほとんど埋まっていたのだが、幸運にも一つだけ空あいていたベンチに座ることができた。えへへー、と嬉うれしそうなサヴェレンティと無意味にこそばゆく笑い合ってから、ケバブサンドをぱくつき始める。

「むぐむぐ……あ、おいしー！」

「おお、こりゃいい。塩加減がばっちりだ」

　一口齧かじっただけで、素朴な肉の味がじんわりと口の中に広がってきた。技巧を凝こらさなくとも美味いものは美味い、ということか……単純だが大事な真理だ。ただの料理テクニック自慢にならないよう心に刻んでおこう。

「そういやお前ら、あの家で二人暮らしなんだろ？　メシとかどうしてるんだ？」

「うーんとねー。半分は店てん屋や物もので、半分は二人ふたりで作ってる、って感じかな。ボクも白しら穂ほもあんまりやったことないから、お料理の本見ながら手探りなんだけどね。でも二人で作ると楽しいよ！　味はともかく！」

「そ、そっか……まあ楽しいなら何よりだ。とにかく火には気をつけろよ。お前は、えーっと──なんつーか、アレだからな」

「むー。どうせボクは慌あわてんぼですー。白穂もね、『危ないから』とか言って刃物と火はあんまり使わせてくれないの」

　ぷうと冗じよう談だんめかして頰ほおを膨ふくらませていたサヴェレンティだったが、すぐに笑顔えがおに戻って、

「あ、そうだ！　春はる亮あきくん、料理上じよう手ずだったよね？　よかったら今度教えてよ！」

「そりゃいいけど。お前はともかく、あいつが素直すなおに聞くとは思えないんだが……」

　短たん冊ざく切ぎり？　う、うるさいわね！　なら貴方あなたの指で練習させてもらうわ、人間！　とか普通にありそうだ。いろいろ覚悟しておこう。

　ひっそりと苦笑しつつ、手元のケバブサンドにまたかぶりつこうとしたとき──

　右手に軽い衝しよう撃げきが走り、持っていたサンドが宙を舞まう。

「あれ？」

「ふう、ごちそうさまー……って、春亮くん!?」

　視界に映ったのは、ケバブを零こぼしながら弾はじけ飛ぶパンと──

　それに直撃した反動で空中を跳はねる、一つの小石。

　何が起こったのかわからなかった。サヴェレンティが超反応で動き出すのがさらに見える。

　ていや、と彼女は丁度自分のぶんを食べ終えて空あいた右手でパンを摑つかんだ。それだけでは終わらない。左手も伸ばして、ばらけて飛んでいたケバブの肉片を指先でキャッチ──

「たー！　やったよ、確かく保ほ！　我われながらナイス反射神経な気がする！」

「おう!?　そんな素手で肉摑むほど頑がん張ばらなくていいのに！」

「だって、食べ物は粗末にしちゃ駄だ目めなんだよお。勝手に身体からだが動いちゃった」

「それは立派な心がけだけどさ。ったく、誰だれだよ。どっかの子供が石でも投げて遊んでたのか？　危ないな」

　小石が飛んできた方向を見やるが、そこには犯人と思おぼしき人間の姿はない。逃げてしまったのだろうか……親が一いつ緒しよなら厳きびしく叱しかってほしいところだ。

「身体に当たったりしなくてよかったねぇ。とにかく、これ」

　サヴェレンティがキャッチしたパンを渡してくれる。それはありがたく受け取ったが、

「あと、こっちのお肉も……載せ直すのもアレだよね。じゃあ、はい、あーん」

「……!?」

　にこにこ、とサヴェレンティが満面の笑顔えがおで春亮の顔に手を近付けてくる。それはまさか……伝説のアレをしろとおっしゃるのですか、サヴェレンティさん。恥ずかしすぎるアレを。

「ええと。載せ直してくれても、俺おれは全然構わないのデスが……」

「えー？　それはなんか気分的に嫌いやじゃない？　いいじゃん。ボクね、これ好きなの。白しら穂ほにもしょっちゅうやってあげるんだよ」

　だから俺は白穂ではなくてですね、と反はん論ろんしかけたとき、ふと彼女は悲しそうに眉まゆを寄せた。

「……ダメ？　ボクが指で摘つまんだからもう汚い、とかなのかな。だったら別にいいんだけど……」

「い、いや。そういうわけじゃ全然ないんだが」

　そんなことを言われてしまってはますます断りにくくなるではないか。

　しばらく視し線せんを彷徨さまよわせるが、逃げ道はなかった。ままよ、と自や棄けになって口を開ける。

「よ、よし来い。もうさっさと終わらせてくれ」

「いいの？　じゃあ、あーん」

　サヴェレンティはにこりと笑って、ある意味メイドらしいそのご奉仕をいともあっさり実行に移した。温かくも柔らかい指が、僅わずかに口の中に入ってくる。

　それは正直、冷めかけたケバブの肉などよりもよほど存在感のある温度だった。




「ゆっ……許せないわ……！」

　べきべきべき、と隠れている茂みの枝をへし折りつつ、白穂が鬼の形ぎよう相そうで呻うめく。フィアもまったくの同感だった。

「ハレンチ小僧め。初しよっ端ぱなからやってくれおるではないか……フフフフ！」

「あーん、なんて……あーん、なんて！　くっ、羨うらやましい！」

　二人ふたりとは多少違う方向性で怒りの呟つぶやきを発していたこのはだったが、ふと我われに返った様よう子すで、

「ところであの石、フィアさんが投げたわけじゃないですよね？」

「いや、私ではないぞ……まあ、あのハレンチが続けばそのうち私が投げていたところだった！　どこの子供か知らんが、手間が省はぶけた！」

「……」

　そのとき、白穂は奇妙に真剣な顔で目を細め、石が飛んできた方向を睨にらんでいた。だがフィアの視線に気付くと、なんでもない様子で顔を戻してくる。ちらりと春はる亮あき達に目を向け、

「公園を出るようね」

「よし、追うぞ。次こそはなんとしてもハレンチを阻そ止しするのだ！」

　また尾行を開始しようとする──が、そこでこのはが真剣な声で言った。

「待ってください！　その前にやるべきことがあります！」

「な、なんだ？」

　このはは茂みから飛び出し、春亮達が向かっているのとは逆方向に、獲え物ものを狙ねらう猟りよう犬けんのような速度で疾しつ駆くした。殺気を感じる。敵でもいるのか、とフィアも慌あわてて立ち上がりつつ、そっとポケットの中の立方玩がん具ぐに手を添えた。

　そして目標と対たい峙じしたこのはは、ぎらりと眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを光らせ──

「一つ、いや二つ！　できれば肉多めで！」

　あのドネルケバブの屋台に対して、肉好きとしての本能を叩たたきつけていた。
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　春はる亮あき達は次に駅前の大型デパートに向かった。そのテナントの一つ、お洒落しやれな洋服店で二人ふたりは品定めをしている。フィア達は例によって物陰から監かん視し中ちゆうだ。そこには春亮達の声も小さく届いてくる。

「どれどれ……うおっ、高たけぇ！　やっぱり女物って高いなぁ。買えるのか？」

「うーん、今日きようは試しに着てみたりするだけかな。でも、お給料入ったら買うかもー」

「そっか、給料貰もらってるんだったな……あ、ちょっとトイレ行ってくるよ。まだこの店にいるだろ？」

「うん。たぶん試着してると思うから、適当に声かけてねー」

　春亮が店を出て行き、フィア達は再び顔を突き合わせての作戦会かい議ぎに入る。

「間違いない。ここでまたハレンチな事態が起きそうだぞ」

「……さっきのアイス屋さんのときもそんなこと言ってた気がしますが」

「黙だまれ肉女。貴様はあの屋台の肉にく塊かいを買い占めて悦えつに入いっていればよいのだ。吞のん気きに一人ひとりだけ腹ごしらえとは、状況がわかっておるのか？」

「うっ……し、仕方ないじゃないですか、美お味いしそうだったんですから……」

　もごもごと恥ずかしそうに呟つぶやくこのは。白しら穂ほが肩を竦すくめて嘆たん息そくし、

「それはともかく、何が起こるというの？　まあ、だいたい予想はつくけどね……あの子、週に三回くらいは着替えるときにスカートを穿はき損そこねて転ぶわ」

「それは有力な情報だ。さらに可能性が高まったな……試着とはあのカーテンが引かれたところでやるのだろ？　キケンすぎるぞ。『ホックが止まらないよぅ』とか言って春亮を中に引ひき摺ずり込んだり、あるいは白穂が言ったように着替えの途中でコケて、下着姿で外に飛び出したり。もしそこに春亮がいたりすれば……」

「最悪だわ。死刑でも足りない、輪りん廻ねを停止させるくらいの刑罰が必要ね……！」

「ど、どうしましょう？」

　フィアは改めて店内を観かん察さつした。サヴェレンティは壁かべ際ぎわの棚であれこれと服を見比べている。店の奥の試着室は三つあり、今は全すべてのカーテンが開いていた。つまり誰だれも利用していない。フィアはにやりと笑った。

「サヴェレンティには悪いが……試着は諦あきらめてもらうしかなさそうだな」

　スペースは三つ、こちらも三人。

　丁度いい数ではないか。




「あれ？　埋まっちゃってるや」

　さっきまで全部開いてた気がしたんだけどおかしいなあ、とサヴェレンティは試着室の前で首を傾かしげる。

「んー……もうちょっと見て回ってこようかな？　そうそう、男女兼用で使える帽子とか探そうと思ってたんだよねー」

　そして彼女はくるりと試着室に背を向け、楽しそうに鼻歌など歌いながらまた店内の散策に戻っていく。

　当然、中に誰だれが入っていたのかなどは気にもしなかった。




　トイレを済ませ、春はる亮あきは店に帰る。軽く店内を見回してみても、サヴェレンティの姿は見当たらなかった。やはり試着しているのだろうか。

　試着室は三つ全すべてが埋まっていた……恥ずかしいが、呼びかけてみるしかないだろう。まずは一番左のスペースに向けて、

「サヴェレンティ？」

「お、おほん……人違いデス。他ほかを当たれ……いや、当たってクダサイ」

　風か邪ぜでも引いているのか、掠かすれた声で返事がある。何やらその声に凄すさまじい引っ掛かりと違和感を覚えたが──まあいい、とにかく次だ。今度は中央のスペースに、

「すみませーん」

「え、ええっと。オホホ、使用中ですの。ご、ごめんあそばせっ……」

　物もの凄すごい裏声だった。同じような違和感に、春亮は首を傾かしげる。だがとりあえずサヴェレンティでないことだけは確かく認にんできたので、最後に右の試着室に目を向けた。二つが外はずれだったんだから、きっとここだ。

　そして、そのカーテンに軽く声をかけようとしたところで──思いがけぬ事態が起こる。

「うわわっ？」

　どん、と誰かに強く背中を押されたのだ。

　それはあまりに予想外。為なす術すべもなく、春亮の身体からだは前方へ──試着室のカーテンに向けて倒れていく。

（ち、ちょっとぉぉぉぉっ!?）

　無理に踏ん張ろうとしたのが悪かったのか、摑つかんだカーテンがべきべきとレールから外れた。その外れたカーテンを挟み、春亮は中にいた誰だれかを押し倒すようにしながら試着室の中に倒れ込んでしまう。予想とは違い、それはサヴェレンティではなかった。

「きゃあっ!?」

「わわっ……す、すいませんすいません！」

　顔から血の気が引く。今の悲鳴にも何か記き憶おくをくすぐる違和感があったが、そんなことを気にしている場合ではない。カーテンを覆おおい被かぶせるような状況になっているため、相手の姿は見えないが──だからどうしたという話だ。

「ごめんなさい、わざとじゃないんです！」

「こ、この変態っ！　変態！　変態！　変態！」

「だからすぐ退どきますから……って、ぐわ!?　あ、暴あばれないでほしいんですがーっ！」

　急いで立ち上がろうとしているのに、カーテンの下にいる相手が無む茶ちや苦く茶ちやに暴れているせいで余計に脱出困こん難なんになっている。なんとか上半身を起こすのには成功したが、瞬しゆん間かん、

「死に──なさい！」

「ぐはあ!?」

　カーテンの下から手加減のないビンタが飛んできて、春はる亮あきの頰ほおを直ちよく撃げきする。

　あまりの衝しよう撃げきに、立ち上がろうとしていた春亮は試着室の外に弾はじき出された。その背中を受け止めたのはすぐ外に立っていたマネキンで、

「げ。やべ……」

　バランスを崩し、ぐらりと倒れていく。まずいことに、その先には棚の前でしゃがみ込んでいる客の背中があった。彼女は丁度そこで品定めを終えて立ち上がり──

「うん、これかなっ。よっし、じゃあそろそろ試着を……きゃわわー!?」

　びたーん！　と背後からマネキンに押し倒された。勿もち論ろんそれはサヴェレンティで、

「ひええ!?　誰だれ、誰!?　いきなり求愛行動ですかーっ!?　あの、お気持ちは嬉うれしいのですがボクには心に決めた人がおりまして、だからその、ごめんなさーい！　助けてー！」

　相手がマネキンだということも気付かずに、押し倒された姿勢のままで彼女はじたばた暴あばれていた。恥ずかしいのか、ぎゅっと目を閉じている。暴れたせいでスカートは太ふと股ももまで捲めくれ上がっている。何かの拍子にマネキンの手が身体からだに触れれば、「んっ。だめだよぉ、やめて……」などという悩ましい吐と息いきを漏らす。

（うわー……すげぇ助けにくい）

　茫ぼう然ぜんとそれを眺めていた春亮は、ふと背後の試着室から人がいなくなっていることに気付いた。ビンタしてきた彼女は勿論、他ほかの二人ふたりもだ。

「ちゃんと謝あやまろうと思ってたのにな……つーか、誰だよ押したの」

　わざと試着スペースに突き飛ばしたとは思わないが、身体が当たってしまったのなら一言ぐらいあってもいいではないか。まったく。

　大きく嘆たん息そくしてから、とりあえず春亮はサヴェレンティを助けるべく歩き始めた。試着室の女の人に謝れなかったのを残念がる必要は、とりあえず今はないだろう。

　なぜなら、これから嫌いやになるほどお店の人に謝あやまらなくてはならないからだ。




「ちぃ、春はる亮あきのハレンチ技能を私はまだまだ見誤っていたようだな……！　まさか中にサヴェレンティがおらんのに突入してこようとは！」

「一歩間違えれば犯罪行為ですよ！　これは家に帰ってからじっくりおしおきしてあげなければいけませんね……！」

「一番の被害者は私なんだけど。本当に着替え途中だったらと思うとぞっとするわ……！」

　騒さわぎに乗じて店を脱出し、フィア達は額ひたいの汗を拭ぬぐいつつ再び監かん視しの態勢に戻っていた。

　春亮達は店の従業員にひたすら平謝りして、今ようやく許してもらったところだ。奇跡的にも被害はカーテンが外はずれたのとマネキンが倒れただけだからよかったが、品物に傷がついていればさすがに簡かん単たんには許してもらえなかっただろう。それでも何やら予想外に騒ぎが大きくなってしまったような気がするが……自分達に責はない、はずだ。多た分ぶん。

　店を出て、春亮達が頭を搔かきつつ歩き出す。

「……なんというか、さすがに騒ぎを起こしすぎたような気がします。今までの私達には少し落ち着きが足りなかったかもしれませんね──しばらく様よう子すを見ることにしませんか？　ふしだらイベントを阻そ止ししたいのはぐっと堪こらえて」

「む……まあ、少しならそれもいいかもしれんな。信じるというのも大事だ。サヴェレンティも、いつもいつもハレンチな失敗をしでかすというわけでもなかろう」

「普通、信じるのは最初にすべきことなんじゃないかしら……？　まぁいいけど」

　そんな感じで、今までよりは少しだけ様子見の姿勢を強めて尾び行こうを再開。

　春亮達は依然としてフィア達には気付かず、思いつくままにデパートの中をうろつき回っているようだった。家電製品売り場で「ううむ……こんな機き能のうあったら楽だろうなあ。すげえ欲しいぞ」と新型の洗せん濯たく機きを春亮が眺めれば、サヴェレンティは男子高校生らしかぬその発言にくすくす笑う。他ほかにもＣＤ屋を冷やかしたり、パーティーグッズ売り場でお揃そろいのチョビヒゲをつけてみたり。

　一番の懸けん案あん事項たるサヴェレンティの失敗も起こらず、ただ二人ふたりの買い物風景を見つめるだけの時間。それは好ましいことであるはずなのに、なぜか物悲しいような、彼らとは違う世界に一人ひとり取り残されているような、そんな気分になった。

「なんだ……やればできるではないか……」

　フィアは居い心地ごこちの悪さを嚙かみ潰つぶすように呟つぶやく。事態が急変したのはそのときだった。

　春亮達が襲おそわれたのだ。




「おっ！　テメェだな、ウチの組をコケにしやがったのはァ!?　ああコラァ!?」

「は？」

　突然の声に春はる亮あきが振り向くと、そこには見るからにチンピラ然とした男が数人立っていた。あまりの剣けん幕まくに軽く仰のけ反ぞりつつ、

「え、えーと、すみません。誰だれかと勘かん違ちがいしてらっしゃるのでは……？」

「トボケやがって……誰が間違えるか！　ずいぶんフザケたこと言ってくれたそうじゃねえか、ああ？　舐なめられたままじゃ黙だまってられねンだよ、とりあえず来いや！」

「いや、ちょっ……！」

　問答無用で、男の一人ひとりに腕を摑つかまれた。どこに連れていくつもりなのかはわからないが、何にせよあまり楽しい場所ではないだろう。反射的に踏ん張ってしまい、それにチンピラがチッと舌を鳴らしたとき、

「ちょーっとー！　人違いって言ってるでしょ、乱らん暴ぼうはダメー！」

　サヴェレンティが両手でどんと男の胸を押した。それは本人としては《軽く押おし退のけた》という感じだったのだろうが──なんというか、彼女はただの人間ではなかった。男はそれだけで数メートル吹っ飛ばされ、ごろごろと床ゆかを転がる。

「あ」

「っ……こ、このガキ……！」

「や、やべえ！　何か知らんが逃げるぞ！」

　サヴェレンティの手を引いて走り出す。当然、男達は血相を変えて追ってきた。中には携けい帯たい電話で仲間を呼んでいるものもいる──

「な、何かしたっけ俺おれ達？」

「今の、どん、以外はしてないと思うけどー!?」

　デパートを激げき走そうする。上に逃げても追い詰められるだけなので、下へ下へと。そろそろ出ようかと話していたところだったのだが、まさかこんな全力疾しつ走そうで出口を目指すことになるとは思ってもみなかった。階段を駆かけ下り、待ち伏せに気付いてエスカレーターを駆け下り、また階段を目指してフロアを横断し、

「よし、もう少し……！」

「待てやコラ！」

「ひゃあ、あっちからも来たよーっ!?」

　一階へと続く階段はもう見えている。だが横手からチンピラの一団が殺気立った目で現れた。奴やつらが来るよりも早く階段を降りることができるか──？　ギリギリの距きよ離りだ！

　しかしそのとき、チンピラ達の足元に何かが倒れ込んできた。横手の店の軒のき先さきに飾られてあった、白髪白スーツの老紳士像だ。それに男達は足を取られて倒れてしまう。

「ありがとう、ケンタッキー州のおじさん……！」

　まるで誰かが意図的に横から蹴け飛とばしたかのようなタイミングだったが、今はそれを不ふ思し議ぎに思っている暇ひまもない。階段を駆け下り、自動ドアが開くのももどかしく外に飛び出す。

　自由を手に入れたと思ったのも束つかの間ま、すぐに背後から騒さわがしい足音が聞こえてくる。諦あきらめの悪いヤクザ屋さんだ。その情じよう熱ねつはもっと世の中に役立つことに向けてもらいたい。

「春はる亮あきくん、こっち！　隠れてやりすごそう！」

「お、おう！」

　サヴェレンティが示したのは、建物と建物の間にある数十センチほどの狭い隙すき間まだった。ずりずりと服を擦こすらせて奥に入っていくが、

「ぐあ、狭すぎる！　やっぱ別のとこに──」

「今いま更さら戻れないよー！　つ、詰めて詰めて！」

「無理、もう無理！」

　なんとか入ったが、キツキツだ。時間差で入ればよかったんじゃないかという考えがふと頭に浮かんだものの、今更手遅れにすぎる。ともあれ、

「チクショウ、どっち行きやがった!?」

「分かれて追うぞ！　お前らはそっちだ！」

「わかりやした！」

　男達の姿がちらりと見えたが、幸運にもこの隙間を覗のぞき込むようなことはなかった。ばたばたと足音が遠ざかっていく。

「ふう……何だったんだ……？」

「わかんないけど──しばらくしたら諦めるよ。もうちょっと我慢だね」

　おう、と軽く答えようとしたところで、春亮は今の状況に気付いた。

　密着。

　単純に言うとすればその二文字以外考えられない。狭い隙間に同時に入ってしまったのだから当然だが、お互いの身体からだはこれ以上ないほどぎゅうぎゅうにくっついてしまっていた。

　至近距きよ離りにある顔。下半身は四本の足が互い違いになった状態で挟まっていて、身じろぎしただけでスカートの中にある太ふと股ももの感触が伝わってくる。上半身の状況はさらに悪い。二人ふたりの身体の間で、サヴェレンティの持つ体たい積せきが柔らかくも温かな弾力を持って潰つぶれており──

　ちら、とサヴェレンティがはにかんだ笑顔えがおで春亮を見上げた。

「その……ご、ごめんね？　邪じや魔ま、だよね。もうちょっと小さいほうがよかったね……」

「い、いや。そんなことは──な、い、というか、なんというか。大きくても小さくてもそれは個性で、少なくとも俺おれはそこだけでどうこうとかはなくて……ちょっと待て、自分でも何言ってるのかわかんなくなってきた。ええっと」

　しどろもどろになっていると、サヴェレンティが軽く喉のどを震ふるわせた。

「あはは。好き嫌いじゃなくて、体積の問題についての話だったんだけど。いや、でもそっか、一個大事な情報聞いちゃったなー。うん、それは公平でとってもいい感じだねっ」

「公平？」

「あ、今のなし今のなし。気にしないで。えーと、だから小さいほうがスペース取れて楽だよねって話」

「まあ、そうだけど。それが一体……って」

　そこで思い出した。サヴェレンティはフィア達と同じく、普通の人間とはちょっと違っていて。だから──胸の大きさを変えられるのだ。

「楽だったらそうしよっかなー、って思ってるんだけど。でもね、一つ問題があるの」

「問題って？」

「えっと……増やすのはわりかし楽なんだけど、減らすのはそれに比べてちょっと難むずかしいっていうか。その、エイッと念じればすぐそうなる、っていうわけでもなくてね？」

　ちら、とまた頰ほおを赤くしたサヴェレンティと視し線せんが合う。そして、

「……物理的に刺し激げきしなくちゃ、ダメなの。で、今ボクは腕もあんまり動かせないから、代わりに春はる亮あきくんに揉もんでもら──」

「却下ーっ！」

　なんということを言い出すのだこの子は。

「お、俺おれは大丈夫だからさ！　今のままでも全然苦しくないし問題はないな間違いなく！　さあ、ユカイな世間話でもしつつほとぼりが冷めるのを待とうぜ！」

「ホントに大丈夫？　だったらいいけど……」

　とりあえずそれで彼女も納得してくれたらしい。むにむにぷにぷにという擬ぎ音おんに満ちた状況は変わらないものの、それは努めて考えないようにしてひたすら時が過ぎるのを待つ。そのうちに、チラチラと通りに見えていた男達の気配けはいも感じられなくなった。

「やれやれ。そろそろ出ても大丈夫かな」

「うん。じゃあ、最後に本命のお買い物に行きたいんだけど、いい？　街中じゃないから、もうあの人達に見つかったりはしないと思うよ」

「どこ行くんだ？」

「えへへ……実はね、神社」

「変なとこが本命だな。まあいいけど」

　と、隙すき間まから出ることにする。背中を滑すべらせようとしたが、壁かべに擦こすれて猛烈に痛い。足を抜いて動こうとすると、なぜか「あんっ……」と悩ましい声が耳元であがる。手を動かしてもどこにも届かない。

「悪い、お前から出てくれない？」

「よ、いっしょおっ……む、無理だよ？　ボク、動けない」

「……俺も動けないんだが」

　大問題だった。

　出れない。

　しばらく、無言で見つめ合って。

「やっぱり、その……揉もむ？」

「却下だーっ！」
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　フィアは二つの問題について考えていた。一つは、隙すき間まから出ようと四苦八苦している二人ふたりの密着っぷり。春はる亮あきの腕を摑つかんで強引に引っこ抜きたい衝しよう動どうに駆かられる。どこかがゴリゴリ削れてしまうかもしれないが、オシオキには丁度いいだろう。しかしそれはとりあえず我慢だ。

　そしてもう一つの問題は──

「いくらなんでもおかしい。確たしかに、奴やつらはあのガラの悪い男達に狙ねらわれるようなことは何もしておらん。だが勘かん違ちがいにしては相手の動きが本気すぎた……春亮達が本当にあいつらのメンツを潰つぶすようなことを言ったかやったかしたのだと、確信しているようではないか」

　薬局のカエルの後ろに隠れた状態でフィアが呟つぶやくと、このはも頷うなずいた。

「そうですね……よくよく考えれば、公園のときの小石も偶ぐう然ぜんにしてはできすぎているような気が。試着室に突入したのも、ひょっとしたら春亮くんの意志じゃない何かがあったのかも」

「ふむ。まるで、春亮が狙われているような話だな。ところで……石が投げられたとき、少しばかり様よう子すのおかしかった人間がいる気がするぞ。何か心当たりがあるような気配けはいだったのは、私の気のせいなのだろうかなぁ、シラホよ？」

　じろりと視し線せんを向ける。白しら穂ほはしばらく無表情を保っていたが、やがて小さく視線を動かし──なんとか隙間から脱出した春亮達の姿を見て、ようやく降参したかのように嘆たん息そくした。

「どうやら、嫌いやな予感が当たっていたようね」

「どういうことです？」

「テスト期間が始まるちょっと前からかしら。おかしな視線を感じるようになっていたのよ。登校するときとか、買い物に行っているときとか……私一人ひとりじゃなくて、サヴェレンティと一いつ緒しよに行動しているときばかり。気のせいかとも思ったんだけど、こんなことが起こってるのなら間違いはなさそうだわ」

　目を閉じて、ふぅ、と再度の吐と息いき。

　次に瞼まぶたが持ち上がったとき、白穂の顔にはいつもの冷れい徹てつな敵意だけがあった。

「有あり体ていに言えば、ストーカー……でしょうね。私じゃなくて、サヴェレンティに」




　繁はん華か街がいから少し外はずれたところにある、小高い山の上の神社。そこは今までの街の喧けん騒そうとは正反対な、落ち着いた静せい寂じやくで満たされている。

「お参りでもするのか？」

「んふふー。ちょっと違うかなー」

　年季の入った鳥居を潜くぐり、人ひと気けが全くない神社に足を踏み入れる。周囲を見回すサヴェレンティの後を追いながら、春はる亮あきは境けい内だいを歩いた。足元で鳴る玉たま砂利じやりの音がどこか心地ここち好よい。

　サヴェレンティの足音が、じゃり。春亮の足音が、じゃり。

　そして、それらに一拍遅れて──背後の誰かの足音が、じゃり。

「っ!?」

　振り向く。そこには肩掛け鞄かばんを提さげた一人ひとりの男が立っていた。これと言って特徴のある顔立ちではない。しかしどこかで見覚えがあるような──ないような──

（あ。昨日きのう、理事長室に来てた人……？）

　思い出した。一いつ瞬しゆんだけ擦すれ違った上級生。たいした用事でもないのに最近頻ひん繁ぱんに来るようになった、と漸音ぜのんがぼやいていた生徒。

「あれ？　キミは、えっと」

「どうして……」

　サヴェレンティがこくんと首を傾かしげて言うと、彼はその言葉を遮さえぎるように口を開いた。怒りに満ちた目を、ぎらぎらと春亮に向けながら。

「どうしてこんな奴とデートなんかするんだ！　僕はこんなに君のことを見ているのに！」

「……へ？」

　サヴェレンティはさらに首の角度を深くするだけだったが、春亮にはなんとなくわかった。

今のわかりやすすぎる発言でわかった。この人は、なんか、ヤバい。

「いつも見ていたのに。買い物するときも、学校に来るときも、見ていたのに……君に会いたいから、理事長室に通ってたのに！」

「み、見てたって、何で？」

「勿もち論ろん、好きだからさ！　好きなんだ……」

　彼はどこか恍こう惚こつとした表情で笑う。力強く言った。

「……メイド服を着ている君が！」

　うん、どうやら別の意味でもヤバそうだ。と、また春亮はそのわかりやすい発言で理解する。怖がるよりは、何か生温かい目で見てあげるほうが正しい気がしてきた。

「なのに、そんな男と、そんな男と……許せない！　君は間違っているし、その男には罰を与えてやらなくちゃ駄だ目めなんだ！」

「罰……？　ま、まさか今までのはキミがっ？」

「そうだよ。そんな奴やつ、石で頭を割ってしまえばいいんだ。試着室に入る痴ち漢かんとして警けい察さつに連れていかれてしまえばいいんだ。ヤクザに拉ら致ちされてしまえばいいんだ……はは、そこらを歩いてたヤクザに、思いつく限りの悪口で『あの人が組のこと馬ば鹿かにしてましたよ』ってタレ込んでやったんだ。頭脳プレイだろ？」

　いやー、そんなに自慢するほどのことでもないんじゃないかなあ。と春はる亮あきは思ったが、口には出さなかった。じりじりと近付いてくる彼がやっぱりちょっと怖かったので。

「でも、もう駄だ目めだ。君をあんな、あんな狭いところに連れ込んで淫みだらなことをするなんて……そこを退どいてくれ、僕はこの手でその男に正義の鉄てつ鎚ついを下してやる！」

「だ、駄目だよ、止やめて！　止めないんなら、悪いけどボクが相手になるよ！」

「さ、サヴェレンティ……」

「いいから、春亮くん。刃物でも持ってたら大変だよ！」

　サヴェレンティが前に進み出て、軽く拳こぶしを固めて身構える。彼女は普通の身体からだではない。さらに言えば、男もサヴェレンティのことが好きなら本気で危害を加えようとはしないはずだ──彼女が負ける要素は何一つなかった。女の子に守られるのは情けないが、彼女に任せておいたほうがいいだろうか。

　そんなことを考えていたときだった。男はにやりと笑って、

「じゃあ仕方ない──これを見ろ！」

　鞄かばんから何かを取り出す。そして身体の前で盾たてのように掲かかげたそれに、きちきちと刃を伸ばしながらカッターナイフを突きつけた。人質だ。彼はそれを人質にしているのだ。そう──

　ヒラヒラと風にはためく、メイド服を。

「……」「……」

　ポカーン。

　しばらく茫ぼう然ぜんとしていると、サヴェレンティがかくかくと首を回して、

「えっと……殴ってくるね？」

「いってらっしゃい」

　春亮は即答した。が、

「おっと、待つんだ！　これは君の仕事着、即すなわち生き様だ！　君は自らの存在意義を傷つけられてもいいのか!?　僕は君のことを、この世の誰だれよりもメイド服が似合うメイド・オブ・メイドだと思ってる……そんな、存在の全すべてがメイドという概がい念ねんのために在ある君が、この服を無む碍げにするわけがない！　君のメイドへの愛はその程度のものだったのか!?」

「あ、ああっ！　愛……！　そう、ボクは、ボクは、メイドさんって仕事に誇りを持ってる……その愛を、確たしかめられてるって、こと……？」

「そうだとも！　さあ、それでもまだ僕を殴るつもりかい？」

「くっ……駄目！　ボクには、できない！」

「あのー。もしもーし？」

　おバカなやりとりに脱力しながら言ってみたが、当然のように無視された。どうしろと。

　メイド服を人質に、じりじり近付いてくる男。

　身構えたまま、歯は嚙がみしてそれを見つめるサヴェレンティ。

　緊きん迫ぱく感かんがあるようで実は全くないその対たい峙じが数十秒続き、そして──

　そして春はる亮あきは唐とう突とつに、その対峙が終わりを迎えたことを悟る。

　サヴェレンティ達の動きに変化はなかったが。

　男の背後の茂みから、見覚えのあるドリルがにょっきり突き出てくるのが見えたからだ。




　……そんなわけで数秒後。

　哀れなストーカー男は地面に倒れ伏し、無言でピクピク震ふるえるだけになっていた。

　螺ら旋せん槍そうを突くまでもなく適当に薙ないで男の脇わき腹ばらを打うち据すえたフィアも、合気道的な何かで男を軽く投げ飛ばしたこのはも、もはや攻こう撃げきの手を止めている。なんとも言えない表情でその光景を眺めている。なおも攻撃を続けているのは、ただ一人ひとり──白しら穂ほだけだった。

「このっ、このっ……どういう、つもり、なのかしら？　あの子に手を出して、ただで済むとは思ってないでしょうね、この、人間以下の、ゴミ虫……！」

　腕組みをしたまま、ひたすらその男の尻しりをグイグイと踏みまくっている。なぜか表情は怒りを通り越した冷たい薄うす笑わらいで、余計に恐ろしいことこの上なかった。

「なんとか、言いなさいよ……ほら、聞いてるの？　まだ踏むのが足りないのかしら？　もっと強くしたほうがいいの？　もっと虫らしく無様に潰つぶれたいの？　もっと無む茶ちや苦く茶ちやにされて腐った生ゴミと存在的に見分けがつかなくなりたいの？　仕方ないわね、ほら、ほら、ふふ、うふふ……！」

「あ、あの、白穂さーん……？」

「もう、その辺にしておいたほうが……いいのでは、ないか……？」

　このはとフィアが言うと、白穂は緩かん慢まんに顔を上げた。薄笑いにロックオンされてビクリと肩を震ふるわせるフィアに、

「ねえ。それ、貸して」

「こ、この穿せん孔こう機きか？　い、いや、ダメだ。何か恐ろしいことになりそうな気がする……！」

　フィアが螺旋槍を慌あわてて身体からだの後ろに隠す。白穂はそこでようやく薄笑いを消し、つまらなさそうに鼻を鳴らした。

「……ふん。じゃあいいわ」

　それから白穂は、何かを探すようにその視し線せんを周囲に彷徨さまよわせる。腕組みをして、片足を男の尻しりに乗せたまま。そして何かを見つけると、独り言のようにぽつりと、

「……あの狛こま犬いぬって……台座から外はずれるのかしら……」

　外してどうするつもりだ。

　春亮達は心底怖おそれ慄おののき、全力で白穂を説得し始めた。




「で、なんでここにいるの、白穂？　補習は？」

「え。それは……その……」

「俺おれもフィアに同じことを聞きたい。ていうかこのはも今日きようはバイトだって言ってたよな？」

　ジト目で春はる亮あきが言うと、うっ、と呻うめいて二人ふたりは同時に視し線せんを逸そらす。後ろめたいこと、あります！　と全身で語っていた。

「そ──その話はまあいいじゃない。とにかくごめんね、サヴェレンティ。こんな奴やつがいるなんて、もっと早くに気付いておくべきだったわ」

　白しら穂ほがあからさまに話を逸らす。サヴェレンティはぷるぷると首を横に振った。

「ううん、ボクも気付けなかったから。白穂が謝あやまることじゃないよ」

「はぁ……最初からわかってたら買い物になんて行かせなかったわ。まあ、嫌いやな予感があったから、一応の保険としてこの人間をつけてみたんだけど」

　春亮は理事長室でのことを思い出した。そう言えば最初から、白穂は何か気になることがあったようだった。言葉通りに騎き士しの役割を求められていたということなのか……結果的には、ストーカーを引っ張り出す誘ゆう蛾が灯とうみたいなものにしかなれなかったが。

「それで、貴女あなたこそどうして神社なんかに？　何か買いたいものがあったはずよね？」

「あっ、そうだった！　ちょっと待ってて！」

　ばたばたとサヴェレンティが駆かけ出す。行く先は本殿ではなく、横にある売店風の場所だ。「すみませーん！」と大声を出して奥から神社の人を呼び、何かを買って戻ってくる──

「はい、これ。白穂にプレゼント」

「これって……」

　白穂に手渡されたのは、《学業成就》と書かれた御守りだった。驚おどろいたように、白穂は御守りとサヴェレンティの顔を交互に見つめている。

「その……白穂を、応援したかったの。テスト前とかに頑がん張ばって勉強してるの見てて、それでもなかなか上う手まくいかなくて悩んでるみたいだったから……」

「……」

「ごめんね、ボク、こんなことくらいしかできなくて。白穂はさ、今まであんまり学校行ってなかったから、いろいろ慣なれてなくて難むずかしいのかもしれないけど……ボクが、ついてるよ。ね？　応援するから、これから頑張ろ？」

「っ──！」

　瞬しゆん間かん、白穂が無言でサヴェレンティを抱だき締しめた。わ、と驚いたサヴェレンティもすぐに笑顔えがおになって、白穂の身体からだを抱き締め返す。

　それは、とてもとても、温かな。

　恋人達の、抱ほう擁よう。

　春亮はその光景に頰ほおを緩ゆるめつつ、近くにあったフィアの頭をぐりぐりと撫なでた。

「わ、こら、何だ。呪のろうぞ」
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「期末テストのときは、いんちょーさんの他ほかにも呼ばなくちゃならない奴やつが増えたな」

「む……」

「あは、そうですね。人数が多ければ、勉強会も楽しそうです」

　このはが優やさしく微笑ほほえみ、

「ふん。ま、仕方ないな……私の英語力を全教科赤点の猛も者さにも注入してやろう。勿もち論ろん、報ほう酬しゆうとしておせんべくらいは貰もらわねばならんが」

　とフィアが胸を反らして頷うなずく。渋しぶ々しぶといった感じだったが、言葉の端々にはどこかそれを楽しみにしているような響ひびきが隠れているようにも思えた。

「赤点って単語で思い出したぞ。さあフィア、補習についての話を聞こう」

「ぐっ……」

「まさか。まーさーかー、サボったりしたんじゃないよなあ？　それはさすがにダメすぎるだろ。もしそうだったらちょっとは怒らんとなー」

「え、ええと、だな……」

「このはも、一いつ緒しよにいるならなんで止めなかったんだ？　無む理り矢や理りにでも行かせないとこいつのためにならないだろ。それにお前も、なんでバイト休んだんだ。ちゃんとした理由がないのに休んだら、お店の人だって困るぞ」

「い、いえその、こ、これには深い事情がありましてですね……」

　あうあう、と視し線せんを彷徨さまよわせていたフィアとこのはがふと顔を見合わせる。そして頷うなずく。こほん、と同時に咳せき払ばらいをして、

「いや、それよりもだ！　私はお前に追及すべきことがある！」

「そうです！　今日きよう一日の間に自分が何をしてきたか、胸に手を当てて考えてください！」

「なにぃぃっ!?　予想外の逆ギレ!?」

「うるさい黙だまれ呪のろうぞ。いいか、最初の待ち合わせのときからお前はニヤニヤとハレンチ顔で、見ているこちらが恥ずかしくなるくらいでタイホされてもおかしくなく──」

「あーん、しましたね!?　指を舐なめましたね!?　試着スペースに突入して白しら穂ほさんに抱きつきましたね!?　それから二人ふたりで隙すき間まに挟まってギュウギュウっと──」

「いろいろ反はん論ろんしたいが、二対一は卑ひ怯きようだっ！」

　助けを求めて首を回す。抱き合ったままのサヴェレンティ達と目が合った。サヴェレンティは面おも白しろそうに頰ほおを緩ゆるめている。白穂も珍しいことに、くすりと喉のどを鳴らして笑っている。

　それから彼女は、仕方ないわね、という気配けはいで口を開いた。

　ああ、助けてくれるのだ。そうだ、自分は頑がん張ばった。今日は頑張った。だから、その頑張りを認めて、ちゃんと助けてくれる人もいるわけで──

　そんなことを考えながら。

　白穂の穏おだやかな表情を、まるで聖母像の笑えみのように感じながら。

　春はる亮あきは、彼女がひどく優やさしげな声で言うのを聞いた。




「そう言えば、ストーカーより先に潰つぶすべき虫がいたんだったわ。ねえ貴女あなた達、狛こま犬いぬを外はずすのを手伝てつだってくれない？」
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　からんころん。からんからんころん。

「なかなか楽しいな、このゲタというものは。よっ、ほっ、はっ、と」

「おいフィア、そんなに急ぐなよ。こけるぞー」

　銀髪の少女は、神社へ続く石段を跳はねるようにして駆かけ上っていた。その背中に春はる亮あきが声をかけると、いつもと違う髪型の彼女は下げ駄たの軽かろやかな音を止めてばっと振り返る。

「何を言う、お前達が遅いのだ！　おお、上からなんだかいいニオイがしてきておるぞ!?　なんだ、何があるのだ、とにかく売り切れてしまってはかなわん！　ほら早く、急げ！」

　境けい内だいをチラチラ気にしながら、焦あせったように手を振ってこちらを呼ぶ。その動作で、涼しげな色合いをした浴衣ゆかたの袖そでがひらひらと揺れた。

「そう簡かん単たんに売り切れたりしませんよ。もう少し落ち着いてください」

「まあでも、仕方ないんじゃない？　ふぃっちー、こういうの初めてなんじゃろ」

　呆あきれた表情のこのはも、いつも通りに眠たげな目の黒くろ絵えも、フィアと同じく浴衣を着ていた。そしてこのはがどこからか男物の浴衣を発掘してきたせいで、当初はその気のなかった春亮も結局は慣なれない浴衣姿になっている。

「このはの言う通りだ。屋台は逃げねぇよ、のんびり行こうぜ。ただでさえ転びやすいゲタなんだから、走ったりしたら余計危ないぞ」

「なにおう、馬ば鹿かにするな！　こんな程度のもので私が転ぶわけがない、いいから早く──」

　強引に春亮の手を引いて走り出そうとでもしたのか、フィアがぴょんと跳ねるようにして一段を降りる。そのとき、

　──つるり。

「わわ？」

「馬鹿、言わんこっちゃねえ──！」

　反射的にフィアを受けとめようとする。瞬しゆん時じに過あやまちを悟った。似たようなことは何度もあったのに、なぜ学習しないのか自分。

　石段の上から落下してきたフィアの下に潜もぐり込むことには成功した。受け止めるのにもある意味成功した。が──

「ぐあっ！　な、なぜ俺おれの肩にニードロップする形に!?」

「知らん、お前が下におったのではないか！」

「は、春亮くん、危ないですー！」

「うちもお手伝てつだいー。ぐいぐい」

「く、黒絵さん、支えるなら背中を！　そこはわたしのおしりです！」

「知っちょるよ？」

　フィアの重さで仰のけ反ぞった春亮の背中をこのはが必死に支え、さらにそのこのはを黒絵が小さな手で押おし留とどめる──黒絵は支えているのかセクハラしているのか判然としなかったが。

「重い重い！　フィア降りろ、潰つぶれる！」

「な、なにおう、呪のろうぞ!?　私は重くなどない！　ハレンチ小僧め──デリカシーのない発言のオシオキがてら、こうだ！」

　と、フィアは春はる亮あきの肩に乗ったままもぞもぞと身体からだの向きを変える。そして春亮の頭を跨またいで腰を下ろし、肩車の格好になった。

「ふふん、これでよい」

「こら、危ないですよ！　降りなさい！」

「うるさいぞウシチチ。こいつがしっかりしておれば済む話だ」

「うんうん。男の甲か斐い性しようを見せんとね、ハル」

「甲斐性なんてのはよくわからんが……ええい、こんなとこで無理に降ろすのも余計危ない気がするし。仕方ない、とりあえず行くか」

　フィアを肩車したまま、春亮はのろのろと石段を上り始める。

　鼻び腔こうに届くのは独特のソースの匂におい。たこ焼きだろうか、焼きそばだろうか。頭の上では、境けい内だいから聞こえてくるお囃はや子しの太鼓に合わせるように、フィアの小さな手がぽむぽむと春亮の髪を叩たたいていた。興きよう味みと興こう奮ふんを抑おさえきれない心持ちが、そのリズムから伝わってくる。

　春亮にも多少、その興奮は理解できた。

　そう、久しぶりなのは確たしかだったのだ。家族揃そろってお祭りに出かける、なんていうことは。

（最初は別に行く気なんてなかったし。ま、ちょっとはこいつに感かん謝しやすべきなのかもな）

　お祭りに行くと決まったときのことを思い出しながら、春亮は一歩一歩石段を上っていく。

　懐なつかしい喧けん騒そうは──しかしフィアにとっては初体験の喧騒は、もうすぐそこだった。
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　学校から帰ってきた夕方。

　夕食の下ごしらえを済ませた後、まだ本格的に作り始めるには時間が早かったので居間で休きゆう憩けいしていると、帰ってすぐ散歩に出ていたフィアがドタバタと戻ってきた。何かを隠すように両手を後ろに回したまま、

「た、ただいま、だ。ふふふ、なあ春亮……？」

　アヤシゲな笑顔えがおでにじり寄ってくる。春亮は隣となりでお茶を飲んでいたこのはと一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを合わせ、それからにこりと笑った。家の外を指さしつつ、

「──返してこい。前ので懲こりただろ、な？」

「なっ？　ち、違うぞ！」

「犬か。猫か？　わかった。ちょっと捻ひねってフェレットとかだな」

「だから違うと言っておろーがっ！　話を聞け、呪うぞ！　持ってきたのはコレだ！」

　ぷんすかとフィアが突き出してきたのは一枚のビラだった。このはと一いつ緒しよにそれを覗のぞき込む。

「ええと……《五ご穀こく豊ほう穣じよう・秋祭りのお知らせ》……？」

「ああ、そこの神社のか。そういやそんな時期だな……って、もしかして、行きたいのか？」

　こくこく！　とフィアの首が上下する。なにやら凄すさまじく期待に満ちた目で。

「うーん。そっか、お前、こういうの行ったことないんだよなぁ」

「そ、そうだ！　祭りとはとても楽しいものだと聞いておるぞ。なあなあ、いいだろ？」

「日時は……って、今日きようじゃねぇか。いくらなんでも急だろ。もう夕飯の下ごしらえとかしちゃってるし」

「夜食にするとか明日あしたの朝に食うとか、いろいろ手はあるではないか！」

　フィアが言うのももっともだが、正直、ちょっと面めん倒どう臭くさかった。

　このははどうなのかな、と思って首を回す。突発的なフィアのワガママに一番ぶちぶち言うのが彼女なので、今回もあまり乗り気ではないのかも──と思いきや。

「祭り……行けなかったし……浴衣ゆかた……普段ふだんと違うわたしで……ドキドキイベント……！」

　などとぶつぶつ呟つぶやいていた彼女は、突とつ如じよクワッと目を見開き、

「行きましょう、春はる亮あきくん！」

「予想外の反応!?　お前、人の多い場所はあんまり好きじゃないはずだろ？」

「ほほう、ウシチチ！　今回ばかりは正しい選せん択たくをしたと褒ほめてやるぞ！」

　こほん、と咳せき払ばらいしてから、このはは続ける。

「たまにはこんなことがあってもいいのかな、と思いまして。いいですか、別に夏祭りのときからずっと機き会かいを窺うかがってたとか、夏休みはまだ二人ふたりきりだったから逆に言い出しにくくて結局機を逸いつしたとか、そういうわけじゃないのです。全然ないのです」

　よくわからない。が、とりあえず凄まじく乗り気ということだけはわかった。

「でも……あ、ほら、三人で行くのも黒くろ絵えに悪いだろ。あいつの店が終わるの待ってると、今度は祭りが終わる時間に──」

「呼んだ？」

「どこから生はえたっ!?」

　いつのまにかその黒絵がテーブルの横に座っていた。このさんうちにもー、とマイペースにお茶をリクエストしている。

「お前、店は……？」

「ちょっと早めに閉めた。予約のお客さんもおらんかったし、何やら楽しそうなイベントの気配けはいにうちのエンジョイセンサーがビンビン反応したので」

「初めて聞いたぞ、そのセンサー……」

　呻うめくように言いつつ、もう抵抗は無む駄だだと悟った。そもそも、面倒臭いというだけで特に行きたくない理由があったわけではないのだ。

「わーかったよ。なら、みんなで行ってみるか」

　瞬しゆん間かん、フィアが満面の笑えみで立ち上がる。ガッツポーズで拳こぶしを震ふるわせつつ、

「ぬはー！　来た、ついに私もお祭りデビュー！　うう、どんな食い物があるのであろうか。もしや神に捧ささげる神聖なおせんべがあったりなかったり……期待が膨ふくらむな！」

「いや、それは確かく実じつにナイ」

「行くとなれば準備しないとですねー。ふふ、浴衣ゆかた着るの、久しぶりですー」

　そう言いながら部へ屋やに戻ろうとしたこのはに、フィアがはっと目を向ける。

「知っておるぞ、ウシチチ。浴衣とは祭りの正装。お前ばかりそれを着るとは卑ひ怯きようだ、私にもよこせ！」

「はぁ。確たしかに何着か持ってますけどね……無理ですよ。チャレンジしてみたいというなら別に止めませんが」

「なにが無理なのだ！　春はる亮あきとクロエはここで待っておれ。ウシチチのことだ、わざと私に似合わないものを着せかねん。着替えたら戻ってくるから、お前らに判断してもらう」

　二人ふたりが騒さわがしく居間を飛び出す。後はこのはの部屋からどたばたぎゃあぎゃあと声が聞こえるばかりだ。残された春亮と黒くろ絵えは静かに茶を啜すすり、

「似合うとか似合わないとか以前の話のような気がするんだけどな……」

「まあまあ、ハル。とりあえずふぃっちーのファッションショーを楽しもうよ」

　数分あって、のしのしと足音が居間に近付いてきた。そして勢いよく障しよう子じが開かれると、そこにいたのは──

「……」

　何やら無理に心を殺しているような表情の、フィア。

　勿もち論ろん浴衣を着ていた。紫陽花あじさい柄がらの綺き麗れいな布地だったが……胸元はぶかぶかで、ほとんど指先までが袖そでの中に隠れ、ダブっとした裾すそは畳を擦こすっている。そんな浴衣を無理に帯で巻いているせいで、なんというか、一言で言えば──これ以上なくチンチクリンだった。

　春亮と黒絵は無言で首を横に振る。

　すー、とフィアが障子を閉め、このはの部屋に帰っていく。そしてまた数分後、

「……」

　ますます顔を暗くしたフィアが登場。今度は綺麗な水みず色いろの浴衣だった。それ以外は先刻と全く変わらない状態だった。ミス・チンチクリンと名付けたい。

　すー、とまた障子が閉まる。とぼとぼという足音が遠ざかる。

「……頃ころ合あいを見て提案してくれるか。お前も何着か持ってるんだろ」

「うちは最初からそのつもりじゃけど」

「なら最初から言ってやれよ」

　呆あきれの視し線せんを向けると、黒絵はいつものぼんやり眼まなこのままで微妙に頰ほおを緩ゆるめた。

「そしたら、ふぃっちーのレアな姿を撮とるチャンスが一個減っちょった」

　無言のまま、春はる亮あきは二つの音を聞く。

　聞いただけで意気消沈っぷりが伝わる、しかし諦あきらめ悪く再度居間に近付いてくる足音と。

　黒くろ絵えの髪の中から小さく届いてきた、デジカメの作動音。
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　やっと自分の着替えができる、とこのはは自室で一人ひとり溜ため息いきをついた。

「あんなにわたしを目の仇かたきにしなくてもいいでしょうに……まったく」

　フィアは結局黒絵の浴衣ゆかたを借りることになって、二人ふたりで離はなれにある黒絵の部へ屋やに向かっている。ここからは自分の時間だ。勝負の時間だ。

　夏祭りのときに着ていくつもりだった、一番新しい浴衣を取り出す。勿もち論ろん、ある意味一いつ張ちよう羅らなのでフィアには着せなかった──卑ひ怯きようという非ひ難なんは聞こえない。自分の浴衣ではサイズが合わないのは元からわかりきっていたのだし。

　いそいそと着替え、姿見でチェック。うん、ばっちりだ。吟ぎん味みして買った甲か斐いがあった。

「どうしよう……髪型も変えちゃおうかなあ」

　黒絵はきっとフィアを着せ替え人形よろしく色いろ々いろな浴衣に着替えさせるだろうから、まだ時間はあるはずだ。よし、とこのははおさげにしている髪を解ほどき始める。

　浴衣といえばうなじだ。古くより、日本男児は浴衣から覗のぞくうなじとおくれ毛に女性の艶あでやかさを見る……そうに決まっているのです！　とか考えつつ、編あみ直した髪を頭の上に丸めて重ねる。浴衣の清純さを壊こわさない、落ち着いた色のピンで留めれば完成だ。

　くるりと鏡かがみの前で回るようにして、自分の全体像を確かく認にん。これは、ちょっと、いい……いや、かなりイイのでは？　間違いなく新しん鮮せんさはあるし、清純さはいつも以上だし、うなじはちゃんと色っぽく露ろ出しゆつしている……！

「うふ。うふふふ」

　彼はどんな反応をしてくれるだろうか。

「おお、よく似合ってるぞ、可愛かわいいな！」なんて大げさな言葉ではなく（勿論言ってくれればとても幸せだけれど）、「あ。可愛いな……」とかそういう《思わず口から漏れてしまった》反応だと、本音が籠こもっていてなお良い気がする。

「そう。『その髪型もけっこう似合うなあ』……とか、ね？　けっこう、というのが大事です。本気で真しん摯しにそう思ってくれてるっていうか、普段ふだんのわたしも充分見てるんだけど別の新鮮さに気付いたっていうか。で、『あれ。この気持ちってもしかして……？』みたいな感じになってくれたら、なっちゃったら！　うふふふふ！」

　鏡の前で一人で呟つぶやいたりニヤケたりはにかんだり。

　ひとしきりそんな奇行を繰くり返してから、よし！　とこのはは拳こぶしを握にぎり締しめて部へ屋やを出た。

　居間の前まで来て、深呼吸。第一印象が大事だ。彼の反応を見み逃のがさないようにしなければ。

　ずずり、とお茶を啜すする音が途と絶だえたタイミングを見計らって、

「き、着替えました。その、どうですかね春はる亮あきくん。よかったら感想など──」

「着替えたぞ春亮！　見ろ見ろ！　どーだ、この私のお祭り正装！」

　このはが廊下から居間に入った瞬しゆん間かん、逆方向──庭に面した縁えん側がわのほうの障しよう子じもずばーんと開く。春亮は勢いよく現れたフィアのほうに視し線せんを向けてしまっていた。そして、

「あ。可愛かわいいな……」

　思わず口から漏れてしまった感じで、そう呟つぶやく。

　ひくっ。

　こめかみを引ひき攣つらせつつ、このははフィアへと目を向けた。

　黒くろ絵えの浴衣ゆかただけあって、それなりにサイズは合っている。子供らしくはあるが、それは不ふ思し議ぎな調ちよう和わで彼女の元気さや可愛らしさを引き立てていた。さらには、

「おお。その髪型もけっこう似合うなあ」

「ふふん、そうだろ？　多少引っ張られる感じがするのは好かんが、たまにはよかろう」

　くっ、とこのははさらに歯は嚙がみする。

　ツインテール……ツインテール！　なんと卑ひ怯きような！　おしとやかさでは間違いなく自分が勝っているのに。いや、それがわかっているから、逆に元気のよさを前面に押し出す髪型に……!?　間違いない、これは名のある軍師の立案だ！

「ん？」

　フィアの後ろには、こちらは完全に童女と表現すべき浴衣姿で佇たたずむ黒絵がいた。あれに風車でも持たせれば、昔そこら中にいた稚ち児ごとまったく同じ感じになるだろう。だが今手に持っているのは団扇うちわだ。夏でもないのに……雰囲気作りか。

「このさんも着替えたんじゃね。さすが」

「ふーん……ま、そんなものであろうな。眼鏡めがねとウシチチ。お前を構成する二大要素が変わっておらんのだから、これはもう全く変化のないツマラン姿と言っても過言ではない。勝った！」

　じろじろと見てくるフィアの態度でようやく気付いたかのように、そこでようやく春亮の視線がこのはのほうを向いた。

　こちらの雰囲気で何かを悟ったか、一いつ瞬しゆんだけぎょっとしてから、

「お……おう、このはも着替えてたのか！　髪型も──よ、よく似合ってるぞ！」

　不必要に声こわ高だかに言った。

「そーですか。とっっっっても、嬉うれしいです。ありがとうございます」

　自分の声はひどく冷え冷えしていたと思う。
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　家を出る前にあったいろいろを思い出しつつ、石段を上り終える。

「おお！　凄すごい人だ！　あの小さいテントの一つ一つが店か!?　違うものを売っておるのか!?　き……や……こ……た？　聞いたこともない名前だが、食べ物か!?」

「逆から読むんだよ、あの暖の簾れんは」

「た、こ、や、き──やはり聞いたこともない！」

「……左様さようですか。って、さすがに肩が痛くなってきた。そろそろ降りろ」

　フィアを降ろす。その瞬しゆん間かんにどこかへダッシュしそうになったので、今日きよう限定ツインテールの一本を慌あわてて摑つかまえた。

「ぬお、こら離はなせ！」

「離したら絶対迷子まいごになるだろお前。いいか、一つ約束しろ。勝手にどっか行くな。約束できねぇんだったら今すぐ帰るぞ」

「するする。約束する」

　軽い返事に不安になりながらも手を離す。とりあえずフィアは興きよう味みメーターが振り切れた様よう子すで、あっちへ行こうかこっちへ行こうか挙きよ動どう不ふ審しんに周囲を見回していた。

「で、たこやきって何なのだ。ああ、あっちからも美う味まそうな匂においが。あのプールのようなものはなんだ、興味深いぞ……あっ！」

「どした？」

「大変なことに気付いた！　私、カネを持っておらん！」

　何かを訴えかけるような目。そんな顔しないでも、と春はる亮あきは苦笑しつつ、

「わかってる、俺おれが出すよ。でもお前の調ちよう子しじゃ全部の出店のモン買っちまいそうだから、基本的には俺の許可制な」

「うーん。まあ、それでもいいと言えばいいのだが……折せつ角かくお祭りに来たのだから、自分で自分の好きなモノを買う体たい験けんをしてみたいというか、それが醍だい醐ご味みというか」

「ぜーたくですねぇ」

　このはが息をつき、それにフィアが予想通りにかみつく。そこで黒絵がちょいちょいとフィアを手招きした。

「そういうことならふぃっちー、この頼りになるおねーさんがおこづかいをあげよう。ハルに反対されて、でもふぃっちーが本当に自分で買いたいと思ったものはそれで買えばいい」

「なにっ！　本当かクロエ！」

「黒絵さん、そんなに甘やかしては……」

「まあまあ。でもタダじゃない。条件がある」

　条件？　とフィアが眉まゆを寄せる。黒くろ絵えは重々しく頷うなずいて、

「……それではまず、半身になって」

「はぁ？」

「うちの指定するポーズを取ってくれればええよ。で、そのまま上うわ目め遣づかいに」

「よくわからんが、こ、こうか？」

「そして小さく首を傾かしげて」

「ふむ」

「最後に、うちを見たまま親指をちょっと嚙かむ」

「んむー……ってなんだこれは、よく考えると物もの凄すごく恥ずかしい姿──!?」

「しゃったーちゃんす！」

　黒絵の髪の中から、パシャリ、と閃せん光こう。まだデジカメを髪に隠し持っていたのか。

　さすがにそれは看かん過かできないのだろう、フィアは顔を真まっ赤かにして黒絵ににじり寄った。

「そして、と、撮とった？　撮ったなクロエ、今の私の恥ずかしい姿を！　それは聞いておらんぞ、こら、今の写真の消去を要求するー！」

「はい、五百円。これでどのお店でも欲しいものの一つくらいは買えるじゃろ」

「うはー」

「史上稀まれに見るスピード懐かい柔じゆう!?」
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　慄おののく春はる亮あき。やはりこのはは肩を落として嘆たん息そくするだけだ。

「感かん謝しやするぞ、クロエ……これは私が一番、どうしても欲しいもののために使うからな。よし春亮、準備は整ととのった！　まずはさっきから気になっておるたこやきというものが食いたい！」

「たこやきかぁ、久しぶりだな。じゃあ俺おれも食いたいから許可」

　一いつ緒しよに買いに行こうかと思ったが、どうもフィアは《買い物》という行為自体に憧あこがれているようだった。ここからなら見える距きよ離りだし、経けい験けんを積つませてやるのもいいだろう。

「これで一個買ってこい。おつりを忘れんなよ」

「おう、買う役目も与えてくれるのか！　よしきた、待っていろ！」

　からんころんと下げ駄たを鳴らして走っていく。屋台のおじさんに「一個ォォ！」とだけやたら力強く叫んだのが聞こえてきて笑いそうになった。今からアツアツを焼いてくれるらしく、フィアは興きよう味み深ぶかそうに鉄板を覗のぞき込んでじっと待っている──ふとこちらの視し線せんに気付くと、なにやらひどく自慢げにＶサインをしてきた。

　フィアのほうは問題ないか、と周囲を見回す。雑多な喧けん騒そう、祭まつり囃ばや子し、太鼓の音、遠くから微かすかに聞こえる鈴の音……この空間全すべてがひどく懐なつかしい空気に包まれている。そのノスタルジックな気分を味わいたい人間が多いのか、周囲の人口密度も次第に高まってきた。ぼんやりしていると人の波に流されてしまいそうだ。そう思っていたとき、

「──きゃっ」

　ふにゅん、と二の腕にとても温かい感触。このはが人の波に押されてぶつかってきたのだ。

「大丈夫か？」

「す、すみません。押されて、よろけちゃって」

　はにかんで笑う。何をしでかすかわからないフィアへの注意で手一杯で、今まで気付かなかったのだが──このはの姿も、改めて見るとやはり新しん鮮せんだ。綺き麗れいな浴衣ゆかた。頭の後ろでまとめられた髪。そのせいでうなじが晒さらされている。白く、白く、白い。普段ふだんは見えない、見てはいけない場所を見ているかのような背徳感……

「あの……春亮くん？」

「わっ。いや、その、ごめん。さっきも言ったかもしらんけど、その髪型もけっこう似合うなーって……」

「けっこう、ですか……えへへ。それでいいんです」

　ふんわりとした、本当に幸せそうな笑顔えがお。どきりとした。それが思ったより近くにあることにもどきりとした。人の波がまだ彼女の背中を押し続けているのだ。収まるのを待つしかないだろう。

「ごめんなさい。ちょっと動けなくて……」

「は、弾はじき飛ばすわけにもいかないからな。我慢しよう」

　その通り、我慢だ。なにやら柔らかいものが腕に押しつけられたままだが、我慢だ。考えてはいけない。意味がわからないほどの存在感と質感、そう、まるでこの浴衣の布一枚しか間にないような感覚だが気にしてはいけない──

「……ええと、ですね。その、誤解されるのも困るので、一応言っておきたいんですけど──いえ、何が誤解されるのかはわたしにもわかりませんが」

「な、なんのこと？」

　至し近きん距きよ離りから、眼鏡めがねの奥にある目が春はる亮あきを見上げていた。どこか潤うるんだような瞳ひとみが。

　そして、彼女は恥ずかしそうに睫まつげを震ふるわせながら、

「わたしは、昔から、こういう和装ばかりでしたから……癖くせが抜けないというか、こうじゃないとなんとなく落ち着かないというか……言いい訳わけじゃないですけど、昔はこれが普通で、和装のときにはこれでなくてはダメだったわけでですね、その」

「よ、よーしわかった。わからんけどわかった。なので、もうその話は終わりにしてくれると俺おれが助かりマス」

　ふ、とこのはの目元が緩ゆるみ、

「……困らせちゃってますね、わたし。ごめんなさい……」

「い、いや、別に困ってるってほどのことはないけど、なんというか……そ、そう！　悪いのはこの人混みだ。ああ早く動けるようにならないかなぁまだかなぁ！」

　などと無意味に首を伸ばして周囲を窺うかがってみるが、このはは視し線せんを動かさなかった。ずっと至近距離から春亮を見上げたままでいた。その唇が微かすかに動くのが見え、そして春亮の耳に届いてきたのは、

「……は別に、もう少……このままでも……」

　小さすぎて聞き取れない、そんな囁ささやき声ごえ。

　なぜか春亮も視線を動かせなくなり、自然と見つめ合ってしまう。

　祭まつり囃ばや子しの音、周囲の喧けん騒そう、その全すべてが遠い。隔かく離りされたかのような世界。

　人波に押されたせいか、さらに顔が近付いてくる。柔らかい身体からだが密着してくる。

　そして、見動きの取れない春亮は。

　逃げることも、指一本動かすことも、できないまま──




　──その口の中に、出来たてのたこやきを突っ込まれた。




「ぐおぉぉ!?　あ、熱あつ、熱、熱ーっ!?」

「どうだ美う味まいか、ハレンチ小僧め！　少し目を離はなすとすぐコレだ、まったく許ゆるし難がたい！　ほれ、二個目に行くか、ん？　ん？」

「ギブ！　ギブ！」

　口を押さえて悶もん絶ぜつする春亮に、悪あつ鬼きのような顔をしたフィアがつまようじに刺したたこやきをなおもグイグイと口に押し込もうとしている。

　人の流れは先刻よりマシになっていた。つまり大義名分は失われたのだ。

　はあ、とこのはは肩を落として嘆たん息そくした。

（せっかくいい感じだったのに……でも、わりと危なかったような気もします。もしあの流れのまま進んでたら──さすがのわたしにも、その、心の準備とかが必要な感じの出来事が起こったり起こらなかったり!?　いやそれでも別にいいというかよく考えればあのまま強引に進んでしまったほうがいっそのこと、とか思わないでもないですがっ……！）

　しかし、過ぎたことに今いま更さら悶もん々もんとしていても仕方がない。女の子らしさを伝えるという第一の目的は達成したような気がするし、とりあえずそれで良しとしておこう。

「……焦あせるのは、よくないですよ。うん。そう思うことにしましょう……ところで」

　ちら、と視し線せんを横へ。フィアがたこやきを買っている間、一いつ瞬しゆんだけ姿が見えなくなっていた黒くろ絵えは、なぜか時じ代だい錯さく誤ごなキツネのお面という新しい装備を手に入れてそこに立っていた。お面を頭の横に引っ掛けた姿が異様に似合っている。

「一応聞きますけど……撮とりました？」

「もち」

　ぐっ、と無表情のままに親指を立てて言ってくる。

　このははもう一度息を吐いて、密ひそやかに──けれど力強く、囁ささやいた。

「帰ったらすぐにプリントアウトを。十枚くらい」
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　それから春はる亮あき達は、手当たり次第に屋台に突進するフィアの背を追うようにして縁えん日にちを回った。無む論ろん食べ物系ばかりではなく、ゲーム系屋台もその興きよう味みの対象だった。

　フィアは楽しんでいたし、春亮達も楽しんだ。一番大きなぬいぐるみをこのはと張り合って狙ねらった挙あげ句くに全弾無む駄だ打ちして共倒れした射的はともかく、今時珍しいカラーひよこの屋台で、「ナニ！　スプレーで色をつけているだけだと、許せん！」と店主と乱らん闘とうになりかけたのは、楽しんだと言うには少しばかりバイオレンスすぎたが。

　春亮とこのはが頭を下げてその場はなんとか事なきを得、次に向かったのは型抜きの屋台。

「ぬぁ、割れたー！　難むずかしいぞ店主！」

「へへへ、そう簡かん単たんに攻略されちゃあ、おいちゃんも商売あがったりなんでねぇ」

「この針は小さいし持ちにくいし……もっと慣なれたものでやれば結果は違うのかもしれん。店主よ、別のものでやってもよいか？」

「ん？　さすがにそれだと他ほかのお客さんに不公平さぁ。勘かん弁べんしてくれや」

「むぅ、そう言われればそうか。確たしかに勝負事は公平でなくてはな、あっはっは」

「はっはっは」

　笑い合う二人ふたりだったが、春はる亮あきは戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。オヤジさん、幸運です。こいつ、もしオッケー出してれば何かドリル的なものを出してましたよ。

　一方、その間にも着々と作業を進める幼女が一人ひとり。

「……《チャップリン》完成。《オルトキシレン分子》完成。《平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どう》完成……と」

「なっ!?　超Ｓ級の型ばかり、そんなにあっさり……！　嬢じようちゃん何者だ!?」

「フフフ。うちのことを知らんとは、おじさん、新参者じゃね？」

「はっ。その長い黒髪に寝ぼけ眼まなこにちっちゃい身体からだ……あんたが噂うわさの《縁えん日にち荒らしの黒くろ姫ひめ》!?　そ、そのあたりで勘かん弁べんしてくれぇ！　俺おれにはおっかあと三人の子供が！」

　結局黒くろ絵えはほどなくして店主を解放し、それでもごっそりと景品を持って屋台を離はなれる。

　おすそわけのキャラメルをころころと舐なめながら、フィア。

「す、凄すごいではないかクロエ。何かコツでもあるのか、教えてくれ！」

「なくはないけど……ふぃっちーにはちょっと難むずかしいかもよ」

　ぼんやり眼のまま、黒絵は何でもない調ちよう子しで続ける。

「手元の針はダミー。実は一本だけ髪を硬くして、こっそりと動かして溝を削り──」

「イカサマじゃねえかっ！」

「だって今の店、わざと針先を微妙に潰つぶして削りにくくしとるんじゃもん。うちだって、そんな不心得者の店でしかワザは使わんよー」

「……」

　それでもあまりに店主が気の毒だったので、手をつけてない景品は返させた。




　そして、さらに何軒かの屋台を制せい覇はした後。苦労して取った水風船をばいんばいんと掌てのひらで弾ませながら、フィアは嬉うれしそうな足取りで屋台通りを歩いていた。

「どうだ、上う手まいものだろう春亮！」

「上手い上手い。でもあんまり強くやりすぎるとすぐ割れるぞ」

「あと、ちゃんと前見て歩きなさい。誰だれかにぶつかりますよ……って」

　そうこのはが言ったときだった。前方から小走りに駆かけてきた、小学校高学年ほどの少年がフィアにぶつかる。フィアが前方不注意だったのに加え、少年もチラチラ後ろを見ながら走っていたのが原因だ。

「お？」

「だっ！　……い、いってーな！」

　体重差──というか重量差──があるために、当然ながら転んだのは少年だけだった。だが怪け我がはないようで、声変わり前のハイトーンで罵ののしり声ごえを発してすぐに立ち上がる。

「ケン、大丈夫かよ？」

「ぷっ、ダッセ」

「うっせえ！」

　少年は一人ひとりではなく、同年代の仲間二人ふたりと一いつ緒しよだった。服装や態度を見るに、どことなく背伸びした──今風の悪ガキ、という感じだった。

「おう、悪いな。無事か？」

「いってーよ前見て歩けよボケ！　殺すぞ！」

　さらなる罵ののしりに、ぴく、とフィアのこめかみが引ひき攣つる。だが相手は子供、さすがに自制したらしい。

「ず、随ずい分ぶんな言い様だ。私だけではない、お前ももう少しちゃんと前を見て歩けば回かい避ひできておったはずで、だな──」

「うっせーガイジン！　ガイジンのくせに日本語喋しやべってんじゃねー！　このペチャパイ！」

「ペチャ……ふ、ふふ、ふふふ！　いい度胸だ、いやはやまったく実にいい度胸だ！」

「こら待てフィア、相手は子供！」

　フィアがにっこりと笑いながらルービックキューブを取り出すのを見て、春はる亮あきは慌あわててその身体からだを羽は交がい締じめにする。

「ケン、こんなことしてる場合じゃねーぞ！」

「そーそー、行こうぜ、せっかく軍資金もできたんだしさ」

「ちっ……わーかったよ！」

　舌を鳴らし、最後に一ひと睨にらみしてから少年達はまた祭りの喧けん騒そうの中に走り去っていった。その姿が完全に見えなくなってからフィアの拘こう束そくを解くと、

「ぐあー！　むかつく！　なんだあいつらは、この国の教育はどうなっておる！」

「珍しいことに同意します。今度似たようなことがあったら教育的指し導どうが必要ですね」

「んー。このさんが先生になったら……おお。優やさしくて、たまに怖くて、しかも眼鏡めがねで巨乳の女教師に！　か、完かん璧ぺきな人材じゃね。そのクラスの授業が受けられるなら、うちは金に糸目はつけん！」

「どういう妄想してんだよ。いやまあ、先生が似合いそうなのは賛さん成せいするけどさ」

「え、えへへ？　そうですか？」

　などと話しながら、また歩き始める。

「それと、似合うと言えば黒くろ絵え。そのキツネのお面──」

「似合っちょらん？」

「いや、お前のフシギっぷりにはピッタリだけどさ。今時そんなん売ってるんだなって」

「ここらの出店のお面屋さん、昔から品しな揃ぞろえが変なんで有名じゃから。黄き色いろい電気ネズミや世界に一匹しかいない白黒ネズミのお面とかもあった」

「それはかなりダメだろ。いつか捕まるぞ……」

　そうしているうちにフィアの機き嫌げんも次第に直ってきた。そう、折せつ角かくの祭りだ。嫌いやなことはさっさと忘れて楽しむのが正しい選せん択たくだと思う。

「なあなあ春はる亮あき、さっきから気になっておったのだが」

「うん？」

「あのカラカラという音はなんだ？　あっちから聞こえてくるぞ」

「鈴だよ。賽さい銭せん箱ばこの上にある」

　鈴？　賽銭箱？　と首を傾かしげるフィア。どこから説明すればいいのだろうか。

「ま……折角だし、行ってみるか」

「そうですね。お賽銭くらい投げとかないと」

　境けい内だいのさらに奥へ進む。屋台の列の終点、広場のような場所には祭りの実行本部のテントがあった。この神社の本殿はさらに長い石段の上にあるから、それを考えてのことだろう。本部テントを過ぎれば人波は一区切りつき、石段に足を踏み入れた途端とたんに周囲の人口密度は劇げき的てきに薄うすれた。神様に豊ほう穣じようを感かん謝しやするのがこの祭りの本義であるはずなのだが、現代人は即物的だ。

　からんころんというフィア達の下げ駄たの音を聞きながらのんびりと石段を登り、あまり人ひと気けがない本殿の前へ。背後、石段の下から聞こえる祭まつり囃ばや子しがどこか物悲しく聞こえてくる。

「おお、静かだ」

「初はつ詣もうでのときとかはここもいっぱいになるんだけどな。まあ、秋祭りじゃこんなもんだろ。で……ちょっと待て。今いま更さら聞くけどお前、神社がどういう場所かってわかってる？」

「なにおう、馬ば鹿かにするな。神を祀まつる場所だろう。日本の教会のようなものだ」

　それなりの威い容ようを備えた本殿を見上げつつ、フィアはゆっくりと歩を進める。賽銭箱の前で立ち止まり、その上にある鈴を見て首を傾げた。

「あれか、デカイな。で、どうしてこんなところに鈴があるのだ？」

「え。えーと……」

「慌あわてるなハル。こんなときにこそ、この言葉を……教えてこのさん先生ー」

「確たしか、神様に『こっち見てくださいー』って気付いてもらうためのもの……だったような」

「そ、そうそう。そんな感じだった。で、お賽銭を入れて──お金を寄付して願ねがいを聞いてもらう、と」

　フィアはそこでちらりと春亮の顔を見た。

「お前も入れたことが？」

「そりゃまぁ」

　軽く答えると、フィアは静かに息を吐いた。もう一度神社を見上げ、まばゆいものを見るように目を細める。それから、自じ嘲ちよう気味に唇を曲げて続けた。

「私には、神というものはよくわからんがな──春亮、お前は神を信じておるのか」

「いるのかいないのか俺おれもわからんけど、もしいるんだったらよろしくお願いしますーって感じだよ。とりあえずお賽さい銭せんくらいじゃ損した気分にはならないしな」

「そういうものか」

「──そういうものですよ。ただの気休めで、そして……挑戦です」

　ちゃりん、と賽銭箱で音が鳴った。このはが小銭を投げ込んだのだ。そしていささか乱らん暴ぼうな手つきで、がらがらと鈴が鳴らされる。

　前を見つめる彼女の横顔は、どこか不敵な笑えみを浮かべていた。

「わたしは正直、信じていません。いたのならば、わたしが過去何百年も見てきたような光景が起こるわけがない。けれど、もしも呪のろわれたわたし達の願ねがいすらも聞いてくれたのなら、多少は信じてあげてもいい気分になれるでしょう。いるのならば信じさせてくださいね神様、というところです」

　そしてまた、ちゃりん。がらがら。

「さすがこのさん、神様にも態度が大きい──ま、この国ではこのさんが大嫌いなタヌキの人も神様になっちょるくらいテキトーじゃしね。うちはまあ、小銭で買える漠ばく然ぜんとした宝たから籤くじって感じ。当たって嬉うれしい、外はずれても損はなし。そんなわけで、よろしく～」

　罰ばち当たりなことを好き勝手に言う二人ふたりが、掌てのひらを揃そろえて目を閉じる。

　鈴の音の残ざん滓しが消えるよりも早く、二人はあっさりとその願いを終えていた。

「何を……願ったのだ？」

　フィアの問いに、

「ヒミツです」「ひみつ～」

　二人は声を合わせて、そう答えた。

「ま、深く考えるこたない。俺おれも一応お賽銭入れて、と……おいフィア、これ」

　小銭入れから取り出した硬貨を渡そうとしたが、フィアは首を横に振った。

「お賽銭入れないのか？　まぁいいけど」

「入れる。私が出す」

　だってお前金なんか、と言おうとしたとき、フィアが浴衣ゆかたの中から五百円玉を取り出した。それは黒くろ絵えが渡したおこづかいだ。

「クロエよ……いいか？」

「それはもうふぃっちーのお金。使い道は自由……うちこそ聞くけど、ええのかな？」

　いつもの無表情。けれどその目は優やさしく細められている。

「本当に私が欲しいと思うもの。これは、それを手に入れるためにくれた金だろう？」

　フィアはふっと吐と息いきを漏らしてから、硬貨を握った拳こぶしを賽銭箱の上に突き出した。

　魔ま法ほう使つかいが行う儀ぎ式しきのように、ゆっくりと手が開かれれば。もうその硬貨は彼女のものではなく、神のもの。

　さらにフィアはがらんがらんがらんと不必要に大きく綱つなを揺すって鈴を鳴らす。

　ここにいるぞ、見ろ、私はここにいるぞ──と、叫ぶように。

　そして、頭上で揺れる鈴を不ふ遜そんに睨にらみながら、

「いるかどうかもわからない神にすら期待したいほどの願ねがいが、私にはある。何をさておいても欲しいものが、私にはある。だから使ったのだ。ウシチチと同じように、私が見続けていた人間達の行為を考えるなら、存在を信じるのはひどく困こん難なんだが……もしいるのならば見み逃のがすなよ、神。私の願いをうっかりスルーでもしてみろ、許さんからな」

　ぱん、と大きく手を打って。

　目を閉じて、祈る。彼女はそのままぽつりと言った。

「……春はる亮あきよ、お前は？」

「お、おう。俺おれもやっとくか」

　フィアと同じように、手を合わせて瞼まぶたを閉じる。それはフィアに釣られてやってしまったようなもので、何を祈るかは決めていなかった。ただついさっきまでのことを思い出し、フィアの願いが叶かなうといいなあきっと叶うよなあ、とか、またみんなでお祭りに来れたらいいなあ、とかそんな漠ばく然ぜんとしたことを頭に思い浮かべていただけだった。

　そうしているうちに、気付けば目を開いて手が離はなれていた。

　だからきっと、それが自分の祈りだったのだろう。




「さて、祭りはまだまだ続くぞ！　鈴の謎なぞも解けたことだし！」

「謎ってよりも無知なだけでしたけど」

「うるさいぞウシチチ！　ともあれ、また腹が減ってきた。行こう春亮、実はさっきチラッと見かけたものが気になってたまらんのだ。なんというか、《リンゴ封ふう印いん棒ぼう》的なヤツ！」

「何を指してるのかはわかるけど、スゲー斬ざん新しんな呼称だな」

「封印を解いたころには、舌が疲れて中のリンゴを食べるのが億おつ劫くうになっちょるんよねー」

　そんなことを話しながら、本殿の前を立ち去ろうとする──が、そこで背後から声が聞こえてきた。

「ああっ……まただ！　あいつらめ！」

　男の声に振り向くと、一人ひとりの初老の男性が険けわしい顔で賽さい銭せん箱ばこを覗のぞき込んでいた。服装は白しろ袴ばかま、足元は足た袋びに雪せつ駄た。見ただけでわかる。間違いなく、

「──賽銭ドロボーか!?　せっかく私が入れたカネを奪おうとは！　天てん誅ちゆうあるのみ！」

「どわーっ！　百八十度違う！　どう見てもここの神かん主ぬしさんだろ！」

　ツインテール・ダブル摑つかみでフィアの突進をギリギリ阻そ止し……何気にいつもより捕まえやすい。なかなか有用な髪型だ。

「うぬぅ、引っ張られると痛いのだぞ、ハレンチ小僧め！」

「とりあえずそのルービックキューブを仕し舞まえ！」

　などとばたばたやっていると、当然ながら向こうもこちらに気付いた。賽さい銭せん箱ばこに手をかけたまま、柔にゆう和わに微笑ほほえむ。

「日本語のお上じよう手ずな外国人さんで……こんな寂さびれた神社の祭りにようこそ。どうぞ楽しんでいってください」

「楽しんでおるぞ。で、叫び声などあげてどうかしたのか？」

　フィアが言うと、神かん主ぬしは困ったような表情を浮かべた。

「お恥ずかしい話、あなたがさっき言ったことですよ。つまり賽銭泥どろ棒ぼうで……いくら寂れた神社でも、今日きよう一日のお賽銭がこんなに少ないはずはないので。間違いないでしょう」

「なんと！」

　大おお袈げ裟さに驚おどろくフィア。このはが眉まゆを寄せ、

「それは災さい難なんですね……警けい察さつに届けますか？」

「ああ、いやいや。それもまた困ったことに、犯人はだいたいわかっとるんです」

　賽銭箱の中を見つめ、神主が嘆たん息そくする。

「わかってるって……？」

「確たしかに、さっき『あいつらめ』とか言っちょったね」

「ええ、近所の悪ガキ三人です。何度も見つけてはこっぴどく叱しかっとるんですが……ほとぼりが冷めたころになるとまた繰くり返しましてなあ」

「罰ばち当たりにも程ほどがありますね。気は進みませんけど、やっぱり警けい察さつになんとかしてもらったほうが」

「そうしたほうがいいのはわかっとるんですけどね……多くても数千円の被害ですし、神しん職しよくに就く者として、まだ未来ある子供に警察というのはちょっと──でも、こうも続くと考えを改めたほうがいいのかもしれませんなあ。いくら子供とはいえ、悪いことをすれば罰がある、ということは教えないと」

　弱った、と頭を振る神主に、腕組みをして何かを考えていたフィアが言った。

「なあ、神主よ。勘かんだけで言ってしまうが、もしやその悪ガキとは《ケン》とかいう子供を含んだ三人のことではないのか？」

「知っとるんですか？　その通りです」

「なるほど、やはりか……いやなに、さっき少しばかり私とぶつかってな。それは私も悪かったのだが、奴やつらは謝あやまりもせず態度も悪く！」

「そう言えば軍資金がどうこうとか言っちょったね。賽銭のことじゃったのかしらん」

「盗んだ金でお祭りか。そりゃホントにバチが当たるぞ、まったく」

　そう春はる亮あきが呟つぶやいたときだった。フィアの肩が揺れているのに気付く。

「ふふ……ふふふ」

　不敵に笑うフィアの顔に、何やら凄すさまじく嫌いやな予感を覚える。そしてその予感通り、フィアはとんでもないことを言い始めた。

「わかった、わかったぞ。神かん主ぬしよ、この一件、私に任せてみる気はないか？　盗んだ賽さい銭せんを取り返し、軽く懲こらしめてやろう。そして、もう絶対に賽銭泥どろ棒ぼうなどしないと約束させる！」

「は……？」

「ちょっと待てフィア、お前、いったい……!?」

「人助けだ。私は《人のタメになる》ことをしなくてはならない。それにだな──私のカネは助かったが、それはただの偶ぐう然ぜん。もしタイミングが違っていれば、私の願ねがいを込めたカネまでもが盗まれていたのかもしれんのだぞ!?　だから余計によくわかる。人の願いが込められたカネを盗むなぞ言語道断、人道から外はずれようとしている悪ガキどもはなんとかせねばならん！」

　いやまあ、確たしかに言ってることはもっともなんだが……と春はる亮あきが困った視し線せんを神主に向けると、神主も同じように困った視線を返してきた。

「でも、その……懲らしめると言っても、暴ぼう力りよくとかはちょっと……」

「無む論ろん、子供に暴力など振るうものか。誠意をもって言い聞かせるだけだ。そんなことをしていればバチが当たるぞ、とな」

「はぁ。まぁ、そういうことなら有あり難がたいですが。あいつらが素直に聞くとは……」

「大丈夫。私達はそういうもののプロだ。任せておけ！　よし、遊ぶつもりで賽銭を盗んだのなら、まだそこらをうろうろしておるのだろう。行くぞ！」

「どんなプロだよ!?　こらフィア、待てっ！」

　下げ駄たの音も高らかにフィアが走り出す。仕方ないので、神主さんに会え釈しやくしてから慌あわてて追いかけた。フィアに合わせて石段を降りながら、

「フィア、お前なー」

「反対なのか？　ウシチチ、お前の意見も聞こう」

「そうですねぇ……さすがに目に余りますし、教育的指し導どうが必要と言った手前、条件付き賛さん成せいです。暴力を使わずに言い聞かせるってことなら」

「うちも賛成ー。神主さんの言う通り、説教して聞くかどうかは別問題じゃけど」

「多数決にて決まりだ。春亮、何か文句は？」

「ふぅ……わかったよ、仕方ないな。でも本当にどうすんだ？　捕まえて説教しても、悪いことを止やめさせられないんじゃ意味ないぞ」

「考えがある。私達はプロだ、と言ったろ？　勿もち論ろん、説教のプロではなくてだな──」

　にやりと唇を曲げて、フィアは続けた。

「悪いことをすれば呪われる、というのを知らしめることのできるプロだ」
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　──屋台が立ち並ぶ通りの裏手、神社の敷しき地ちの外はずれ。

　密度の低い雑木林の中には、遠くの屋台からの明かりが僅わずかに届くだけだ。目を凝こらせば互いの顔がわかる程度に薄うす暗ぐらく、人ひと気けもない。ただ寂さびしいだけの場所だったが、だからこそ、そこに大人おとな達は足を踏み入れない。つまるところ、ここは彼らにとっての秘密基地のようなものだった。

「くそ、タコ入ってねーじゃんよ、これ」

「ひっひ、バチが当たったんだよ」

「うっせー」

「おいヨーヘイ、半分くれよそれ」

「やだよ、自分で買えよ。金あるだろ？」

「節約してんだ。貯ためてＤＳ買う」

「どんだけかかんだよ。さっきのでも千円ちょっとずつしか分け前なかったのに」

　他愛たわいない会話が、うら寂しい雑木林の中に溶け込んでいく。彼らの声以外には、その木々のざわめきしか聞こえない。ざわざわ。ざわざわ。

　その不気味な葉ずれのせいか、冷たい夜風のせいか。数分言葉が途と絶だえ、

「神かん主ぬしのオッサン、今いま頃ごろ大おお慌あわてしてんのかな……」

「なんだよ、ビビってんのか？　証拠もねーんだし、やるときに捕まんなきゃ問題ねーって」

「そうそう。なんか知らんけど、前捕まったときも親とかケーサツとかに言わなかったみてーだしな」

　ざわざわ。ざわざわ……

「案外、あのオッサンも俺おれ達に小こ遣づかいくれるつもりで見み逃のがしてくれてんじゃね？」

「ははは、いいやつじゃん」

「小遣いが千円ぽっちかよ。ったく、もっと神社繁はん盛じようさせろって話──」

　──ざわざわざわっ！

　再び、言葉が途と絶だえる。

　周囲に満ちる異様な気配けはいに気付いたのだ。葉ずれの音が大きすぎる。多すぎる。風は吹いているけれど、こんなに、まるで誰かが揺らしているような音がするほどでは──

　……ざわ。彼らの後方から、音。

　……ざわざわ。今度は横手から、音。

　……ざわざわざわ。そして前方から、音。

　明らかに何者かの意志が感じられるような位置の移動と、音のタイミング、鳴る回数。

「へ、変、だぞ」

「なっ──なんだよ！」

「だ、誰だれかいんのか！　出て来い！」

　少年のうちの一人ひとりが叫ぶ。途端とたん──

　全方向から発された、何者かが怒りに任せて木々を揺らしているような音が彼らを包む。異常な圧迫感を持って包む。

　息を吞のんだのは、彼らのうちの誰だれだったのか。

　震ふるえた足で落ち葉を鳴らしたのは、彼らのうちの誰だったのか。

　ふと気付いたとき、彼らの眼前に音もなく立っていたのは──浴衣ゆかた姿すがたの、小さな少女。

　迷子まいごか、と思うには、その姿は不気味すぎた。

　もし迷子ならば、古めかしいキツネの面を被かぶったままでいる理由がわからない。

　薄うす暗くら闇やみの林にじっと佇たたずむ、お面の少女。異様なシチュエーションだった。ホラー映画的だった。そう、彼らにとっては、その光景はまだ《ホラー映画のような不気味さ》という言葉で説明できるレベルの異常であり、ぎりぎり理解はできるものだった。

　けれど次の瞬しゆん間かん、それは唐とう突とつに、完全に理解不能な《怪異》へと姿を変える。

　その少女は、ゆっくりと両手を持ち上げ。

　すう、と息を吸い込んで──

「た～た～り～じゃ～！」

　その黒髪を何匹もの蛇のように伸ばして、びちびちと動かし始めたのだ。




「ぐっじょぶ！　ツカミはおっけーだ！」

「いや、たたりじゃー、はねぇだろ……冷静に聞くと可愛かわいいだけだぞ」

　近くの木の後ろに隠れて様よう子すを窺うかがいつつ、春はる亮あきは嘆かん息そくして顔を覆おおう。

「何を言う、奴やつらが驚おどろきさえすればいいのだ。やはりクロエの髪のインパクトは凄すごいな。奴ら、足が竦すくんで一歩も動けんようだぞ。お、捕ほ獲かく完了か」

「うう、ごめんな少年達。その悲鳴はちょっといたたまれない……」

　耳に届くのは、ひぃぎゃあわー！　とかいう三人分の絶叫が合体した悲鳴だ。フィアが言った通り、彼らは黒くろ絵えが伸ばした髪で宙ちゆう吊づりに拘こう束そくされている。黒絵の髪は房ふさ単位での制せい御ぎよも可能、不安を煽あおるために木々を揺らしていたのもその髪の仕し業わざだった。

「ぐああ、わああ！　なんだ、何だよお前！」

「離はなせ、離せ、離せってうわぁあああ！」

「ひっ、は、うっ、ぐ」

　一人ひとりは既すでに泣いていた。

「えー、妾わらわは此この地に祀まつられし三女神の一人、ツヤヤカクロカミノミコトなりぃ。汝なんじらの悪あく逆ぎやく無道見過ごせぬと神しん威いの顕けん現げんに至れり。賽さい銭せん盗ぬす人びと許すまじ、其そは万ばん死しに値する罪ざい過かと知るがよいぞえ」

　その黒絵の名乗りに、同じく隠れて様子を窺っていたこのはが呆あきれたように首を振る。

「自分で女神って言うのはなんか……それに、なんですかあの喋しやべり方かた」

「ん？　あれ、お前の喋りを参考にするとか言っておったぞ」

「はぁ!?　わ、わたし、あんな喋り方は……しない、とも、言いきれないですけど……決してあそこまでヘンテコなものでは！」

　そんな会話をしている間にも、向こうでのオシオキタイムは続いている。

「ひ、ひ、ひぃっ……か、神様……？」

「いかにも。たたりじゃー、罰するのじゃー」

「し、しっかりしろヨーヘイ！　トリック、そう、なんかのトリックに決まってるだろ！」

「そ、そうだな、ぜってぇそうだっ……だろ、なあ、なあ！」

　既すでに泣いている一人ひとりはもう落ちかけているようだが、残りはなかなかしぶとい。それを見て、フィアがゆらりと立ち上がった。

「くくく、強情だな。では次は私の出番だ」

「お、お手柔らかにな。いいか、絶対だぞ」

　わかっておる、とフィアはごそごそと屋台で買ったマスクを装備し始める。

　人じん外がいの力で祟たたりを演出して懲こらしめよう──そのフィアの提案には一つ問題があった。無む論ろん、顔を見られてはならないことだ。さっき一度出会ってしまったため、フィアはその目立つ銀髪もネックになっていたのだが、なぜかお面の屋台にはプロレス風味に頭の全部を覆おおえるマスクも売ってあったのだ。どこかの特とく撮さつヒーローらしい。

「デハ、行ってクル……」

　コシュホー、という不気味な呼吸音を漏らし、リアルなドクロの仮面を被かぶったフィアが歩き始める。恐怖を与えるという意味では成功するだろうが、天罰を演出するという本来の目的とはズレまくっている気がしてならない。

「ひいいぃっ!?　ケン、また、またなんか来た！」

「び、ビビんな！　あれだろ、ガシャドクロンとかいうやつだろ！　ダッセー特撮の仮面被ってるなんて、中身は絶対人間だ！」

　フォフォフォ、とどこかの宇宙忍者のような笑い声を発してから、フィアはこっそりとルービックキューブを取り出す。そして、いかにも虚こ空くうから生み出したのだ、という感じでそれを凶悪な螺ら旋せん槍そうへと変じさせた。

「ククク……我われは三女神の一人、カワイラシスギルノミコト！　勘かん違ちがいスルでないぞ、コレを被っておるのハ、神である私達ノ顔を見れば人間の目は焼き潰つぶレてしまうカラだ。賽さい銭せん泥どろ棒ぼうの仕置きをスルといえども、さすがにソレは、なぁ……？　ウフフフフ！　ソノ代わりと言ってはなんだガ、いろいろ趣しゆ向こうを凝こらした仕置きが待ってオルゾ。期待するがイイ、賽銭泥棒め！　シュコー！」

　数回の金属音。彼らを威い嚇かくするためだけに、螺旋槍は熊くますら両断できそうな長大な鉈なたへと変形した。それも黒くろ絵えの髪と同じく、常じよう識しきでは理解できない現象だ。

「ああ……もう、駄だ目めだ……ご、ごめんなさい、やめてください、謝あやまりますぅ……」

「うぇぇえ……死[image: ]ー、おれ、死[image: ]ー……」

「トリック！　トリックぅぅぅ！」

　黒絵の髪に捕ほ縛ばくされたまま、まだ暴あばれている少年が一人ひとり。ケンと呼ばれていたあの少年だ。目には涙が浮いており、ただがむしゃらに動いて恐怖を紛まぎらわせているという感じだが。

　フィアが鉈なたを眼前でちらつかせても、その様よう子すは変わらない。超重量の鉄球棍こんをずしんと地面にめり込ませてもだ。フィアは小さく肩を竦すくめるような動きを見せ、ちらりと春はる亮あき達のほうに視し線せんを向けた。

「はぁ……わたしの番ですか。今になって気が進まなくなってきましたよ……」

「な、なんとか、賽さい銭せん泥どろ棒ぼうはもうしないって約束だけさせればいいから。俺おれ、なんも力になれなくてスマン……！」

　心からそう言ってやると、このはは色いろ々いろ諦あきらめた笑えみを浮かべてから自分の仮面を装着した。あまりに可愛かわいすぎる仮面はダメ。フィア達とカブってもダメ。ほとんど選せん択たく肢しはなく、故ゆえに彼女が被っているのは──

「そ、その。わたしも三女神の一人、ヤサシイビジョノミコト！　ええと、いいですか、いけないことをしてはいけないのです。だから、もう悪いことは止やめてですね……」

　よく映画の舞ぶ踏とう会かいシーンで見るような、蝶の仮面だった。

「……」

　ケン少年の時間が止まる。きょとんとした顔で最後の女神を見つめる。

　このはの姿は、怖いというよりは。




　なんというか、とても──変態っぽかった。




　ひょおおお、と冷たい風が雑木林を吹き抜けてしばらく、ケン少年が唐とう突とつに大おお暴あばれを再開する。生き返ったかのように元気を取り戻していた。

「おいヨーヘイ、コータ！　起きろ！　一番怖くねぇやつ来た！」

「え……？」

「な、なに……？」

　ああ、と春亮は頭を抱えた。駄だ目めだ。やっぱり蝶ちようの仮面はまずかったのか──

　だが、続いてケン少年の発した言葉が事態を変える。

　それが、いい方向にか、悪い方向にかはわからなかったが。

「見ろ、ぜってぇ神様なんかじゃねえぞ！　なんだあれ、ただのデカパイ仮面じゃねぇか！」

「デカっ……！」

　ぞくり。傍はたから見ていた春はる亮あきの背筋に、ひどく冷たい感覚。

　その刹せつ那な、世界の在あり様ようが変わる。暗黒的な気配けはいが全すべてを吞のみ込み侵食する。ああ、これは現実か幻覚か。生なま温ぬるい風が不ふ吉きつに梢こずえを揺らした。蝙こう蝠もりか鳥か、とにかくキィキィと奇怪な悲鳴を発する者達が一斉に飛び立ち、混乱した羽は音おとで騒さわがしく森を包み始める。擦こすれる下草の音は、蛇すらもがその生存本能でここが地の獄ごくだということを解して逃げ出した故ゆえか。

　そして、その怪異の中心地、一人ひとりの仮面女のほうから聞こえてきたのは──

　どさささ！　と彼女の近くにあった木の一本が倒れる音。

　勿もち論ろん、このはは手に何も持っていない。ただ手しゆ刀とうを振るっただけだ。

　離はなれている春はる亮あきにすら鳥肌が立つほどの鬼き気きに、少年達が気付かないはずはない。今度こそ無言になって、彼らはこのはの姿を凝ぎよう視ししていた。

「くく……愉ゆ快かいな坊主どもよのぅ……妾わらわも、ちと遊んでやってもよいかという気分じゃ……」

　小声でそんなことを呟つぶやきつつ、ゆっくりと、ゆっくりと、彼女は少年達に近付く。もはやケン少年もガタガタと歯を鳴らしているだけだった。フィアは無言で頭を左右に振っており、少年達を捕ほ縛ばくしたままの黒くろ絵えは小さく合がつ掌しようしている。縁えん起ぎでもない。

「無む論ろん、殺しはせぬ。せぬが──」

　このははいつのまにか一本の枝をその手に持っていた。それをケンの眼前に持ち上げ、見せびらかすように──自分の人差し指と中指で挟んで、ちょきん、とその枝を断った。

　そしてそのまま、チョキの形に維持した指でケン少年の耳たぶを挟み──

「二度は言わんぞ。賽さい銭せん泥どろ棒ぼうなぞ止やめい。それを約束せんというのなら、どうなるか……わかるの？」

　頑がん固こな少年がついに陥かん落らくした悲鳴を聞きながら、春亮は目を瞑つむった。

　すいません。いろいろすいません。

　あと、何よりも。

　やっぱりこのはに先生役はいろいろまずいようです。
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　傷一つ付けずに少年達を解放すると、彼らは泣きながらほうほうの体ていで逃げていった。何か嫌いやなトラウマが作られていないことを願ねがいたい……蝶ちようの仮面を見ると身動きが取れなくなるとか。

　彼らが返してきた賽銭を神かん主ぬしに渡し、もう賽銭泥棒はしないと約束した、と報告する。神主は驚おどろいていたが、最後にはほっとした表情でお礼を言ってきた。本当に助かりましたお茶でもどうですか、という神主の誘いを固辞し、春亮達は祭りへと戻る。

「ぐあー、すげぇ疲れた……」

「よいことをしたぞ。多少私の予定とは違ったが、結果オーライだ」

「人助けは気持ちよいものじゃね。あれ、どうしたの、このさん」

「……話しかけないでください。わたし今、自じ己こ嫌けん悪お中ですから……」

　フラフラと頼りない足取りで歩くこのはが、自分の顔を片手で覆おおうようにしながら深く嘆たん息そくした。

「そろそろ帰るか。だいたい回ったみたいだし」

「なに！　祭りは今日きようしかないのだぞ！　祭り限定の素す晴ばらしい食べ物とか出し物とかを見み逃のがしておるかもしれんのだ、まだ帰るわけにはいかん！　とう！」

「重い!?」

　フィアがいきなり春はる亮あきの身体からだを駆かけ昇る。重さに耐えかねて腰を下げてしまうと、その隙すきにフィアは再び春亮の肩に乗っていた。

「またこれか、なんだよ!?」

「高いほうが見やすい。まだ回っていない屋台もこれなら見つけられるだろう。せっかくの祭りだ、骨の髄ずいまでしゃぶり尽くしてやらねば！　さあ行け春亮、まだ見ぬ楽しみのために！」

「はぁ……お前を説得する気力もないよ。もう一回りするだけだぞ」

　ぺちぺち頭を叩たたいてくるフィアを肩車したまま、さらに屋台の前を歩く。既すでに祭りも佳境を過ぎ、人も次第に少なくなってきていた。暇ひまそうに鉄板を掃そう除じしている大判焼き屋にも、売れ残った風船を萎しぼませている風船屋にもフィアは興きよう味みを示さない。その小さな手で春亮の髪をたまに思い出したように搔かき回すだけで、静かなものだった。

「なあ、もう全部見ただろ。フィア……フィア？」

「……」

　そのとき、急に後頭部の重みが増した。同時に、指に水風船を引っ掛けたフィアの手がずるりと春亮の眼前に滑すべり落ちてくる。

「……くー」

　寝ていた。肩車されたまま、春亮の頭に抱きつくように。

　はしゃぎ疲れて電池が切れたのだろう。ふぅ、と春亮は苦笑しながら息を吐く。

「……帰ろうぜ、このは。黒くろ絵え」

「ですね」

「りょうかいー」

　三人で、行きと同じように石段を下り始める。違うのはフィアが静かなことだけだった。

「すぴー……すぴー……」

「なんて幸せそうな顔。ちょっとむかつきます。わたしにあんなことやらせておいて」

「初めてのお祭りだからな。しょうがないだろ──初めて学校に来たときも、人が多い、ってだけで感動してた奴やつだし」

「でも、楽しかったねぇ。帰ってきた甲か斐いがあった」

　てこてこと春はる亮あきの横を歩きながら、黒くろ絵え。

「だったら、またすぐフラッと旅に出たりすんなよ。行くのはいいけど、せめて予定をちゃんと教えてから行け」

「そうじゃね。でも当分は止やめちょくよ……ふぃっちーがいるようになって、ますます退屈しなくなったから。あの家」

　左手に、柔らかな感触。黒絵が手を握ってきたのだ。視し線せんを向けると、

「せっかくのお祭りじゃし、雰囲気を作ってみようと思って」

「雰囲気？」

「そう。ふぃっちーを肩車しちょるハル、なんか一家の大黒柱みたいじゃもの。家に帰るまで、もっと大黒柱っぽい雰囲気を醸かもし出させてあげようかなと」

「意味わかんねぇ。大黒柱とか言われると、もっと苦労しろ、って言われてるみたいな気になるな……」

　それでも黒絵の手を振ふり解ほどく気にはならなかった。そこから数歩歩いたところで、今度は右手にも柔らかい感触を感じる。このはは挙きよ動どう不ふ審しんに視線を彷徨さまよわせつつ、

「えと。仲間外はずれは嫌いやなので、その……べ、別にフィアさんと黒絵さんが子供役で春亮くんがお父とうさん役なら一個役やく柄がらが空あいてるなーってそういうことではなくてですね、なんというか、ええと、気分です。気分」

「……？　それもよくわからん……」

「か、簡かん単たんに言えばあれです、下げ駄たが歩きにくくてちょっと不安だとかそんな感じで理解していただければ！」

　それならわからなくもない……このはは下駄とか履はき慣なれているような気もするのだが、夜道は勝手が違うのかもしれないし。仕方ないだろう。

　フィアを肩車して、両手で二人ふたりと手を繫つないで、家路を辿たどる。

　もはや一同に言葉はない。その落ち着いた歩みのリズムに誘われ、春亮はぼんやりと今日きよう一日のことを思い出していた。自然と顔が綻ほころんでしまうような、記き憶おくの反はん芻すう。

　出がけにあった浴衣ゆかたファッションショー、祭りを楽しむフィア達の騒さわがしさ、少年達を多少やりすぎな感じで懲こらしめたこと……そして、賽さい銭せん箱ばこの前で目を閉じていたフィアの姿。今日一日の中で最も印象深く、最も大切に覚えておくべきだと思えるような──呪のろわれた彼女が発した、祈りと願ねがいの光景。それを思い出した。

　胸中に満ちているのは、その光景を見たときと同じ、ひどく温かな確かく信しん。

　ああ、フィアは願いを叶かなえるだろう。彼女にとって、その願いは自分全すべてを賭かけても惜しくないほど純粋で、確固たるものだ。その願いというものの崇すう高こうさを知っているからこそ、彼女はそれが籠こもった賽銭を盗んだ子供達を懲らしめることにしたに違いない。
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　他人の願ねがいすらも守ろうとする気持ち。そんな優やさしさがあれば、何も心配はないと思える。それこそが、フィアが願いを叶かなえるに必要なものだからだ。

「むにゃ……たこやき、あつくて、まるくて、うまいぞぉ……むふふ」

　どこか心地ここち好よい後頭部の重みがそんな寝言を漏らし、春はる亮あきは小さく肩を揺らした。

　歩みに従って、背後に聞こえていた祭まつり囃ばや子しが、人々の喧けん騒そうが──つまりは祭りの気配けはいが、次第に遠ざかっていく。そこに感じるのは、どこか物もの寂さびしく、けれど眠りに落ちる間ま際ぎわのように穏おだやかな感覚。

　だからきっと、フィアが正しいのだ。この帰り道には、ただ幸せな夢があればいい。

　祭りの名残なごりを惜しむように、フィアの指に結ばれていた水風船がちゃぽんと揺れた。
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　文化祭が終わって数日後──何の変哲もない平日の朝。

「んじゃ行くかー」

　登校の時間になり、夜や知ち春はる亮あきはいつものようにのんべんだらりと玄関を出た。勿もち論ろん、その後には同居人達が続く。

「行ってきまーす。あ、いいお天気ですね」

「むわぁぉふ……行ってくるー」

　このははおさげを揺らしながら、フィアは大きな欠伸あくびを漏らしながら、そんな声を玄関口に響ひびかせる。それは普段ふだんとは違い、誰だれも残らない家に向けて発するただの儀ぎ式しきのようなものだった。いつものように「行ってら～」などという言葉が返ってくることはなく、代わりに、

「ん、行こー。ここからうちの長く険けわしい散歩ロードが始まるのであった……」

「別に長くも険しくもないのに。ていうか一いつ緒しよに出るの、わりと久しぶりな気がするな」

「そうじゃったっけ？」

　などと言いつつ、いつものぼんやり眼まなこで黒くろ絵えがとことこと玄関を出てくる。黒絵は普段なら自分が経営している美容室《壇だんノの浦うら》の開店時間ギリギリまで家でダラダラしているのだが、たまにこうして早めに家を出ることもあった。散歩がてら春亮達と一緒に通学路を学校まで歩き、それから商店街の店へと向かうのだ。

　ともあれ、全員が出かけるとなれば戸と締じまりはしっかりしておかなくてはならない。玄関と門の鍵かぎをきちんと掛けてから、出発進行。いつもの通学路を歩き始める。

　そこに何も変わったところはない。しかしほどなくして春亮は気付いた。道ゆく人々の視し線せんが──どことなく、普段より多めにチラリチラリとこちらに向いている、ような。

（うーむ。やっぱいつもより目立ってる……のか？）

　春亮はそっと首を回し、軽く背後を窺うかがう。よくよく考えれば当たり前か、とすぐに思った。自分はもう慣なれてしまったが──まずこのはは高校生らしかぬ破は壊かい力りよくのあるボディをしているし、フィアはフィアで人目を集めて当然の外見だし、そして今日きようは二人ふたりに加えてやたらちっこくて寝ね惚ぼけ眼まなこの幼女が一人ひとり私服姿で長い黒髪を揺らしている。それぞれの特徴といいその三人の組み合わせといい、目立たないはずがなかった。

　そんなとき、春亮の耳に三人の会話が届いてくる。

「なあなあ、クロエよ。前から聞こうと思っておったのだが、お前は学校には行っておらんかったのか？」

「あー、通いはしちょらんね。うちはそれなりに人間の世界に慣れちょったし、まずお店開くことにしたからなー。でも学校に行ったことはあるよ？　ハルが中学生のころ」

「……意味がわからん」

「中学校に行ったって……それは単に遊びで制服着て忍び込んだだけじゃないですか。傍はた迷めい惑わくにも」

「うんうん、迷めい惑わくをかけるのはいけんよねー。でもあのときはこのさんも一いつ緒しよじゃったような気がするんじゃけど」

「うっ……それは、確たしかにそうですけど……あ、あれはなんというか春はる亮あきくんの学校での様よう子すがどうしても気になって仕方なく、つまりはこう、保ほ護ご者しや的な使命感から出た行為なわけで、ですね!?」

　このはがおたおたと言いい訳わけのような言葉を発するのを聞きつつ、春亮は嘆たん息そくした。なんとなく思い出してしまった……あのときはいろいろ大おお騒そう動どうになって大変だったのだ。

「むむぅ。チューガク、なぁ。何やら羨うらやましいぞ」

「そう？　中学がレベルアップしたのが高校じゃから、今高校生なふぃっちーが気にすることないと思うけど。むしろうちのほうが羨ましいよー」

「ほう。なぜだ？」

「それは、だって高校じゃもの。中学とはあらゆる意味でレベルが違う。ああ高校、それは大人おとなの階段を上りつつある少年少女達の園その──そこでは日夜オトナなイベントが繰くり広げられているに違いない。放ほう課か後ごの教室で、校舎裏で、体育倉庫で……！」

「オトナのイベントに、体育倉庫……？　よくわからん」

　何やら会話の内容がおかしくなってきた。歩きながらまた春亮が視し線せんを背後に向けると、そこでは黒くろ絵えがフィアの耳に口を寄せて何かをぼそぼそ呟つぶやいていた。

「ではヒントだけ……マットに……縄なわ跳とび……さらには、なんと、跳び箱……ひそひそ……」

「く、黒絵さんっ！　何ヘンなこと教えてるんですか、ふしだらな！」

　顔を赤くしたこのはが黒絵の襟えり首くびを摑つかんで引っぺがす。黒絵は、このさんに怒られたー、といつもの寝ね惚ぼけ眼まなこでされるがまま。なぜか微妙に楽しそうだった。一方フィアはむぅぅぅと頰ほおを膨ふくらませて、

「こらウシチチ、邪じや魔まするな！　まだ何も聞いておらんのだぞ！」

「聞かなくていいんです！」

「……おいお前ら、もうそろそろ学校だぞ。生徒も多くなってきたし、頼むからあんまり恥ずかしいことはしないでくれよ……」

　そろそろ春亮としても見過ごせなくなってきた。半はん眼がんで言ってやると、

「なにおう!?　恥ずかしいのはこいつだけだ、具体的にはとてもイビツな肉部位をアピールしておるのがハズカシイ！」

「い、歪いびつ？　ついに形まで攻こう撃げきし始めましたか、それは看かん過かできませんよ！　いいですか、形にはそれなりに自信があってですね……！」

　さらに恥ずかしい言い争いを始めた。いつものことなので、やはりいつものように春亮は軽く他人のふりをしてまた歩を進める。もう目的の校舎の姿は視界に入っていた。

「いいねえ、ハル。学校でも二人ふたりと一緒じゃと退屈せんじゃろ。やっぱり高校も楽しそうじゃなー」

　いつのまにか隣となりを歩いていた黒くろ絵えが、ちらりとこちらを見上げて言った。普段ふだん通りのぼんやりした無表情だが、その頰ほおだけは小さく緩ゆるんでいる。

「……たまには、のんびり退屈したいなーって思うときもあるんだぞ……？」

　春はる亮あきは肩を落とし、力なくそんな言葉を返すしかなかった。




「んじゃ行ってくるなー」

「よし、今日きようも一日勉強してやるか。お前も仕事を頑がん張ばるのだぞ」

「しっかり働かないと駄だ目めですよ、黒絵さん」

「うい。ばいばいー」

　ひらひらと手を振って、黒絵は校舎に入る春亮達を見送る。

　そして一人ひとり校門前に取り残された。やーんあのちっこい子可愛かわいいー、などという言葉が登校してくる生徒達の間で囁ささやかれるのが耳に入り、愛あい嬌きようでも振りまけば飴あめ玉だまの一つくらい貰もらえるかなと思ったが、もうそろそろ商店街に行って開店準備をしなくてはならない時間だった。微妙な名残なごり惜おしさを感じながら踵きびすを返す──と、そのとき、登校してきた一組のカップルと擦すれ違った。

「ね、古文のプリントやってきた？」

「いや、昨日きのうのテレビがクソ面おも白しろくてさ。後で見せてくれよ、な？」

「仕方ないなぁ……みんなには内ない緒しよだよ？」

「やりぃ。だから好きなんだよ、お前、優やさしいからな」

「も、もう、こんなところでそんなこと言わないでよ……」

　仲なか睦むつまじい、という言葉がぴったりの二人ふたりだった。手を繫つなぎ、幸せそうに笑い合っている。男のほうは長めの茶髪で、着崩した制服、指や手首にはいくつかのシルバーのアクセサリをつけている。手にした鞄かばんにもクロスやぬいぐるみのキーホルダーが何個もついており、全体的にいろいろ装飾過多ではあったが、今風のイケメンであることには間違いがない。一方女子のほうはセミロングの髪に眼鏡めがね、特に特徴もない顔立ちと、彼と比べれば多少地味な印象だ。

「……！」

　黒絵は足を止め、二人の姿を目で追いかける。いや、細かく言うなら、その男子の姿を。

　視し線せんが離はなせない。吸い寄せられている。

　衝しよう動どうがあった。

　見た瞬しゆん間かんから、気になって仕方がなくなってしまった。

　話しかけたい。ああ、しかし──自分でも、これはどうかと思う。ただの錯さつ覚かくなのかもしれない。いや、それでも、この胸の内に湧わき上がる感覚は──

　そうこうしているうちに、二人はそのまま校舎の中へと入ってしまう。その姿が見えなくなると、黒くろ絵えは目を閉じ、小さな溜ため息いきをついた。

「どうするかねえ……」

　自問してから、そっと目を開く。そのときにはもう、答えは出ていた。

　放っておけば──この衝しよう動どうをなかったことにしたら、きっと。

　自分は、後悔する。

「……」

　黒絵は再び、校門に背を向けて歩き始めた。商店街という目的地は変わらない。

　けれど、店に着いてすべきことは変わっていた。

　開店準備ではなく。

　まずは《本日臨りん時じ休業》の張り紙をしなくてはならない。
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　一時間目の授業が終わった休み時間。春はる亮あき達はいつものように自分の席の付近でダベっていた。渦か奈なはさっきトイレに行ったので、フィアに泰たい造ぞう、そして錐きり霞かというメンバーだ。《世界史の小こ西にし先生はヅラか否いなか？》という現在の議ぎ題だいを一番熱あつく語っているのは、勿もち論ろん最初にその問題を提起した泰造で、

「間違いねぇよ。どう考えても不自然だよ。物理法則を無視してるぜ、あの盛り上がり方は」

「うむうむ。全面的に同意するぞ、タイゾーよ」

「人の身体的特徴をどうこう言うのはあまりいいことではないぞ……馬ば鹿かげている。しかし一応、私の意見を伝えておくと、だ……植えているのではないか？」

「おおぅ。よくないとか言っときながら、いんちょーさんまで」

「わ、私も気になるものは気になるのだ、仕方ないだろう！　あの生はえ際ぎわ！　生え際が！」

　そんなとき、渦奈が黒絵と手を繫つないで教室に帰ってきて、

「ただいまー。なになに、ヅラ？　ヅラ話？　おっと、ならばヅラ研究家のこの渦奈さんを抜きに話してもらっては困りますにゃー。何を隠そう、教頭が全校集会でカミングアウトしてその人気を高めることになった《五月の乱反射事件》の陰かげの立役者はこのあたしであり──」

「おう、お帰り。研究者だったのかよ、初めて聞いたぞ。で……」

　軽く声をかけてから、顔を戻す──が、そこで春亮の脳に凄すさまじい違和感が満ちた。「!?」と首が捩ねじ切れんばかりに二度見して、

「これはいいタイミング。髪のことならうちにお任せ……それが本物か偽にせ物ものかどうかなど、うちの観かん察さつ眼がんにかかれば一いち目もく瞭りよう然ぜんー」

「黒絵!?　な、なんでここにいるんだ!?」

　トイレの帰りに出会ったのですー、と手を繫いでいた渦奈が舞ぶ踏とう会かいのダンスのように黒絵の身体からだを回転させる。されるがままになりながら、黒くろ絵えはいつものぼんやり眼まなこでこくこくと頷うなずいていた。勿もち論ろん、着ているのはこの学校の制服だ。おそらく一番小さいサイズのものだろう……しかし黒絵の小さな身体にはそれでもジャストフィットとはいかず、微妙に丈たけが余っている。

「まったくだ、どうしてこんなところにおるのだ!?　それにその制服はどうした、サヴェレンティにでも借りたのか？」

「いや、さすがにサイズが合わんじゃろ。これはクリーニング屋さんにコレクションを貸してもらった」

「待てお前ら、そんなことはどうでもいい。それよりもなんで学校なんかに──って!?」

　そのとき、黒絵の存在に気付いたクラスの生徒達がズドドドと席の周りに集まってきた。男女問わず目をキラキラさせて、

「うわー、わー！　この子あれだよね、体育祭のときに応援してた子！　可愛かわいいー！」

「そうだ、あのとき聞き出したぞ！　あれだな、遠い親しん戚せきの人で、春はる亮あきんちに部へ屋や借りてて、こう見えて二は十た歳ちの美容師さんで！　子って言うな、失礼だぞ！」

「前にビラ配ってたじゃない、あのお店よ。えっと、覚えてます？　先月くらいに髪切ってもらったんですけど──」

「俺おれんち商店街で整せい体たいやってるんだけどさ、この人の話するときだけ、あの頑がん固こな親おや父じがまるでアイドルの追っかけみたいな目で可愛さを力説してキモいことキモいこと……！」

「よーし、並んだ並んだ。質問は一つずつ！　サインは求めないように！」

「泰たい造ぞう、邪じや魔まだ！　麗うるわしいお姿が見えねえ！」

　フィアが初めて学校に来たときのことを思い出す……騒さわがしいことこの上ない。

　ともあれ、まずは事情聴ちよう取しゆだ。やっぱり賑にぎやかじゃねー、とのほほんとしている黒絵に近付いて問とい質ただそうとする。すると逆に黒絵のほうから腕を摑つかまれた。

「ま、とりあえず説明はせんとね。落ち着けるとこ行こう」

「説明をしてもらうのはいいんだが、おい、引っ張るな……っ」

「ふぃっちー、あとのことは任せた！　なんでも話してあげてよいよ、一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ったこととか！」

「こら、任せられても困るぞ！　私も連れてけ──おわ!?」

「お風呂だって!?　フィアちゃん、そのことについて詳しく！」

「引っ込みなさい男子！　むしろあたしたちに教えて、あの髪のケア方法とか！」

　ひょっとしたらフィアを囮おとりにしたのだろうか。クラスメイト達がフィアに殺到し、その隙すき間まを縫ぬって黒絵は教室を脱出する。手を引っ張られたままなので、春亮もそれについていくしかない。

　黒絵は廊下をぱたぱた走って校舎の端まで移動する。ここで話をするのかと思いきや、さらに彼女は周囲を見回した。

「んむ。ここに入ろう」

「は？　どこに入るって……おい、こら！」

　黒くろ絵えがぐいぐいと春はる亮あきを押し込んだのは、廊下の突き当たりに設置されていた掃そう除じ用具入れだった。突然のことだったので抵抗もできない──視界は一いつ瞬しゆんで薄うす暗くら闇やみに包まれ、スチール材の軋きしむ音と共ともに扉とびらが閉まる。窮きゆう屈くつだった。片足は中にあったバケツの底を踏んでいて、背中に当たるのはモップの柄えの感触。そして身体からだの前面には──制服を着た黒絵の、小さくも柔らかな身体がぴっとりとくっついている。この空間に満ちる雑ぞう巾きん臭しゆうを打ち消すほどのいい匂においが、鼻先をくすぐるその髪から漂ってきた。

「こら、なんのつもりだ！」

「まあまあ、落ち着いて。うちは一応部外者じゃし、あんまり先生とかに見つかりたくない」

「な、なら初めから学校になんか来るなよ……！　つーか本当に何しに来たんだ、仕事はどうした!?」

「お店はとりあえずお休み。それより大事なことが……ハルに手伝てつだってほしいことが、ある」

　腰に回されていた黒絵の腕に、きゅ、と小さく力が込められる。その声のトーンはどこか真剣なもので──だから、なんとなくわかった。黒絵は本当に、ただ遊びたいが為ためにここに来たのではないのだと。

　春亮は僅わずかに眉まゆを寄せ、薄暗闇の中にある黒絵の頭を見下ろす。

「……一応、聞くだけは聞いてやるけど。仕事より大事って、何の手伝いだよ」

「捜したい、人が、おって……この学校の人で、顔はわかるけど、名前とかはわからなくて」

「人捜しか……で、なんでその人を捜してるんだ？」

　何かを考えているかのような、数秒の間があって。

　ゆっくりと、黒絵の顔が上がる。そして聞こえてきたのは──

「えっと……一ひと目め惚ぼれ？」

　衝しよう撃げき的てきな言葉だった。小首を傾かしげており、しかも微妙に疑問形なのが気にはなったが、何はともあれ衝撃的だった。

　無言で見つめ合う。

　掃除用具入れの外から、休み時間の終わりを告げるチャイムが遠く聞こえてきて。

　それは授業をサボって今から手伝えということなのでしょうか、という言葉が脳のう裏りに浮かんできたが、口には出さなかった。答えがわかっていたので、口に出す必要もなかった。

　うんと言わない限り外には出さない、とばかりに、黒絵の細い腕がぎゅうぎゅうと春亮の腰を絞め続けていたからだ。
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　不可解だ。とフィアは思う。

　二時間目、英語のリーダーの授業中である。元々英語はマスターしていたので、今いま更さら授業で学ぶようなことはほとんどない。シャーペンを苛いら々いらとノートに打ちつけながら、フィアはちらりと視し線せんを動かした。

　隣となりの席は未いまだに空席だ。春はる亮あきは──そしてどういうわけか制服を着て学校に現れた黒くろ絵えも、休み時間から帰ってきていない。二人ふたりはどこへ行ってしまったのか。二人で何をしているのか。謎なぞだらけだ。

（いや、待てよ？）

　シャーペンの動きが止まる。登校の途中で話したことを思い出していた。

（クロエは……そう、高校に憧あこがれているようだったな。そしてどう憧れているのかというと──よくわからんが、オトナのイベントがどうこうとか言っていて、しかもウシチチの焦あせりっぷりから判断するに、それはどうやらハレンチなことのようだ。つまり──）

　脳内コンピューターがかちゃかちゃと解を導みちびき出していく。

　黒絵は、春亮と一いつ緒しよに。

　せっかく高校に来たのだから、高校らしくオトナなイベントを体たい験けんしたい、と。

　二人でハレンチな遊びをしようとしている？

「……いかん！」

　がっ、とフィアは椅い子すを倒して立ち上がった。いかん、それはいかん。なぜならハレンチなことはハレンチだからだ。いくら黒絵といえどもさすがにそれは見過ごせない。今いま頃ごろは体育倉庫とかに二人で籠こもっていて、

（おお……マットに、縄なわ跳とび、そして……あろうことか、跳び箱で……！）

　きっと二人で飛び込み前転の練習でもしているのだろう。二人で笑い合いながら二重跳びの回数でも数えているのだろう。ああ、跳び箱でも、何か想像を絶するような跳ちよう躍やく方法を二人で試したりしているに違いない。そしてそれらはきっと、自分の理解を超えた、恐ろしくハレンチな意味を内包した行為なのだ……！

　と、そこで教室中の視し線せんが集まっていることに気付く。そう言えば授業中だった。

「あの……キューブリックさん？　な、何がいけないのかな……その、ネイティブの君にとっては、先生の発音は悪いのかもしれないけど……ええと」

　妙にビクビクと言ってくる英語教師を見ながら考える。今更後には引けない。ここは一つ、思いきってやってみるしかないだろう。《仮病でサボる》という荒技を！

　サボるのが初めてでも恐れることはない。病気というものを体験したこともなかったが、それも心配無用だ。授業中に保健室に行く生徒の姿くらいは今まで何度も目にしている。それを真ま似ねればいいだけだ。

　記き憶おくを探り、以前にクラスの女子が授業を抜けていたときのことを思い出す。あれこそが最も一般的な風か邪ぜという疾しつ病ぺいだったのだろう。確たしか、熱ねつがどうこうとか言っていた……そして、くらくらするので保健室のベッドで休ませてください。一人ひとりで大丈夫です。と。

　そのままだとさすがにバレるかもしれない。多少はアレンジを加える必要があるだろう。言葉を微妙に変えて、順番も少し変えて、ええと熱というのはきっと身体からだが熱あついということだから──

　よし、とフィアは頷うなずき。

　教室中に響ひびき渡る大声で、元気よく力強く、自分の症状を叫んだ。

「センセイ！　その……身体が火ほ照てっておって、なんというかこうムラムラするので、一人で保健室のベッドに行きたいのだがいいだろうか!?」

　ぽかんとした目が教室中から返ってきた。アレンジしすぎて何か不自然な部分があったのかもしれない……まぁ、何も言わないところを見ると、きっと日本語が不ふ慣なれなせいだと解釈してくれたのだろう。

　なので勿もち論ろん、教師は保健室行きを許可してくれた。何やら「深くツッコむのも面めん倒どう臭くさいな」的な諦てい観かんがその引ひき攣つった顔に漂っている気もしたが、それはきっと気のせいだ。

　初はつ体たい験けんの仮病はそうして大成功し、フィアは意い気き揚よう々ようと教室を出る。

　自分の演技の才能が恐ろしく思えた。




　黒くろ絵え達を捜すべく、人ひと気けのない授業中の廊下を歩き始める。見知った顔にはすぐに出会えた。しかしそれは捜していた彼女達ではなく、むしろあまり会いたくない女の顔だったが。

「むっ」

「あ」

　女子トイレから出てきたこのはが眉まゆを寄せて睨にらんでくる。勿論睨み返した。

「何してるんです？　今は授業中ですよ」

「それはこっちの台詞せりふだ」

「わたしは普通にトイレですよ。別に誰だれに咎とがめられる謂いわれもありません」

「ふん。ならばさっさと教室に帰れ」

「残念ながらわたしのクラスは自習中なので、少しくらい立ち話しても平気です。それよりあなたのクラスはちゃんと授業しているはずですよね？」

「うっ……」

　じー、と仮病を見抜いているかのような瞳ひとみ。これはまずい。刹せつ那なに思考を巡らせて──騒さわぎたてられて教室に連れ戻されるよりは、こいつを仲間に引き込んだほうがいいという結論に至る。黒くろ絵え達が体育倉庫にいるとも限らないのだ、人手は多いほうがいい。こいつの手を借りるのは少しばかり気に食わないが、必要経費として我慢しよう。

「待てウシチチ、私の話を聞け。実はだな……」

　黒くろ絵えが来たところから、自分の想像も交えて説明を始める。

　そして一分後──

　このはは眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを愕がく然ぜんと見開き、廊下に手をついてへたり込んでいた。

「あ──ああっ！　体育倉庫で……と、跳とび箱ばこを……開けたり閉めたり……！」

　顔がん面めん蒼そう白はくだ。どういう想像をしているのかはその呟つぶやきを聞いてもよくわからなかったが、とにかくハレンチなものであろうとは思う。

「お、落ち着かないと……いくらなんでも、そんなことは。ああ、そう、普通なら万が一にもありえませんが……黒絵さんなら、黒絵さんが来ているのなら、最悪の可能性を考こう慮りよして動いたほうが……いや、でも……！」

「何を考えておるのかは知らんが、とにかく事情は伝えたぞ。一つだけ付け加えるなら『実際に黒絵と春はる亮あきは二人ふたりして授業をサボっておる』──これだけは確たしかな事実だ。後はお前の好きにしろ。ではな」

　とりあえず教室に連れ戻されることはなさそうだったので、フィアはこのはの横を通って再び廊下を歩き始めた。閑かん寂じやくな廊下に、ぺたぺたという上うわ履ばきの足音が響ひびく。

　同じ音が、すぐに背中を追ってきた。
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「さて次のクラス。おるかな、おらんかなー」

「……た、頼むからあんまりもぞもぞしないでくれ……」

　両肩にかかる重み──というか頰ほおに触れる太ふと股ももの柔らかさを感じつつ、春亮は小さく呻うめいた。

　廊下である。教室の中にいる生徒を捜さなくてはならないのだが、ドアを開けて覗のぞくという方法は少しばかり危険だ。少し音がしただけで教室中の注目を集めてしまうだろう──というわけで、春亮はこうして黒絵を肩車する羽は目めになっていた。その体勢で、黒絵が教室上部の窓から中を覗き込んでいるのだ。何か体育祭のときにもこんな太股地じ獄ごくになった気がする。

　しかしあのときとは違う部分もある。体育祭のときの黒絵はチア姿でブルマだったが、今は制服だ。頭頂部あたりでふわふわしているのはスカートの端だろうし、そして後頭部には──駄だ目めだ考えるな。

　代わりに別のことを考えた。それは勿もち論ろん、黒絵の目的について。

　一ひと目め惚ぼれだという。よくよく考えれば、黒絵から色恋の話など聞いたことはなかった。冗じよう談だんめかして、ということならいくらでもあるが──こんな、実際の行動が伴うようなものは初めてだ。

　いろいろ問題があるだろう、とまずは思った。黒くろ絵えは普通の人間とは事情が違うし、なんというか、見た目がこんなだし。

　けれど同時に、問題なんかないのかもしれない、とも思った。生まれはともかく、黒絵は今はほとんど人間と同じだ。見た目がどうでも、社会的地位としては二十歳の美容師、ちゃんとした社会人だ。ああそうだ、自分がどうこう言うことではない、ような気がする。彼女が誰だれかと付き合いたいとか言ったなら、それを尊重してあげなければいけない、のかもしれない。

　それでも──春はる亮あきとしては、何か胸の奥がむずむずするのだった。不安であるような、苛いら々いらするような、何かが恐ろしいような、そしてどこか……寂さびしいような、そんな気分になるのだった。なぜかはわからない。全然わからない。

　いや、そもそも。黒絵は本当に本気なのだろうか。

　視し線せんをちらりと上へ動かし、彼女の表情を見てみようとする。だがその瞬しゆん間かん、

「ひゃあ。……ハル、えっち。そっちこそあんまり動かんで」

「おわ、悪い！」

　見上げようとした拍子に、後頭部の角度が変わってどこかがどうにかなってしまったらしい。慌あわてて視線を足元に落とし、

「み、見つかったか？」

「んー、このクラスにはおらんようじゃね。次に行こうか」

　黒絵の調ちよう子しは普段ふだん通りだった。いつものようにとらえどころがなく、ぼんやりマイペースに動いているだけだ。だから聞けない。聞きたいことはあったが、聞けない。見つけてどうするつもりなのか。告白するつもりなのか。それから──

　などと考えていたときだった。横手から、

「ん？　おいお前達、何をしている？　今は授業中だぞ！」

　偶ぐう然ぜん通りがかったのだろう、そこにいたのは中年の男性教きよう諭ゆだった。春亮達の授業も受け持っている世界史の先生──つまるところ先の休み時間で話題になっていた小こ西にし先生である。不自然な髪型がチャームポイントだ。

「や、やべえ！　どうする!?」

「ここで捕まるわけにはいかん。逃亡一いつ択たくで」

「こ、このままかよ!?　つっても下ろす暇ひまもないし、ええい……！」

　黒絵を肩車したまま走り出す。こら待て、と小西先生も追ってきた。さらにスピードアップするしかない。黒絵の身体からだは軽いので、それほど苦しいということはなかったが──軽すぎるのも問題だった。走る反動でその身体が肩の上でぽふぽふと小さく跳はね、さらにそのせいで彼女のスカートがばさりと頭の上に覆おおいかぶさってきて──

「ひい!?　見えない！」

「わ。ハルがうちのスカートの中に……もう一度言う。えっち」

「んなこと言ってる場合じゃねえだろ！」

「大丈夫、前が見えなくてもうちがナビゲートする。シミュレーションゲームで鍛きたえたうちのＡＩ指示力の見せどころ。とりあえずそのまま真まっ直すぐ走ればオッケー」

「どう考えてもナビよりスカート取ってくれたほうが早はえぇよ！」

「なんと、うちにスカートを捲めくれと言うんじゃね。恥ずかしいな、うち……でも……ハルが、どうしてもって、言うんなら……ええよ……？」

「楽しんでるな!?　絶対楽しんでるよな!?」

　などとやりつつも、なんとか走りながらスカートを持ち上げることに成功した。よく考えれば、脚を摑つかんでなくても黒くろ絵えならそうそう転げ落ちたりはしないだろう。また何度か覆おおい被かぶさってくるスカートに辟へき易えきしながらひた走る。そんなとき、

「ああ、大事なことを言うのを忘れちょった」

「な、なんだよ!?」

　足を止めずに聞き返す。黒絵が身を捻ひねっているのが重心でなんとなくわかった。おそらく、後ろに迫る小こ西にし先生の姿を見ているのだろう。

　そして黒絵は真剣な声で告げた。

「正解は……《植えてる》！」

「心の底からどうでもいいっ！」




　なんとか小西先生（植えてる）の追跡から逃のがれることに成功し、次の休み時間を迎える。

　昇降口近くの自じ販はん機きで、一人ひとりの男子生徒が缶ジュースを買っていた。取り出し口からジュースを拾い上げたとき、ふと彼は何かの気配けはいを感じたように振り返る。そこにいたのは、どう考えても小学生か中学生くらいの体つきをした、一人の小さな少女。

　彼女は無言のまま、子供らしい仕し草ぐさで指を咥くわえて、じーっと彼のことを見ていた。

　うっ、と男子生徒は呻うめいてから、

「え、えっと……じ、自販機なら空あいた、けど？」

「……」

　ふるふる、と少女は首を横に振る。そしてまた、じー、と物欲しげな視し線せんを彼の手中のジュースに送る。うううっ、と男子はさらに呻き、

「お、おおっと、そう言えば丁度小銭を処理したいと思ってたんだ！　別に飲みたくないけどもう一本ジュースを買って誰だれかにあげようかなぁ！　コーヒー……じゃなくて、オレンジ、オレンジとかだなやっぱ！　はい出た、そして……うん、君にあげよう！　気にしなくていいよ、お兄にいちゃん、たまたま小銭を使いたかっただけだから！」

　相手も高校の制服を着ているのに、なぜか幼児に対するような口ぶりで言う。そして強引にジュースを渡された少女はびっくりしたようにそれを受け取ってから、どこかおどおどとした仕し草ぐさで彼を見上げ──微笑ほほえむ。

「ありがとお、お兄にいちゃん」

「ぐはぅっ！　お、おお……俺おれ、まだまだ、頑がん張ばれそうな気がしてきたぞ……人生を……！」

　胸を押さえつつ、男子生徒はよろよろと立ち去っていく。ばいばーい、と手を振りながらそれを見送った少女は、下げ駄た箱ばこの陰に隠していた缶ジュースの列に新たな一本を加え、

「むぅ……不ふ思し議ぎじゃね、見ちょるだけでジュースが貰もらえるなんて。もう五本も溜たまった」

「こ、こらぁぁぁっ！　タチの悪いたかり行為をするなっ！」

　人が少しトイレに行っている間に、こいつはなんということをしているのだ。

　春はる亮あきの言葉に、黒くろ絵えは僅わずかに口を尖とがらせて、

「だって……最初の人なんか、うちが要いらないって言っても強引にくれたんよ。拒否するのも失礼じゃろ。飲みきれんし、ハルもどれでも好きなの飲んで」

　ふう、と春亮は溜め息をつく。黒絵が能動的にタカったのでなければ仕方ない……のだろうか。いろいろ言いたいことはあるが。

「なんか胸が痛むな……でも今いま更さら返せねえし、一本だけ貰うか。走って疲れたしな」

「植えてる人、案外しつこかったねぇー。うちはこれにしよっと」

　などと言いつつ、小休止して二人ふたりでジュースを飲み始める。それが空からになったころ、再び授業の開始を知らせるチャイムが鳴った。空あき缶かんをゴミ箱に入れ、残りのジュースをポケットに突っ込み、また黒絵の捜し人のために歩き始めようとしたとき──

　彼女達は、現れた。

「ふっふっふ……」

「うっふっふふふ……」

「ひぃ!?　フィアに、このは……ど、どうした？」

　何か怒りのオーラのようなものが漂っているように見えるのは気のせいだろうか。二人とも笑ってはいるが、明らかに怖い。

「捜したぞ、二人とも……」

「ええ、捜しましたね。体育倉庫に校舎裏……しかし昇降口でジュースパーティとは、盲点でした。随ずい分ぶん楽しそうじゃないですか、ウフフ……？」

「授業をサボって学内デート。やはりな」

「なんと羨うらやまし……いえ、許せませんねぇ……」

　よくわからない。わからないが、とにかく危険だというのは理解できた。

「ま、待てお前ら、お前らは絶対に何か勘かん違ちがいしている。確たしかに授業をサボるのは悪いことだが、これには事情があって、だな！」

「……ハル、ごめん。このさん達に知られるとどうなるかわからんし、とりあえず事情は秘密にしちょってほしい。あまり大おお袈げ裟さにはしたくない」
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　黒くろ絵えが袖そでを引っ張りながら言う。だったらどう説明すればいいのだ、と春はる亮あきが八方ふさがりな状況に困こん惑わくしていると、

「何をぼそぼそ内ない緒しよ話ばなししておるか！　ハレンチ小僧め、そこへなおれ！　貴様の性しよう根ねは私が叩たたき直してくれる！」

「黒絵さんも！　遊びに来るだけならまだしも、春亮くんと二人ふたりで学内デートだなんて！　ふしだらすぎます、さすがに見過ごせません！」

「わー。とりあえず逃げよう、ハル」

「逃げたら余計に事態が悪くなる気もするんだがーっ？」

　突進してきたフィア達から逃のがれるべく、踵きびすを返して昇降口から外に走り出る。上うわ履ばきのままだが気にする余裕はない。フィア達も気にしなかった。奴やつらは本気だ。捕まればどんな折せつ檻かんを受けるのか……！　想像しただけで身み震ぶるいする。

　春亮と黒絵は校舎に沿うようにして敷しき地ち内ないを走った。さっきの先生のように誰だれかに見つかるということはなかったが、それはつまり誰にも助けを求められなかったということでもある。もし求めたところで、今のフィア達なら構わず叩たたきのめしそうではあるが。

「つーか駄だ目めだ、どう考えてもすぐに追いつかれるぞ！　なあ黒絵、大人おとなしく捕まって説明したほうが……」

「それは最後の手段じゃね。ハル、摑つかまって！」

　黒くろ絵えが急に足を止め、春はる亮あきの腕を強引に腰に回した。そしてちらりと頭上に目を遣やり、

「モード《カオティック忠ただ盛もり》！」

「そ、そこまでするのかっ？」

　黒絵の髪が、ざわざわと蠢きながら伸びる。それは校舎の遥はるか上、屋上のフェンスに絡みつき、リフトのように春亮達の身体からだを持ち上げ始めた。何か数日前にもこんなことがあったような気がする。

「ちい、やりおる！　次はアレか、屋上デートというわけだな！」

「屋上といえば青空、青空といえばお昼寝、お昼寝といえば……腕うで枕まくら!?　ああっ、つまり論ろん理り的てきに言って屋上もふしだらです！　不許可！」

　走って逃げられないなら縦たて移動、というわけだった。フィア達の声を足元に置き去りにして、春亮達は首尾よく屋上に辿たどり着く。ほっとしたのも束つかの間ま、

「あの二人ふたりならどうにかしてよじ登ってくるかもよ。早く移動して捜索を続けよう」

「うう、なんでこんなことになってんだ……？」

　ふらふらと屋上の出口に歩きながら呟つぶやくと、黒絵がぽつりと言ってきた。

「ごめん、ね。迷めい惑わくかけちょる」

　その横顔は噓うそをつかなかった。本当に申もうし訳わけないと思っているように、彼女は瞳ひとみを細めている。やっぱり真剣なのだな、と春亮は実感した。迷惑をかけているのを自覚していながらも、それでも彼女は想おもい人びとを捜すのを止やめようとはしない……それを真剣と言わずになんと言うのだろう。

　まだ、胸の中にはむずむずと騒さわぐものがある。けれど──彼女がそれを心から望むのなら、自分がどうこう言うのは筋違いだ。そう思った。

　だから春亮は小さく笑って、黒絵の頭を軽く撫なでる。

「乗りかかった船だ。こうなりゃとことん付き合うよ……逃げまくって、お前が捜してる奴やつも絶対に見つけるぞ」

「……ん」

　はにかむように、黒絵も小さく微笑ほほえんで。

　ありがとお、と言った。
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　しかし現実は甘くない。覚悟を決めたところで、それだけで全すべてが順じゆん調ちように動くようになるとは限らないのだ。つまり数十分後、春亮達は再び銀髪と眼鏡めがねの猟りよう犬けん達に追われる羽は目めになっており──しかもなかなか捕まえられないことに苛いら立だってか、二人ふたりの本気度はさらにアップしているようだった。

　授業をサボってゴメンナサイとやはりすぐに謝あやまるべきだったのではないかと思わないでもないが、今いま更さら後の祭りだ。再び舞まい戻ってきた一年の廊下を疾しつ走そうする。

　そこで三時間目終了のチャイムが鳴った。人が多くなれば逃げやすくなるかも、と期待したのは一いつ瞬しゆん。本気になったフィアは予想外の暴ぼう挙きよに出た。すう、と大きく息を吸う音が聞こえたかと思えば、

「一年二組の者ども、目覚めよ！　そして聞け！　春はる亮あきが授業をサボり、クロエと学内ハレンチ行為に及ぼうとしておるぞーっ！」

『な、なにィィィィッ!?　許せん！』

　瞬間、教室からわらわらと飛び出てくるクラスメイト達。春亮には、彼らがフィアに召しよう喚かんされた魔ま獣じゆうの群れのように思えた。無む論ろん、召喚主への忠誠心ステータスはＭＡＸ──やる気に満みち溢あふれている。黒くろ絵えとは先刻少し触れ合っただけのはずなのに、まるで彼女が命を賭としてでも救うべき姫ひめ君であるかのように、誰だれも彼もが黒絵を攫さらった魔王（つまりこの自分）を本気で捕まえようとしていた。勘かん弁べんしてほしい。

「春亮め、一人ひとりだけ美お味いしい思いしやがって！」

「捕まえたら黒絵さんと学内デートできるって!?　この命に代えましても！」

「『お兄にいちゃん』って呼んでもらえるオプションはどうやったら付けられる!?」

「お前ら、なんでそんなに本気なんだよ！　あと勝手な願がん望ぼうで話を変えるなっ！」

　Ｕターンすることはできない。そこにはフィアとこのはがグイグイと間合いを詰めてきている。前方を突破するしかなかった。春亮は無む我が夢む中ちゆうで黒くろ絵えの小さな身体からだを抱え上げ、廊下に立たち塞ふさがるクラスメイト達の手を搔かい潜くぐる。勿もち論ろん、包囲を抜けた後も追いかけてきたので足は止められない。

「ぐはぁ、キツイっ……！」

「ハル、どこかに少し隠れたらどうかな」

「それはいいアイデアだ。ええと……あそこしか思いつかん！」

　クラスメイト達が邪魔になり、逆にフィアとこのはの速度自体は落ちているようだった。その幸運を手放さないように走り続け、教員棟に侵入。息切れしながら階段を上り、とりあえず見える範はん囲いに追っ手がいないのを確かく認にんしてから、最上階にある一つの部へ屋やに走り込む。そこは春亮達にとっては馴な染じみのある理事長室で、

「……おや？　どうなさいましたか？」

「わー、黒絵ちゃん!?　どうしたの!?　制服だし、もしや転校、転校なのかなっ？」

　中には二人ふたりの女性──理事長の秘書たる北ほう条じよう漸音ぜのんと、そのお手伝てつだいメイドであるサヴェレンティがいた。あの奇怪な理事長の姿がないのはいつものことだ。

　やっほ、遊びにきたよー、と吞気のんきに片手を上げて挨あい拶さつしている黒絵を横目に見ながら、

「ええと、事情は話せないんですが！　今フィア達に追われてるんで、少し匿かくまってもらえないでしょうか!?　お願ねがいします！」

「はぁ……しかしフィア様達も理事長の大事なご友人でありますので、後で恨うらまれるようなことがあっては多少……せめて事情をお聞かせいただければ正当性の判断もできるのですが」

「うーん、別にどっちが悪いということもないんじゃけどなー。不幸な擦すれ違いの結果でこうなっちょるだけというか」

　そう黒くろ絵えが呟つぶやいたとき、メイド姿のサヴェレンティがすすすと漸音ぜのんに近寄った。その耳元に顔を近付け、

「あの、漸音さん。ボクにちょっと考えが。ロッカーで見つけたんですけど……あれを……してもらえば……取引……」

「──！」

　電源を供給されたロボットのように、無表情だった漸音の両目だけがカッと輝かがやく。勿論イメージだが、何か魂たましい的てきなものがインストールされたのには間違いがないだろう。

「では隣となりの部へ屋やへどうぞ。後のことはお任せください」

「よ、よくわかりませんがよろしくお願いします……！」

　突然の変心を訝いぶかしく思う暇ひまもない。横手の扉とびらから、理事長室の隣にある部屋へ移動する。そこは秘書室とでも言うべき場所で、大きなスチール机や、着替えが入っているであろうロッカー、お茶を淹いれるためのシンクなどがあった。一つの机の上にやたら大きなゾウのぬいぐるみが鎮ちん座ざしているのは見なかったことにしたほうがいいかもしれない。

　ともあれ春はる亮あき達がその部屋に入ってすぐ、隣の理事長室のドアがばーんと開かれる音がする。

「たのもう！」

「……いらっしゃいませ、フィア様、このは様。いかがなさいましたか？」

「こ、こんにちはー」

「おう、ゼノンにサヴェレンティ。一つ聞きたいことがある」

「春亮くんと黒絵さんがこの部屋に来たりしませんでしたか？　捜してるんですが」

　勿論、それはフィアとこのはの声だ。春亮達はドアに貼はりつくようにして耳をそばだてる。

「いえ……今日きようはお見えになっておりませんが。捜しておられるのであれば、夜や知ち様達が来られたらご連絡をさしあげましょうか？」

「う、むぅ。そうか。では来たらこいつの携けい帯たいにでも連絡を頼む。奴やつらに気付かれんようにコッソリとな」

「ここに逃げ込んだ可能性は高そうだったんですが……まあ、向こうも私達が捜しに来るのはわかっているでしょうし。裏をかかれましたか」

「えいくそ、逃がしてたまるか！　行くぞウシチチ！」

　そしてまたドタバタと二人ふたりが理事長室を出て行く音。どうやら無事に隠れ通せたらしい。やれやれ、と溜ため息いきをついたとき、ドアを開いてサヴェレンティが姿を見せた。

「えっへっへー。うまくいったねっ」

「お、おう。さんきゅな、サヴェレンティ」

「春はる亮あきくんも黒くろ絵えちゃんも友達だもん。フィアちゃん達を騙だますのは心苦しいけど、力になれるんなら全然オッケーだよ。でもね、漸音ぜのんさんを説得するのにちょっとだけ代金を払っちゃったから……はい、春亮くんは出て出て。黒絵ちゃんは残って残って」

「な、なんだ？　代金？」

　いいからいいから、と春亮は強引に理事長室に戻される。よくわからないが、とにかくフィア達から匿かくまってくれた漸音さんにお礼を言っておくか、と部へ屋やを見回し──

「あ、あの……漸音さん？」

「ご無事でなによりです。どうぞほとぼりが冷めるまでここでお過ごしください」

「は、はぁ。それはいいんですが」

「……何か問題が？」

　問題というか、ひたすらに不ふ審しんだった。なぜか漸音は床ゆかに片かた膝ひざをつき、どこからか取り出したデジカメを一分の隙すきもない構えで隣となりの部屋へのドアに向けている。決定的なものを見み逃のがすまいとするカメラマンのようだ……なんというか、大統領暗殺の瞬しゆん間かんを瞬まばたきもせず待ち構えているようなレベルの。

　とりあえず春亮はソファーに腰を下ろし、黒絵とサヴェレンティが出てくるのを待つ。

　そして数分後、

「で、できましたよ漸音さん！」

「よくわからんけど着せ替えられたー」

　サヴェレンティに背中を押されて出てきたのは、メイド服を着せられた黒絵だった。フリフリのスカートに、お洒落しやれなエプロンに、黒髪に映える純白のヘッドドレス。何やら無む性しように似合っている。サヴェレンティはにこにこと笑い、黒絵は強制コスプレにも拘かかわらずいつものぼんやり眼まなこで、そして勿もち論ろん漸音はその瞬間からカメラのシャッターボタンを連打。さらにはにじり寄り、角度を変え、覗のぞき上げるように見下ろすように、様々な写真を撮とりまくる。なぜか黒絵もまんざらでもなさそうに後半は自主的にポーズを変えたりしていた。

「あ、あの……？」

　その様よう子すを呆ぼう然ぜんと見つめていると、サヴェレンティが軽い足取りで寄ってきて、

「えへへ、ロッカーに替えのメイド服あるの知ってたからね。漸音さんなら黒絵ちゃんのメイド姿なんてゼッタイに見み逃のがせないだろうし、ていうかボクも見たかったし！　取引取引ー」

「さっきボソボソしてたのはこういう話だったのか……まあ、これくらいで身の安全が買えるなら安いもの……か？」

　すぐ出て行ったらまだその辺をフィア達がうろうろしているかもしれない。少しばかり時間を潰つぶさなくてはならないのは確たしかだ。黒絵も微妙に嬉うれしがってるように見えなくもないし、何も問題はない──と思うことにしておこう。

「うー、それにしても可愛かわいいよね！　今日きようからでも一いつ緒しよに働きたいよ！」

「……美容室が潰つぶれたら雇ってやってくれ」

「失礼な。そう簡かん単たんには潰れんよ、ハル……もとい、潰れませんよぅ。ごしゅじんさまー」

「ノリノリじゃねえか。ていうか今日きようも自主休業してるくせに」
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　ポーズを取りながら言ってきた黒くろ絵えに答えたとき、ふと疑問に思った。そうだ、黒絵は店を休んでまで学校に来ている。一ひと目め惚ぼれの相手を捜そうとしている。今までは勢いに押されて気付かなかったが……そこまで急がなくてはならないものなのだろうか。いくら気持ちが抑おさえられなくなっているのだとしても、これほど焦あせって捜す必要はあるのだろうか──？

　しかしその疑問は漸音ぜのんがすっと立ち上がったことで中断され、

「あ、どうですか、黒絵ちゃんの可愛さをバッチリ収められましたか漸音さんっ？　後でボクにも見せてくださいねっ」

「サヴェレンティさん、貴女あなたは一つ誤解をしています。これは別に、その、可愛さを収めることなどが目的ではなく──そう。今後もし人手が足りなくなり、補佐の追加募集をかけなくてはならなくなったときに使う募集要項の材料です。だから勿もち論ろん、貴女の姿も一緒に写真に収めなくてはなりません。『初心者でも先せん輩ぱいが丁てい寧ねいに指し導どうします』の図です。つまりはそういうことです。これは完全に業務的な必然性により行われる撮さつ影えいであって、可愛さを保存しようなどという意図はまったく存在しないのです」

　メイドが。ダブルで。そこに可愛かわいい以外の何が!?　というような本ほん音ねが、言葉とは裏うら腹はらにそのぎらぎらした瞳ひとみで語られている気がするのだが。気付かないふりをするのが優やさしさというものだろう。

「そんなわけで次は二人ふたりでの姿を撮とります。貴女あなたもこちらへ」

「は、はいぃ。お手柔らかにお願ねがいします……」

　撮さつ影えい会かいはまだまだ続きそうだった。
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　四時間目が始まり──人捜しを再開させ──しかし目当ての人間は見つからない。何かを勘かん違ちがいしている彼女らも諦あきらめない。諦めないのだから当然、逃げきるのは困こん難なんだった。

　そしてついに──執しつ拗ようで執念深い彼女達の手により、春はる亮あき達は追い詰められていた。

　逃げ場のない屋上。また黒くろ絵えの髪を使って垂直移動しようにも、上るのではなく下りるのならばあまり意味はない。彼女らは間違いなく飛び降りてくるだろう。

「は、話せばわかる！」

「何を……わかれというんですかねぇ？　二人でコソコソイチャイチャと……わたしだって、したいのを我慢──いえ、学校は勉強をするための場所だというのに……！」

　ダメだ、このははもはや眼鏡めがねの鬼き神しん。ならばと残った一人ひとりに望みをかけてみるが、

「なあフィア、お前はわかってくれるよな！　俺おれにやましいところは何一つなく──」

「死ネ」

　簡かん潔けつな一言でまったくわかってくれなかった。しかもルービックキューブをかちゃかちゃ回し始めるオマケつき。いかなる蛮ばん行こうが行われようと、ここにその目もく撃げき者しやはいないのだ……ぞっとする。

　ぺたり、と二人が一歩を踏み出す。死刑執行を告げる鐘かねのように、昼休み開始のチャイムが鳴った。その音色が消えるのに合わせ、黒絵が口を開く。

「うーむ……まあ、できれば一人で片付けたいなー、と思っちょっただけで、こんなことになれば別に話してもええんじゃけど」

「何のことですか？」

「ええとね、うちは人捜ししちょるんよ。それをハルに手伝てつだってもらっちょるだけ」

「信じられんな。だったら初めから言えばいいではないか」

　フィア達は油断せず、さらにじりじりと間合いを詰めてくる。引っ張りすぎたか……最初に説明すれば信じてもらえたのかもしれないが、あれだけ逃げ回った後ではなかなか説得力も生まれないだろう。どうしたものか、と春はる亮あきが頭を悩ませていたとき、

「まったく……何をしているんだ、お前達は！」

「げ、いんちょーさん」

　屋上の鉄てつ扉ぴを開いて現れたのは錐きり霞かだった。ポニーテールを風に靡なびかせ、細めた瞳ひとみで一同を眺める。

「二時間目から全すべてサボったな……クラス委員長として見過ごせるわけがない。まったく馬ば鹿かげている。いくら黒くろ絵えくんが遊びに来ているとはいえ……どういうつもりだ？　夜や知ちに、フィアくん、このはくんもだな！」

「キ、キリカ。これにはその、事情があって、だな」

「そう、そうなんです。ええと、お忍び学内デートが……」

　直接関係のない錐霞には、フィア達も強くは出られないのだろう。僅わずかに肩を縮ちぢめて、ぼそぼそと言いい訳わけのようなものを呟つぶやく。錐霞がそれで納得するはずはなく、彼女は次にぎろりと春はる亮あき達を睨にらんだ。春亮はうろたえるだけだったが、

「ふぅ……そうじゃね、第三者がいたほうが冷静に話を聞いてくれるかもしれん。説明できるところは説明するから、このさんもふぃっちーも聞いて」

　黒絵はそれを好こう機きと捉とらえたらしい。春亮に話したのと同じ内容を、フィア達にも説明し始めた。ひ、一ひと目め惚ぼれ？　とフィアにこのは、錐霞は驚おどろきの表情を見合わせる。それから真しん偽ぎを疑うような視し線せんが春亮に届いてきたが、勿もち論ろん、どうもそうらしいぞと首しゆ肯こうを返すしかなかった。

「クロエよ、どうしてそれを早く言わなかったのだ！」

「まぁ……まだ確かく証しようがない……じゃなくて、その、やっぱり恥ずかしかったから。でも話したものはもう仕方がない。捜すの、手伝てつだってくれん？」

「それは……別に、いいんですけど。黒絵さんが、一目惚れ……ねぇ……？」

　このははまだ納得がいかないように首を傾かしげている。その横で、錐霞が呆あきれたように大きく息を吐いた。

「馬鹿げている……別に授業中に捜す必要はないではないか。まぁ、顔しかわからないのならばそれも一つの手ではあるが……他ほかに何かヒントはないのか？」

「ヒントと言われても。登校してたときに擦すれ違っただけじゃし。シルバーの指ゆび輪わとか着けちょったけど」

「校則違反だが、今時そんな生徒は何人もいるだろう。授業中は外はずすのかもしれないしな……名前を呼び合っていたとか、クラスを言っていたとか、せめて何年生かとかはわからないのか」

「そんな話はしちょらんかったねぇ。しちょったのは……ん？」

　そこで黒絵がかくりと首を傾げる。何かを思い出したというように。

　それからややあって、

「そう、しちょった話は……確たしか、古文のプリントをやってきたかどうか、とか……？」

　錐霞がぴくりと眉まゆを寄せ、それから先刻以上の大きな嘆たん息そく。

「やれやれ──だったら授業中のクラスを端から回るより前にすべきことがあるだろう」

「どういうこと、いんちょーさん？」

「……私だったら、まず国語科教員室に行ってみるが」

　春はる亮あきは黒くろ絵えと顔を見合わせる。しばらくしてから、おお、と黒絵が手を打った。春亮も同時にそのことに思い至った。

　今までやってきたように、全すべてのクラスを一つ一つ回って捜す必要などなかった。

　古文のプリントについて話していたのならば、当然。

　黒絵の捜している人間は「今日きよう古文のプリントを回収するクラスにいる」のだと限定できるのだから。
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　国語科教員室に行って情報を仕入れる。怪け訝げんな顔を向けられはしたが、別に悪用できるような情報でもない。簡かん単たんに教えてもらえた──幸運にも、今日古文の宿題プリントを回収したクラスは二年生の一クラスだけ。午後の授業で回収する予定のクラスもないということなので、速攻で捜し人のクラスが特定できた。フィア達と共ともにその教室へ向かう。ちなみに錐きり霞かは「人の色いろ恋こい沙ざ汰たに首を突っ込む趣しゆ味みはない。午後からは授業に出ろよ」と教員室に行く前に自分の教室へ帰っていた。

　その二年生のクラスに到着し、黒絵が中を覗のぞく。だが目当ての人間はいないようだった。そこで春亮が同じクラスの人を捕まえ、黒絵から聞いた背せ恰かつ好こうや髪型、アクセサリーなどのヒントを基に確かく認にんを取ってみると──

「ああ、あいつなら昼はいっつも中庭で弁当食ってるよ。彼女と」

「あ、そうなんですか。ありがとうございました……って、彼女!?」

　話を聞いた男子と別れた瞬しゆん間かん、黒絵はぱたぱたと走り出していた。慌あわてて後を追う。

「ちょっと待て、彼女がいるなんて聞いてねぇぞ！」

「それはいろいろまずくないですか、黒絵さん!?」

「まずくないー。大丈夫大丈夫」

　明らかに大丈夫ではないのだが、黒絵の足は止まらなかった。仕方なくその後ろに続き、外そと履ばきに履き替えて中庭へ出る。

　一つのベンチを見据えて、黒絵は動きを止めた。あそこにいる男子が黒絵の捜していた人物なのだろう。話に聞いていた通りの外見だった。茶ちや色いろで長めの髪で、アクセサリーをつけており、恰好良くはあるが……

「ええと──わたしなりのぶっちゃけ評価を下してもいいですか？　一言で言えば、ものすっごくチャラいんですけど」

「その言葉の意味はよくわからんが、とにかく軟弱な外見をしておるな。香水とかもつけておりそうだ……クロエはあんな男が好みなのか？」

「こ、こらお前ら。でも、あの人で間違いないんだろ、黒くろ絵え？」

「間違いないね。鞄もある。好都合じゃ……さて、ここからはとりあえずうち一人ひとりに任せてくれんじゃろうか。見るのはいいけど、手出しはせんで」

「そりゃまあ、する気もないけどよ」

　そして黒絵はゆっくりと歩き始めた。少しだけ距きよ離りを置き、春はる亮あき達も後に続く。野や次じ馬うま根性と言われればそれまでだが、ここまで振り回されたのだ。いろいろ確たしかめたい。

　辛かろうじてベンチの声が聞こえる程度の距離を開けて、春亮達は足を止めた。黒絵はそのまますたすたと二人ふたりに近付いていき、

「……こんにちわ」

「は？」

「よっくんの知り合い？　一年の子……にしても小さいけど」

「いや、知らない子だって」

　困こん惑わくしたように顔を見合わせる二人。黒絵はさらにベンチに近付いた。

　その寝ね惚ぼけ眼まなこが瞬まばたきもせず捉とらえているのは、勿もち論ろん、一ひと目め惚ぼれしたと言った軟派な男の顔──




　では、なかった。




　鞄だ。

　ベンチの上に置いてある彼の鞄かばん。彼自身と同じく装飾過多な、キーホルダーやら何やらがジャラジャラついている鞄を、黒絵はじっと見み据すえていた。

　そして彼女は手を伸ばす。

　その装飾品の中から、一つの人形キーホルダーだけを外して摑み取る──

「お、おい！　何するんだお前!?　返せよ！」

　黒絵は男の言葉を無視した。静かな声で、問いかける。

「この人形は、手作りじゃね。誰だれが作った？」

「は、はぁ？」

「答えて。大事なこと」

「そりゃ……こいつだよ。彼女のプレゼント。だからお前にあげたりとかは──」

「そう。やっぱりね」

　黒絵が視し線せんを動かす。彼の隣となりにいた地味めな女子生徒が、なぜかビクリと背筋を跳はねさせた。無感情な黒絵の眼まな差ざしを恐れるように、その顔を地面に落としていた。

「……だったら、話を聞くべきは貴女あなたっぽい。ちょっと来てくれるかな？」

　女子生徒はしばらく押おし黙だまっていたが、やがて小さく頷うなずいた。微かすかに足を震ふるわせながら、ベンチから立ち上がる──

「おい待てよ、そいつどうすんだよ？　てかキーホルダーも返せよ、そりゃ大事なプレゼントで──」

　踵きびすを返そうとしていた黒くろ絵えが、くすくす、と笑った。無表情のまま、笑った。

「……心にもないことは言わんでええよ。貴方はこの人形を大事になんか思っちょらん。どう取り繕っても、うちにはそれがわかる」

　それは、傍はたから見ている春はる亮あき達でさえも。

　怖い、と思ってしまうような──

　冷たい言葉だった。

　だから男子生徒はそのまま呆ほうけたようにベンチに腰を下ろす。黒絵は女子生徒と連れ立って校舎裏のほうに歩き出していく。春亮達も距きよ離りを維持したままそれを追った。

　予想外の展開だった。わけのわからないことだらけだった。

　けれど、一つだけわかったことがある。確かく信しんできたことがある。

　黒絵が彼を捜していた理由は──

　一ひと目め惚ぼれなどでは、なかったのだ。




　人ひと気けのない校舎裏。二人ふたりは微妙な距離感で対たい峙じしていた。春亮達は校舎の陰からその様よう子すを覗のぞいている。

　女子生徒は俯うつむいて黙だまり込んでいるだけだった。その様子をいつもの眠たげな目で眺めていた黒絵が、やがておもむろにあの人形キーホルダーを持ち上げる。そして静かに言った。

「さて。貴女あなたは、どうして……この人形に呪いを込めたんじゃろうか？」
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　フィア達がはっと息を吞のむのがわかった。春亮はしゃがみ込んでおり、二人はその上から校舎裏を窺うかがっている状態なので、その表情は見えない。見えたのは、黒絵の言葉で女子生徒がびくりと肩を震わせる姿。しかし彼女はそこで顔を上げ、引ひき攣つった笑えみで言う。

「な……何を、言ってるの？　意味、わかんないよ」

「わかるはず。この人形は悪意を内包している。言ってしまえば、呪われつつある」

「だ、だから！　わかんないって言ってるでしょ！　よくわかんないけど話だけは聞いてあげようかなってついてきたのに、意味わかんない、帰る……だから返して、それ！　ただの人形、カレシにプレゼントした、ただの人形だから！」

「それは困るね。じゃあ、悪いけど」

　と、黒くろ絵えは人形を握っていたのとは別の手を伸ばし──

　その小さな人形の頭を、捥もいだ。

　特に特徴もない、デフォルメされた人の頭が外はずれる。黒絵はその首から指を突っ込み、中の綿をほじくり出した。ある程度の綿を抜き取ったところで、今度は指で摘つまむようにして、綿の間から何かを抜き取る。

　それは一本の髪だった。

「ただの人形に、どうして髪を埋め込むのかしらん」

「あ、あ……」

　静かな黒絵の声に、再び女子の顔が俯うつむいた。

　黒絵は待つ。春はる亮あき達も待つ。

　そして、彼女がどんな声をしていたかすら忘れてしまうほどの、長い長い無言の果てに。

「……た……」

「ん？」

「二ふた股また、かけられてるって……知っちゃったから……」

　ぽつり、ぽつりと。

　女子生徒は俯いたまま、語り始めた。

　彼は見た目通りにモテる。二股を知っても、自分が捨てられるのが怖くて追及できなかった。だから表面上は気付いていないふりをするしかなかった。それでも次第に我慢できなくなってきた。悔しくて、怒りたくて、憎くて──恋こい敵がたきが憎くて、二股をかけている彼も、まだ好きだけど、でもやっぱり憎くて。

「だから……軽い気持ちで……それ、作ったの。ネットで、恋のライバルと仲なか違たがいさせるおまじない、とか、そういうのに書いてあった、から」

「そう──仲違いとか、そんな指向性のあるものならまだよかったんじゃけど。これは違う。ええと、うちは霊れい能のう者しや的なアレなのでわかるんよ。もしこのまま何ヵ月も何年も、貴女あなたがこの人形を通して呪のろいを発し続けていたら……そうじゃね。あのカレシさんが交通事故くらいには遭あってもおかしくはなかったかも」

「そ、そんな……ただの、おまじないなのに……」

「おまじないはおまじないだとしても、貴女の悪意は──呪いは、本当にある。本当に人を害することがある。ま、それを信じるも信じないも勝手じゃけど」

「……」

「とにかくその呪いがあったから、うちはこの人形の気配けはいに気付いた。そして気付いたなら、見過ごすわけにはいかんかった。だからこんなことをさせてもらった。自己満足と言えば自己満足で、これ以上貴女をどうこうするつもりはないよ。でも、少しだけお願ねがいをさせてもらえれば……」

　その言葉は、優やさしく。

　そして、どこか、寂さびしく。

「──もう、人形は、呪のろうために使わんでほしい。呪われる人形なんか、作らんでほしい」

「でも、だって……私、どうすればいいの……？」

　女子生徒はその声も震ふるわせていた。

「それは、自分で考えんと駄だ目めなこと。このまま何も知らんふりを続けてもいいし、どっちを選ぶか彼を追及してもいいし、二ふた股またをかける男のことなんか忘れてもいい。いろいろ辛つらいことがあるかもしれんけど」

　黒くろ絵えはそっと歩を進めた。一歩。二歩。彼女の傍そばへ。

　それから、その小さな腕を伸ばして。

　震ふるえる女子生徒を、抱だき締しめた。

「──辛かったら、泣けばええよ。人形を抱き締めて、愚ぐ痴ちを言って、いっぱい泣けば。そういう役割で使われるんなら……きっと、人形も、文句は言わん」

「……ぐっ……ひっ……やだ、なんで私、泣いて……」

「いいのいいの。落ち着くまでこうしちょこう」

　ぽんぽん、と黒絵は彼女の背中を叩たたいていた。優しく、抱き締め続けていた。

　かつて人を抱き返すことのできなかった人形が、冷たい呪いの果てに手に入れた──

　温かな人間の、腕で。
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　女子生徒が鼻を啜すすりながら校舎裏を立ち去り、春はる亮あき達は妙なバツの悪さを感じながら校舎の角から出た。平然とした顔で佇たたずむ黒絵に、フィアがぽりぽりと頭を搔かきながら言う。

「クロエよ……その、悪かったな。どうやら早はや合が点てんしておったようだ」

「ううん、説明せずに逃げ回っちょったうちも悪いし。気にせんで」

「ていうか、なんで一ひと目め惚ぼれなんて噓うそついたんだ？」

　その噓に散さん々ざん振り回された春亮が聞くと、黒絵は小さく肩を竦すくめた。

「だって朝見たときに感じたのは、ホントに『もしかして？』ぐらいのレベルじゃったもの。手に取って確たしかめるまでは確かく証しようがなかった。もし勘かん違ちがいじゃったりしたら恥ずかしいじゃろ」

「だからってそんな噓つかなくても……確証がなくてもいいじゃないですか。それに、わたし達に喋しやべってくれたら最初からいろいろ協力できたかもしれないのに」

「まぁねぇ。そこはその、あんまり大おお袈げ裟さにするのもどうかと思ったというか……『呪いはダメ、ゼッタイ！』とふぃっちーやこのさん達があの子にオシオキする可能性も捨てきれんかったというか」

「そ、そんなことはせんわい」

「まったくです、いくらなんでもそんな乱らん暴ぼうなことはしませんよ……多た分ぶん」

　フィアが半はん眼がんで呻うめき、このはも疲れた表情で首を横に振る。

「しっかし、あの人形は結構新しかったのに……もう呪のろわれかけだったんだな」

「あ、正せい確かくには、呪われかけってレベルでもなかったよ？　呪いが込められ始めてるのが奇跡的になんとなくわかった、って感じ。あの子にも言ったけど、これからずっと呪い続けないと被害は出んはず」

「……それでも、やっぱ気になったのか」

　まぁね、と黒くろ絵えは頷うなずいた。どこか遠い目になり、続ける。

「特に、人形は──呪いを受け取りやすいような気がするから。可能性は低くても、ずっと未来の話でも、もしうちみたいになったら……不ふ憫びんじゃ」

「ま、まあまあ、そんなに暗い顔をするなクロエ。お前はよいことをしたのだ！　というかもう一度謝あやまっておこう、追いかけたりして悪かったな！　まあ八割方はこのウシチチ女が悪い気がするが！」

「あ、あなたが最初に言い出したんじゃないですか!?　ハレンチな学内デートをしているに違いない、だから追うのだ、とかって！　責任転てん嫁かも甚はなはだしい！」

「なにおう、呪うぞ!?」

　フィアとこのはが毎度のように騒さわぎ始め、黒絵が頰ほおを緩ゆるめる。それから、生温かい目でその騒ぎを見守っていた春はる亮あきにちらりと視し線せんを向け、

「……ところで、ハル。うちが一ひと目め惚ぼれしたって言ったとき、正直どう思った？」

「え」

「聞きたいなー。ちょっとはショックじゃったりした？」

「し、ショックだなんてそんな……俺おれは、まあ、別に……」

　もごもごと口くち籠ごもってしまう。自分でもよくわからない。

　できることなら黙もく秘ひを続けたいところだったが、黒絵の視線は外はずれない。春亮は諦あきらめの息を吐いて、

「あー……なんつーかな。中学のころ、従い姉と妹このねーちゃんが結婚するんだ、って泰たい造ぞうが話してたことがあってさ。もう夏休みとか親しん戚せきの家に行っても遊んでくれねぇのかなぁ、とか言ってちょっと遠い目してたんだよ。なんとなく、そのときの泰造の気持ちがわかった、かも、しれないような気がしないでもなきにしもあらず……」

「ハル、日本語ヘンよ？」

　黒絵は微笑しながら言った。その答えに満足したのかどうかはわからなかったが、とりあえずそれ以上の追及はなくなり、

「従姉妹のねーちゃん……うん、そういうのも、それはそれでいいスタンスなんかもね……」

　彼女はそんな感じのよくわからない言葉を小さく呟つぶやきつつ、そっとフィア達二人ふたりのほうに視し線せんを戻していた。二人の様よう子すは相変わらず。

「第一だな、学内デート＝ハレンチとまず私に認にん識しきさせたのはお前なわけで！」

「いや、それは正しいですけど、問題はそこではなくてですね！」

「ほほう、正しいのか。では教えろ、体育倉庫がどうハレンチなのだ、何をどうハレンチに使って遊ぶのだ？　冷静に考えれば、二人で前転したり縄なわ跳とびを跳んだりしたところでそれほどハレンチとは思えん。他ほかの遊び方があるというなら言ってみろ」

「そ、それは……こんなところでは、言えません……！」

「ありゃりゃ。これはちょっと、責任取ってうちが仲ちゆう裁さいせんといけんかなー」

　今までは普段ふだんより若じやつ干かん真ま面じ目めな気配けはいだったのだが、そこからはもう完全にいつもの黒くろ絵えだった。ぼんやり眼まなこで、超然としていて、とらえどころがなく──

　楽しければなんでもありの、傍はた迷めい惑わくなトラブルメーカー。

「まあまあ、二人ともが正しいんよ。だから喧けん嘩かせんで。学内デートがえっちな大人おとなの遊びなのは確たしかじゃし、あの人達を捜すついでにハルとそんな学内デートをしたのも事実じゃし」

　ほ・ほ・う？　とフィア達の剣けん吞のんな視線が春亮を射い貫ぬく。

「ちょ、待て、記き憶おくにない！　デートなんかした覚えはありません！」

「うう、ハル、あの楽しい一時を忘れたん……？　ロッカーの中での秘密の抱ほう擁よう、二人だけのドキドキ肩車……うちにとってはどれも素敵すてきな記憶なのに。あ、うちのスカートを頭に被かぶったりもしちょったね。『へへへ、自分で捲めくるくらいできねえのか？』とか言いながら」

「途中までのはともかく、最後の台詞せりふは絶対言ってねぇ！」

「で、その後は……確か、毛に興きよう味みはないとかそんな話を」

「髪、小こ西にし先生の髪の話な!?」

　嫌いやな予感が急速に忍び寄ってくる。なぜかホラー映画のシーンが頭に浮かんできた。ジョーズの水中視点。エイリアンの床ゆか下した視点。次のシーンで起こるものはなんだろう。

「またまたー。黒絵さん、さすがにそれはありえませんよ。あはは」

「そうだぞ。いくら春はる亮あきでも、そこまでハレンチなことを学校でするわけがないではないか。うむ、私は春亮を信じておるからな」

　だが次に聞こえてきた言葉は予想に反するものだった。おお、と春亮は僅わずかな感動を覚える。そうだ。フィア達だって、たまには自分を信じてくれることもあるのだ。いつもいつも誤解して追及してくるわけではないのだ──

　しかしまあ、結局のところ。

　嫌な予感を裏切ってくれたのは、その言葉だけだったのだが。

「えーと……それは嬉うれしいんだけど、なんでこのはは俺おれの肩をがっしりロックしてるんでしょう？　あとフィアさん、どうしてルービックキューブを回し始めてるんですか、ね……？」

「嫌いやですねえ、勘かん違ちがいしたお詫わびのマッサージですよ」

「人ひと気けがないのが好都合だな。勿もち論ろん、ハレンチ小僧とはまったく関係なく、最近運動不足な私が素振りをしたりする観かん点てんでの話だ」

「フェイント!?『友達の悪戯いたずらでしたー』シーンで安心させといて、時間差でジョーズとかが出てくるアレか!?　アレなのか!?」

「あらあら、ちょっと混乱してるみたいですねー。世間話でもしつつ気を落ち着けましょうよ……ウフフフ」

「ジョーズは知っておる、サメの映画だな。よし、サメの話をしよう。勿論サメと言えばあのオソロシイ歯で、そして偶ぐう然ぜんにも私は《鮫の歯"The teeth"》という鋸のこぎりを持っていてだな……クククク」

　春はる亮あきの肩を摑つかんだこのはが、その手をわきわきと動かす。フィアはルービックキューブを春亮の額ひたいに押しつけながら、カチカチとプラスチックの音を奏かなでる。

　そして、全すべての騒そう動どうのタネを蒔まいた黒くろ絵えは。

「やー、やっぱり高校って楽しいねえ……家とも一味違った感じで退屈せんよ。いつかまた遊びに来ようっと」

　そんなことを言いながら、いつものように、一人ひとりのんびりとそのタネの成長を見守っていた。
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　強い雨が降っていた。

　一人ひとりの年若い主婦が、郵便ポストの前に立っている。左手には傘かさ、右手には書類用の大きな封筒。

　彼女はそっと右手を伸ばし、手中の封筒をポストに投とう函かんしようとする。だが──その動きがふと、止まった。傘から外はずれた雨が、彼女の手と封筒を即座に濡ぬらし始める。

　迷っていたのだ。本当にこうすべきなのかどうか。こうしていいものかどうか。

　けれど、その迷いはすぐに消える。

　思い出していた。封筒の中にあるもの──それによって引き起こされた、あの悪夢のような日々のことを。これはあの悪夢から脱出するためにようやく得られたチャンスなのだということを。

　ああ──これは、恐ろしいものだ。ひどく危険で、そして邪悪だ。もう一刻たりとも手元に置いておきたくはない。

　勿もち論ろん、今までに何度も捨てようとしたが、全すべて未み遂すいに終わっていた。なぜかあと一歩のところで、捨ててはならない、自分はこれを持っているべきだという強きよう迫はく観かん念ねん的な感覚が胸中を支配してしまうのだ。恐ろしい。

　その感覚は、今も多少ながら存在している。だが耐えられないほどではない──今やろうとしているのが《捨てる》ではなく《渡す》という行為だからだろうか。大丈夫だ。手をあと数センチ伸ばし、ポストにこれを入れさえすれば、自分はあの苦しみから逃れられる。

　ちゃんと届くのかどうかはわからなかった。人づてに聞いたもので、住所だって曖あい昧まいだ。そもそも本当にこれを送っていい場所なのかどうかも、噂うわさ話ばなしの域を出ない。もし普通の家だったら、単にこの悪夢を押しつけたことになってしまう。

　それでも、この手を離はなせば全てが終わるのは確たしかだ。裏に差出人として書いたのは出鱈目でたらめな住所。届かなくとも返送されることはない。だから。だから──

「……ごめんなさい……」

　呟つぶやいて、手を離はなす。ポストの中で響ひびいたのは、ことん、という小さな音。

　その音が聞こえるよりも早く、彼女は踵きびすを返してポストの前から立ち去っていた。

　俯うつむき加減に、小走りに。

　自らの為なした罪から、逃げるように。




　結局は、それが──後のちに夜や知ち家けを震しん撼かんさせることになる災さい厄やくの、始まりだった。
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　何の変哲もない、いつもの学校帰り。

「んー、そう？　そういうことなら全然オッケーだけど……ああ、今買い物して帰る途中なんだ。もう少しで着くから……悪いけどちょっと待っててもらえれば。うん、じゃあまた後で」

　春はる亮あきが携けい帯たい電話での通話を終えると、スーパーの買い物袋をぐいんぐいん振り回して歩いていたフィアが軽く視し線せんを向けてきた。

「誰だれと話しておったのだ？」

「いんちょーさん。なんか、昔使ってた料理の本とかあったら貸してくれないかってさ。今まで本屋で探してたけどなかなかいいのが見つかんなくて、とか」

　フィアは軽く頷うなずいて、

「ふむ、さすがキリカだ、向上心がある……いつもいつも弁当対決で負けておるのがやっぱり我慢ならんのであろうな。というかだな、むしろお前がキリカに実技指し導どうしてやればよいのではないか？　本を貸すなどという回りくどいことをせんでも」

「いやー、俺おれもさりげにそう言ってはみたんだけどな……それはなんか敵に塩を送られる的なアレでダメらしいぞ。本は、なんつーか、同じ教科書を使って試し験けんに臨のぞむようなものだから構わないのだ、とか言ってた」

「よくわからんが、まあキリカのプライドの問題か。で、これから家に来るのか」

「もう家の前にいるってさ。あんまり待たせても悪いし、ちゃっちゃと帰るぞ」

　言葉通り、歩ほ調ちようを速めて進むこと数分。見み慣なれた家の門の前では、これまた見慣れた制服姿の少女が塀へいに背中を預けていた。錐きり霞かは手て持もち無ぶ沙さ汰たに弄いじっていた携帯をぱくんと閉じ、

「やあ……いきなり来てすまないな」

「いや、全然いいけど。待った？」

「それほどでもない。ん、このはくんは一いつ緒しよじゃないのか？」

「あのウシチチは久しぶりにバイトだそうだ。ククク、あの邪じや魔ま乳ちちがおらんのは幸いだ。心おきなくおせんべを齧かじりつつ遊べるぞ。さあさあキリカ、早く家に上がれ！」

「私は本が借りられればそれでいいのだが……まあ、折せつ角かくだ。少しだけお邪魔するかな」

　錐霞が苦笑しながら言う。勿もち論ろんのこと、春亮にも異存はなかった。

「んじゃ、鍵かぎ開けるからちょっと待ってくれ……ついでに郵便は、と。おう、なんかいろいろ来てるな」

　門の横にある郵便受けを開き、封筒やらチラシやらを適当に回収する。昨日きのうまでの大雨のせいか、いくつかの郵便物には微妙な湿り気があった。

　とりあえず内容を確かく認にんするのは後回しにし、それらを小こ脇わきに抱えたまま門の鍵をオープン。さらに母屋おもやの玄関も開けて無事帰宅。何はともあれ錐霞を居間に案内する。

「む、コタツが出ているな。そう言えばそんな時期か」

「昨日出したんだよ。そっか、いんちょーさん家ちにはないんだっけ」

「なんと！　キリカの家にはないのか、可哀かわいそうに……これは私もビックリの惰だ眠みん貪むさぼり装置だぞ！　ぬくぬくしてむふぁーとして、実にまったく素す晴ばらしい発明すぎる……！　勿もち論ろん使い方もバッチリだ、スイッチＯＮ！　さあキリカ、存分にコタツってくれてよい！」

「日本語の乱れが甚はなはだしいな。まあいんちょーさん、テキトーにぬくぬくしといてくれよ。買ってきたもの冷れい蔵ぞう庫こに入れたらすぐ本捜してくるから」

「別に急がなくてもいいぞ。では、その……お邪じや魔まします、と」

　言いながら、錐きり霞かがコタツに入る。やけにかしこまった正座なのが妙に面おも白しろかった。

　脇わきに抱えていた郵便物を適当にコタツの端に置き、春はる亮あきはフィアと連れ立って台所へ向かう。

「おい春亮、今日きようは私に任せておけ。ちゃんと学習しておるというところを見せておかねばな」

「えー、大丈夫か？　じゃあテストだ……このキャベツはどこに入れるかやってみろ」

　買い物袋から適当に取り出したキャベツをフィアに渡す。フィアは鼻を鳴らしつつ、

「舐なめるな、この下のところだ！」

「じゃあ次。卵」

「卵はココ！」

「サバ」

「魚とかはココ！」

　テストとして渡した食材をぽいぽいと冷蔵庫の中に入れていくフィア。驚おどろくことに全すべて正しい。まあ、元から冷蔵庫に入っているものをヒントにすれば間違えようがないのだが。

「じゃあこれで最後な。えーと……ありゃ、煎せん餅べいか」

　フィアがニヤリと笑う。彼女にとっては簡かん単たんすぎる問題だ。

「それを入れる場所は勿論、決まっておる。冷蔵庫でもなければそこの戸棚でもない──ズバリ、私の腹だ！　フフ、今ここで何枚か胃袋に保管させてもらうー！」

　煎餅の袋に伸びてきたフィアの手をひらりと回かい避ひし、春亮は嘆たん息そくする。

「わかったわかった……ベタなボケしてないでちゃんとしろよ。これはお茶受けでいんちょーさんに出すから、他ほかのもの冷蔵庫に仕し舞まい終えたら居間に持ってってよし」

　ぺふ、と煎餅の袋をフィアの頭の上に乗せてやる。「本当か!?」とフィアはぱっと目を輝かがやかせ、なぜかバランスを保って頭にその煎餅袋を乗せたまま、買い物袋を自分でガサゴソやり始めた。

「よぅし、早く済ませておせんべパーティだ！　お前はもういい、私に任せておけ！　ええと、これ……何と言ったか……そう、モッコリフラワーは野菜だからココで……」

「なんだそのイヤな語感!?　ブロッコリーとカリフラワーを合体させたのはわかるが、最初のモの字はどこから出た!?」

「う、うるさいな。仕舞う場所が合ってればよかろう」

「なんというか教育上全然よくねぇ。とにかくそれはブロッコリー、白いのがカリフラワーだ」

　一応正解を教えてやってから、春亮は諦あきらめの溜ため息いきを一つ。まだ微妙に不安だが──まあ、卵を冷凍庫に入れたりしなければ後でどうとでもなるだろう。やる気があるのはいいことだし、ひとまずここはフィアに任せておくことにするか。

「んじゃ俺おれ、部へ屋やでいんちょーさんに貸す本捜してくるからな。どこに入れていいかわからんものはとりあえず保留しとけばいいから、ちゃんとやっとけよ」

　言いながら踵きびすを返すと、「おうー」というフィアの適当な返事が背中に聞こえて、

「む、グンニョリ玉だ。これは紛まごうかたなきグンニョリ玉だ。これはここ、と……」

　グンニョリ玉が何を表しているのか、微妙に気にはなった。
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　コタツの温ぬくもりがじんわりと膝ひざに伝わってくる。ほぅ、と錐きり霞かは小さな息を吐いた。自分のマンションでは場所を取るし、エアコンで暖房は事足りるので持ってはいないのだが──やはりコタツはいいものだ。

　コタツの中でもぞもぞと足を崩してみる。正座はいささか堅苦しすぎると自分でも思ったからだったが、それにしても崩し方は女の子座り程度で限界だ。だって、危険ではないか。こんな狭い空間で足を無防備に伸ばすなど。自分はスカートだし、その、もし後であいつが入ってきて、自分とあいつの足が触れ合ってしまうようなことがあれば──

「……っ」

　何を妄想しているのだ、自分は。

　誰だれも見てはいないのだが、無む性しように気恥ずかしくなった。コタツに額ひたいを打ち付けるようにして表情を世界から隠す。そのとき、かささ、と何かが擦こすれる音が聞こえた。顔を上げると、天板の隅すみに置かれていた郵便物がコタツから滑すべり落ちている。今の衝しよう撃げきのせいだろう。

　そして、錐霞はそれを見た。

　糊のり付づけが甘かったのか、それとも雨にでも濡ぬらしてしまっていたのか。郵便物の中にあった書類用の茶封筒の口が開き、その中身を零こぼしていた。手紙ではない。それは、とても奇怪で、どうして郵便物の中にあるのか全く理解できない一つの物品。

「……？」

　何の気もなく、零れたのだから拾わなくては、と錐霞は手を伸ばす。摑つかんだ。

　瞬しゆん間かん、どくん、と血流が暴あばれる。

　頭の中に一つの衝しよう動どうが生まれた。いや、その衝動しかなくなった。我慢できない。とても我慢できない。脳細胞の一つ一つが一糸の乱れもなく唱和してその欲望を伝えてくる。

　そう──着けたい、と。

　それを摑んだ手が、勝手に持ち上がる。身体からだは貪どん欲よくに欲求を満たそうとする。なんだこれは。変だ。こんなことをしてはいけない。止やめろ。なぜだ。自分はこんなもの着けたくはない。着けてはならない。だから絶対に、ああ、とても、とっても、着けたいっ……

（しまっ……まさか、これは、呪のろわれて──!?）

　頭の中に残った僅わずかな理性が、その答えを導みちびき出すが。

　それは、どうしようもなく、遅すぎた。




「ありゃ、いんちょーさん……いないな」

　何冊かの料理本を抱えて居間に帰ってくると、そこに錐きり霞かの姿はなかった。コタツに置いていた郵便物の山が滑すべり落ちているのだけが唯一の変化で、錐霞の鞄かばんはそのまま残されている。黙だまって帰ってしまったとは考えられない。台所からはまだ「これは、ここー！」などという気合の声が小さく聞こえているし、フィアが錐霞を連れ去ったというわけでもなさそうだ。一番可能性が高いのはトイレだろう。

　んじゃ帰ってくるの待つか、と春はる亮あきもコタツに入ることにした。滑り落ちていた郵便物を拾い上げて天板の上に重ね直し、コタツの中に足を突っ込む。その瞬しゆん間かん──

　むにっ。

　足に異様な感触が返ってきた。

　柔らかくて、何やら妙にあったかい。そして──デカイ。

「な、何だ……？」

　可能性としてはいくつか考えられる。

　①黒くろ絵えか誰だれかがぬいぐるみのようなものを突っ込んでいた。

　②迷い猫がいつのまにか不法侵入。ただし巨大な。

　③気のせい。

「いや、③はない……！」

　自分の頭にセルフツッコミしながら、さらに足でその謎なぞ物体をツンツンしてみる。ぷに。ぐに。わさわさっ。長い毛があった。もぞもぞっ。動いた。

　ごくり、と春亮は唾つばを飲み込む。

　②だ。それくらいしか考えられない。長毛種の巨大猫だ。外国産ならそんなのがいてもおかしくはないだろう。そうだきっとそうだ。ならば恐れることはない、確たしかめなくては……！

　心を決めて、そろそろとコタツ布ぶ団とんを持ち上げていく。少しずつ少しずつ。

　そして、赤々とした光に満ちたコタツの内部を、息を吞のんで覗のぞき込んだとき──

　コタツの中から、逆に何かが飛び出してくる。

「ひぃっ!?」

「……みゅー」

　結けつ論ろんから言えば。

　答えは②で合っていた。猫だった。

　……ただし、それは錐霞でもあったが。

　コタツから上半身だけを出し、錐きり霞かはすりすりと春はる亮あきの胸に頰ほおを寄せている。

　ありえない、と春亮は全ぜん身しん全ぜん霊れいで現実を否定した。これは夢だ。まやかしだ。錐霞がこんなことをするはずがない。こんな子猫みたいな声を漏らすはずがない。ふわふわした笑顔えがおを浮かべながら甘えてくるはずがない。

　ああ、そして、これが一番ありえない。世界がひっくり返ってもありえない。

　そうだ。錐霞が、こんな、こんな──




　頭にネコミミを生やしているなんてこと、ありえるはずがないではないか。
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　よしわかった。猫で錐霞だ。ここにいるのは猫の形態模も写しやをしている錐霞だ。そこは認めよう。実際目の前にいるのだから、認めないと始まらない。だが問題は勿もち論ろん、いつもクールな彼女がなぜ突然こんなことをしているのかということで──

「い、いんちょーさん!?　なにしてんだ、いきなりどういう遊び!?　ていうかそんなにくっつかれるとアレだからとりあえず離はなれてくれるとありがたいと言いますか、わ、わかった、罰ゲーム、何かの罰ゲームだなこれは!?　いんちょーさんも大変だないやあまったく！　だからほら、罰ゲームはそろそろ終わりにしてコタツから出てきていただけると！」
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「……にぅー？」

　手足を固まらせたまま春はる亮あきは言うが、その胸に頰ほおを擦こすりつけていた錐きり霞かは怪け訝げんそうに首を傾かしげるだけだった。やはり子猫のような声。至し近きん距きよ離りからこちらを見上げてくる瞳ひとみ。コタツに潜もぐった拍子にどうにかなったのか、今までポニーテールだった髪は解ほどけて流れている。

「いんちょーさん……聞いてる？」

「むひゅー……うにゃぅ」

　明らかに聞いてなかった。また彼女はほっぺをこちらの胸に擦りつける作業に戻る。制服越しに感じるのは、コタツで程ほどよく温ぬくもった彼女の体温。布と革に潜ひそめられた柔らかなものがむにむにぐいぐいと押しつけられる。強引に脱出しようとしても、コタツが邪じや魔まになってどうにも動けない──

　おかしい。これは間違いなくおかしい。錐霞は普通ではない。では、なぜ普通ではなくなっているのか。何か原因があるはずだ。その原因は何だ、何だ──？

「まさか……これ、なのか……？」

　探すまでもなく、最有力の容疑者が眼前に見えていた。この家にあるはずもない、錐霞が持っているとも思えない、謎なぞの装飾品──錐霞の頭に装着されたネコミミ。まあ黒くろ絵えなら持っている可能性もあるのかもしれないが、今は店で仕事中だし、さすがに居間にこんなものを放り出しているようなことはないだろう。

　そっと手を伸ばしてそれに触れてみる。ぬいぐるみのようなふさふさした手触り。勿もち論ろん本物の猫の耳であるはずはなく、カチューシャのようにして装着するパーティグッズだ。しかしこれが錐霞の奇行の原因だとすれば、ただのパーティグッズであるわけがない。つまり、

（呪のろわれた道具、ってことか……？）

　それなら錐霞がこうなってしまったことにも説明がつく。いや、今のところそうとしか考えられない。このアイテムがどこから出てきたのかとか、なぜ錐霞がこれを着ける羽は目めになったのかとか、そもそもこんなパーティグッズが呪われてるなんてアリなのかとか、いろいろ疑問はあるが──何にせよ、全すべては錐霞を元に戻してからだ。なのでとりあえず、その怪あやしすぎるネコミミを外はずしてみることにする。

　彼女が依然として押しつけてくる身体からだの感触は努めて考えないようにしながら、春亮はそのフサっとしたネコミミを指先で摘つまんだ。そして、ゆっくりと上に引っ張っていき──

「……あ、あれ。なんで、取れな……」

「にっ!?　ふ、ふにゃー!?」

　ネコミミは全く動く気配けはいを見せない。代わりに小さな悲鳴と共ともに錐霞の頭がぴょこんと持ち上がり、さらに彼女は首をぷるぷる振って春亮の指を耳から外はずした。痛かったのだろうか。

「おうっ……ご、ごめんな!?」

「……」

　むくー、と錐きり霞かは頰ほおを膨ふくらませてこちらを見上げている。今まで見たことのない彼女のそんな表情を、不覚にも少し可愛かわいいと思ってしまった。だがはっと我われに返って頭を振り、

（いや待て俺おれ、そんなこと考えてる場合じゃねぇだろ。よくわからんが、これは一大事だ。とにかく一大事だ。なんとか元に戻ってもらわないと……！）

　そもそもなぜこんなネコミミが取れないのだ。呪のろわれた道具としての力か。いや、そう決めつけてしまうのは早計にすぎる。とりあえずもう一度チャレンジしてみよう。

　苛いじめられたと思っているのか、錐霞は微妙に身を退ひき、コタツ布ぶ団とんを頭に被かぶるような状態でチラチラとこちらを見上げていた……これはネコミミを触るどころの話ではない。まずは関係改善から始めなければ。

　こほんと一つ咳せき払ばらいしてから、春はる亮あきは自分でも噓うそ臭くさいと思えるような笑顔えがおを浮かべる。そして錐霞と視し線せんの高さを合わせるように背中を曲げながら、まさしく猫ねこ撫なで声ごえで錐霞猫のご機き嫌げんを取り始めた。




「よぅし、完かん璧ぺきにフィニッシュ！　と、言いたいところだが……ううむ、これは保留ということにするしかあるまいか」

　フィアは眉まゆを寄せ、買い物袋の中に最後に残ったものを摑つかみ出す。茶ちや色いろで、妙ににょっきりしていて、しかも微かすかにまだ土が付いている何か。

「むぅ。見れば見るほど謎なぞだ。野菜のよーな気もするが、しかしただの木の根のようにも思えるし……これはホントに食い物なのか？　焚たき火び用という可能性も捨てきれんぞ」

　よくわからないものを適当に冷れい蔵ぞう庫こに入れて、後で春亮に怒られたり失笑されたりするのは──なんというか、ムカつく。仕方ない、これはちょっと居間に持って行って春亮に直接保管場所を聞くことにしよう。

「まぁ、とにかくだいたい終わった。いよいよおせんべパーティの始まりだ！」

　謎の木の根（暫ざん定てい）を片手に持ち、フィアは意い気き揚よう々ようと台所を出た。煎せん餅べいの袋は相変わらず頭に乗っている。なんというかここまで来ると、もはやこの状態を維持し続けるのがおせんべラバーとしての矜きよう持じのような気がしてきていたのだ。頭の煎餅のバランスを取りながら、足取りも軽く居間に向かう。そう言えば煎餅だけでお茶がないな、春亮に淹いれさせなくては、と居間に入る間ま際ぎわに思い出したところで──居間の中から、声が聞こえた。

「ごめんな、いんちょーさん。いきなりは痛かったよな……？」

　妙に優やさしく、不自然なほどに甘くてイヤラシイ、春亮の猫撫で声。

　フィアは瞬しゆん時じに顔を引ひき締しめる。何だ。中で何が起こっているのだ。

　気配けはいを殺し、そろーり、と居間の入り口から中を覗のぞいてみる。春亮はこちらに背中を向けてコタツに入っていた。さっきの台詞せりふは錐霞への呼びかけだったはずだが、彼女の姿は見えない。いや、よく見ると春はる亮きはコタツ布ぶ団とんを捲めくり上げ、コタツの中──というか自分の足の間あたりに向けて声を発している。それは不可解だ。実に不可解だ。その行動とさっきの台詞せりふを合わせて判断するなら、そう──春亮が錐霞を自分の足の間に押し込めているとしか考えられないではないか。

「反省してるよ。だから、ほら、こっちおいで……？」

「……んに……」

　錐きり霞かの不ふ思し議ぎな呻うめき声ごえ、衣きぬ擦ずれの音。春亮は何やらさらに声を甘くし、

「ああ、いい子だ。もう痛くしないよ。でも、お願ねがい。優やさしくするから、もう一回だけ触らせてくれるかな……？」

「にゅぅ……みゅっ」

「触らせてくれる？　あ、ありがとう。じゃあ……触るよ。大丈夫、怖がらなくていいから。ほら……」

　自分の頭の中で、ぷちん、と何かが切れる音。カウントダウンが始まった。

　三。二。一──

　そして、ゼロ、と同時にトドメの一言。

「ねぇ、いんちょーさん。優しくするから、ちょっとだけ、引っ張っていい……？」

「い・い・わ・け・が──あるかーっ!!」

　突進し、手にしていた謎なぞの木の根を春亮の後頭部にフルスイング。

　べっきーん、という音と共ともに、それが真っ二つに割れて。

「ぐおおっ!?　ち、超痛ぇ！　なぜにいきなりゴボウ攻こう撃げきーっ!?」

　そんな春亮の悲鳴で、フィアはようやく答えを知る。

　ゴボウだったのか。皿に載って出てくるものと全然違うではないか。
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「ほ、ほほぅ……なるほどハレンチだ、事情はとりあえずハレンチだわかった。確たしかにキリカの様よう子すがおかしいのは私にもわかるぞハレンチだ。呪のろわれた道具が原因ということであれば、これはハレンチだ冷静に事に当たらねばならんハレンチだ。死ね」

「も、漏れてる！　言葉の端々から本ほん音ねが漏れてるぞフィア！」

　ふん、とフィアは腕組みして視し線せんを逸そらす。フィアに事情を説明しつつ、なんとか錐霞をコタツから引っ張り出したのだが──状況は変わらないというか微妙に悪化している。彼女はあぐらを搔かいているこちらの太ふと股ももにスリスリと頰ほおを寄せていた。幸せそうにごろごろ喉のどを鳴らしているし無理に引っぺがそうとすると悲しそうな顔をするし、という感じで非常にやりにくい。

　痛みが残る後頭部を擦さすりつつ、春亮は嘆たん息そくする。ちなみに例の繊せん維い質しつな凶器は、今はコタツの上でその無残な屍しかばねを晒さらしていた。

「やれやれ。まあ、冷静に対処しないと駄だ目めなのはその通りだと思う。機き嫌げん直して協力してくれよ、フィア。俺おれ一人ひとりじゃどうにもできん」

「まったく──仕方あるまい。この状況に乗じてお前がハレンチに楽しんでおることには、とりあえず目を瞑つむっておくとして……その、ネコになったキリカをどうにかせんとならんのは事実だ」

「ネコっていうか、正せい確かくには子ネコと人間の中間って感じだけどな。さっきのことで思ったけど、言葉とかはなんとなく伝わってるみたいだし。まあ、レスポンスは、猫語な……わけ、なんだがっ──こ、こら」

　ごろんごろん、と錐きり霞かが膝ひざに頭を乗せたまま転がり始めた。制服なのでスカートが軽く捲めくれ上がって危険だ。いろんな意味で猛烈に気になる。

「ハハハ。懐なつかれておるナァ、春はる亮あきよ」

「か、乾いた笑顔えがおで言われても怖いだけなんだが……なんとかしてくれ」

「なんとかしてくれ、と言われてもな。おいキリカネコよ、私と遊ばんかー？　ほーら、こっちだこっちだ」

　ぱっちんぱっちん手を叩たたき、フィアが錐霞の注意を引く。ぬぬ？　という感じで錐霞が頭を上げてそちらを見やると、フィアはさらに、

「お前なら特別に、この髪にじゃれついても許してやるぞー。ほれ来いー」

　と自分の銀髪をわさわさ揺らす。それに興きよう味みを持ったのか、錐霞はそろりそろりと上半身を移動させ、畳に垂れているフィアの髪を覗のぞき込むようになった。手を出そうか出すまいか迷っているような感じだ。

「む、むぅ。なんというか、キリカには悪いが、このネコっぽさは案外可愛かわいいではないか……と、これが元凶第一候補のネコミミか」

　近付いてきた錐霞の頭を見下ろしつつ、フィアが眉まゆを寄せる。

「……そうだな。なんとなくだが、忌いまわしい気配けはいが漂っているような気がしないでもない。これが呪のろわれておるというのはおそらく当たっておるだろう」

「そっか、やっぱりな。だからそれ外はずしたらなんとかなるかとも思うんだが……さっきも言ったけど、どういうわけか全然取れなくてな」

「ふむ……」

　じー、と眼前で揺れるネコミミを見つめること数秒。

　そして唐とう突とつに、フィアはそのネコミミを摑つかんで力任せにぐいーと引っ張った。

「ふ、ふみゃああああっ!?」

「おわっ!?」

　やはり痛かったのだろう、銀髪に手を伸ばしかけていた錐霞はびくんと身体からだを跳はねさせ、どたばたと身を翻ひるがえして再び春はる亮あきの身体からだにすがりついてくる。

「こら、取れないって言ったばかりだろうが！」

「い、一応確かく認にんしてみようと思っただけではないか！　わ、悪かったなキリカ。今のはちょっとした手違いだ。もうせんぞ、私は優やさしいぞ。ほらこっちに来い～」

　フィアの猫ねこ撫なで声ごえは、もはや錐きり霞かにとっては恐怖の対象でしかない。錐霞は「ふにぃ……」と小さな鳴き声を漏らし、春亮の背中に隠れながらその涙目をフィアに向けているだけだ。

「くっ……や、やはり可愛かわいすぎる。春亮にだけ懐なついておるなんて、羨うらやましい……ではなく！　ハレンチ小僧め、卑ひ怯きような！　一体どんなハレンチな手を使ってキリカネコを籠ろう絡らくしたのだ、許しがたい！　そんなベタベタくっつくほど懐くとは、よっぽどハレンチな調ちよう教きようを施ほどこしたのであろうな！　呪のろうぞ！」

「調教とか言うな！　単にお前より先に会ってて慣なれてるだけだって！」

「ふん……どうだか。まあいい、とにかくそのネコミミは力ずくでは外はずせんようだな。となると、残る手は──」

「ん……？　ちょっと待て、思いついたぞ」

「なに？　どうするというのだ？」

「いや、簡かん単たんな話だけどな。取れないなら壊こわせばいい。刀の姿でも人間の姿でも、このはに頼めば安全に切ってくれるとは思うけど……問題はあいつが夜までバイトだってことだ。電話して、わざわざ早退させるのは……どうなのかな……ううむ」

　背に腹は代えられないと言えばそうだが、このはのバイトだって大事だ。とりあえず被害がネコっぽくなるだけなら、このまま夜まで待ってもそれほど問題があるとは思えないが……いやでも、別の被害が起こってからだと遅いし……

　と考えていると、フィアがうむうむと大きく頷うなずいた。

「なるほど、壊すのはよい手だな。しかし──」

「しかし？」

「……別にウシチチが帰ってくるのを待たずともよいではないか。早退なぞさせることもない。奴やつの力など借りずとも、私がやればいいのだ。フフ、こいつでな……二十番機き構こう・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》、禍動curse/calling」

　フィアの取り出したルービックキューブが、刹せつ那なに鋼こう鉄てつの立方体へと姿を変える。続けてその立方体が高速変形、そして現れたのは凶悪なナタだ。ぎらぎらとした刃やいばの輝かがやき。見ているだけで身の危険を感じるほどの長大さ。

　春亮の後ろに隠れ、その肩の上から目だけを覗のぞかせるようにしてフィアの様よう子すを窺うかがっていた錐霞が、びっくーん、とさらに身を縮ちぢめる。春亮はそれを背中で感じつつ、

「いや待て、なんつーかそれはいろいろ怖すぎる！　もっとソフトに、だからやっぱりこのはに頼んだほうが!?」

「なにおう。夜までなどとても待てん。それつまりお前とキリカのベタベタを夜まで見続けていろということで、いや違う、キリカネコの可愛かわいさをお前が一人ひとり占じめするのを指を咥くわえて眺めていろということで──ああ、とても我慢できん！　だから今やるべきなのだ。この私が！」

「落ち着け！　ほら、耳だけじゃなくて、多た分ぶんカチューシャ部分もギリギリに壊こわさないといけないだろうし！　ま、まさかいんちょーさんだからちょっとくらい怪け我がさせても大丈夫とか思ってるわけじゃないだろうな!?」

「馬ば鹿かにするな、そんな最低のことを考えておるわけないではないか。普通に傷をつけずにやる自信くらいあるわい。なぁに、ギリギリにやればいいのだろう、任せておけ……ウフフ」

　ニヤリと邪悪な笑えみを浮かべてから、フィアは鉈なたを片手にしてじりじりとこちらににじり寄ってきた。空あいた手で手招きもしつつ、

「ほらキリカ、ちょっとこっちに来てはくれんかなぁ……？」

「ふ、ふみぃ……」

　今まで以上に子猫っぽい声。錐きり霞かの震ふるえが肩に伝わってくる。

「そんなに怖がることはない。これは、お前を助けるためなのだ……」

「……（びくびく）」

「目を閉じていれば、すぐ済むぞぉ……」

「……（ぷるぷる）」

「ああ、そんなに震ふるえて、可哀かわいそうになぁ。でも、大丈夫……」

　幽ゆう鬼きのような足取りで、フィアはさらに一歩。

　そして、ゆっくりと、ナタを持ち上げて。

「そう、大丈夫、だぞぉ……痛くしないからー！　クフフフ！」

「ひ……ひにゃー！」

「こらーっ！　お前、わざと怖がらせようとしてないか!?　なんかベタすぎる流れだぞ！　って、いんちょーさん!?」

　大きな悲鳴が聞こえたのと同時、春はる亮あきの肩がふっと軽くなる。そこで振り向いて見えたのは、長い髪を揺らしてばたばたと居間の外に走り出す錐霞の後ろ姿だけだった。

「ああっ、しまった！　逃がした！」

「当たり前だろ、今のは俺おれでも逃げるわ！」

　何にせよ追いかけなくては。フィアと共ともに居間を走り出るが、廊下に錐霞の姿はない。

「おーい、いんちょーさん、どこだー？」

　ごととっ。

　聞こえてきた音に、フィアと顔を見合わせる。それから、その音の発生源と思おぼしき台所へそろりそろりと向かうと──実に猫っぽく隠れた錐霞の姿を発見する。

　一言で言えば。

　戸棚に入っていた。

　一番下の段。勿もち論ろん棚には中身があるし錐きり霞かも人間大の猫だわで、完かん璧ぺきには隠れられておらず……まさしく頭隠して尻しり隠さず、そのお尻というか丸まった下半身だけが戸棚から突き出ているという有り得ない絵面だ。

「いんちょーさーん……？」

「にぅ……」

「なんという隠れ方だ。見つけたぞ」

「にぁっ!?」

　錐霞は春はる亮あきの呼びかけに答えて顔を覗のぞかせたものの、フィアもそこにいることに気付くとまたどたばたと逃げ出した。二足歩行なのでなかなかに素早すばやい……まあネコらしく四つ足で走られてもそれはそれで困ってしまうのだが。スカートなのがまず危険だし、見てはいけないものを見てしまっている感がさらに強くなってしまうような気もするし。

「だああ、また逃げた！　ていうかフィア、とりあえずナタは仕し舞まえ！」

「む、忘れておった」

「ったく……」

　フィアが拷ごう問もん具ぐを仕舞うのを待って台所を出る。また錐霞の姿を見失ってしまった。もたもたしてると家の外に出てしまうかもしれないので、捜さざるを得ないのだが──

　春亮の頭にあったのは、ひどく不ふ吉きつな一つの予感。

　自問する。

　……普通、逃げるネコってそう簡かん単たんには捕まえられないよな？




　その予感は実に正しく、それからしばらく不毛な追いかけっこが続いた。錐霞は縦じゆう横おう無む尽じんに家の中を駆かけ回る。下げ駄た箱ばこの陰に蹲うずくまり、フィアが出しっぱなしにしていた布団ふとんに潜もぐり込み、コタツの中に舞まい戻り、押入れに飛び込む──

「ぐあ、また見失った……どこだ？」

　廊下を見回しながら春亮は呻うめく。フィアは一いつ緒しよではなかった。最後に見たのは、錐霞が隠れていた押入れから出てきたクモに悲鳴を上げて逃げ出す後ろ姿だ。立ち直ればまた捜してくれるだろうし、というか錐霞が逃げ出した原因からして一人ひとりで見つけたほうが彼女を捕ほ獲かくできる可能性が高いような気がしないでもない……フィアには悪いが。

　今のうちに見つけられればいいんだけど、と適当に歩き出す──そこでまた音が聞こえた。今度は脱衣所のほうからだ。足音を忍ばせて脱衣所に入ってみるが、錐霞の姿はない。洗せん濯たく物ものを被かぶったりもしていない。となると風ふ呂ろ場ばのほうか。

「でも、見当たらないしな……もしかして、ここか？」

　浴よく槽そうの蓋ふたをずらして中を覗のぞき込んでみる。すると、

「……に、にゃあ」

　いた。空からっぽの浴よく槽そうの中、錐きり霞かが身を縮ちぢめている。蓋ふたを開けた瞬しゆん間かんはびくりとしたものの、そこにいるのが春はる亮あきだということに気付くと、ほぅ、と何やら安あん堵どしたような息を吐く。

「嫌われたな、フィア……まあ、それはともかく。いんちょーさん、もう大丈夫だからさ。とりあえず逃げずに一いつ緒しよにいようぜ」

「ふみぃ……」

「大丈夫大丈夫。ほら、あの銀色悪あく魔まからはちゃんと守ってやるから」

　笑顔えがおで言ってやる。たっぷり間があって、浴槽の中から錐霞の手がそろそろと伸びてきた。そしてその手を春亮が優やさしく握り返したとき、

「まったく、あの怪奇生物め……ようやく逃げられたわい。おーい春亮、どこだー？」

「……っ！」

「うわわわ!?」

　フィアの声が聞こえた瞬間、摑つかんだ手をぐいと錐霞に引っ張られる。為なす術すべなく浴槽の中に引きずり込まれ、さらには両腕を首に回されがっしりロック。ごとごとと背中で音が聞こえ、視界が暗くなる──錐霞が足で浴槽の蓋を閉しめたのだろう。

（こ、これは……）

　フィアに見つかるから一緒に隠れようということだろうか。その気持ちはわかるが、なんというかこの密着っぷりはまずい。蓋が閉まっているせいでよく見えないが、錐霞の吐と息いきが耳に当たっているし身体からだの下にはむにむにとしたものがあるし両足も何かに挟み込まれていて動かせないし──冷静に自分の身体の状況を考えると結構ヤバすぎるのではないかと思う。

　そうやって身体を硬直させているうちに、フィアの声がさらに近付いてきて、

「おーい。さては風ふ呂ろ場ばか……？」

　首に回った錐霞の腕に、きゅう、と力が込められる。つまり春亮の身体が何かに押しつけられる。春亮は修行僧のように精神統一。何も考えない。

　どっくんどっくん、と二人ふたりの鼓動が重なる数秒が過ぎて、

「ふむ。おらんのか……」

　そしてフィアの声が途と絶だえる。どうやら二人がここにいることには気付かなかったらしい。春亮は安あん堵どの息を吐き、暗くら闇やみに囁ささやき声ごえを発する。

「い、行ったみたいだぞ。だからいんちょーさん、そろそろ離はなしてくれると……」

「すぅ……はぁ。にぅん……」

「に、匂におい嗅かいでらっしゃいますか……？」

「……にゃふ。んー！」

「おおう、なぜか抱だき締しめ力アップ!?　ちょ、ほら、もう危険は去ったから、落ち着いて！　なあ、うわ、そんなとこをそんなとこに押し当てられるとーっ!?」

　錐きり霞かの抱ほう擁ようから脱出しようと必死にもがいていたときだった。不意に視界の暗くら闇やみが晴れ、とろんとした顔で抱きついてきていた錐霞の表情が見える。それが意味するのはつまり、風ふ呂ろの蓋ふたが何者かによって外はずされたということで──

「あ……あ……」

　がくがくと首を捻ひねって背後を見る。そこにあったのは勿もち論ろん、浴よく槽そうの蓋を持ち上げ、狭い空間の中で絡み合うこちらの姿を笑顔えがおで見下ろしている──フィアの姿。

「ほほぅ……まさかと思ってフェイントをかけてみれば、大当たりではないか……フフフ」

　そしてフィアは、その死刑執行者の笑顔を浮かべたまま。

　懐ふところから、そっとルービックキューブを取り出した。

「ち、違うぞフィア。これは違うんだ……」

「ははは、いいのだ春はる亮あき。わかっておる。もう何も言わなくてもよい……」

　がちがちがち、とその玩具おもちやが先刻と同じく凶悪なナタへと姿を変えて。

「私が間違えておった。この鉈なたを振り下ろすべきは、やはりキリカより先にお前だったのだな！　思う存分痛くしてやる、ハレンチ小僧め！　そこへなおれー！」

「ひいいぃぃ!?」

「ふにゃぁぁっ!?」

　ぶわっと膨ふくれ上がったフィアの殺気は、錐きり霞かをさらなるパニックに陥おちいらせるには充分すぎた。狭い浴よく槽そうの中で大おお暴あばれして立ち上がり、
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「うわ、いんちょーさん、落ち着いて……いたた！」

「みゃー！」

　春はる亮あきの肩やら頭やらを踏みつけて足場にし、錐きり霞かは眼前のフィアから全力で逃走する。洗い場に立たち塞ふさがるフィアの逆方向、つまりは浴槽の上にあった窓をがらりと開いて外に大脱出。まずい、と春亮が窓から身を乗り出して外を見ると、追い詰められた本能か、錐霞はさらなるネコスキルを発揮していた。近くにあった雨どいを伝い、一いち目もく散さんに屋根の上へ登ったのだ。

「ああ、なんかさらに事態が悪化したっ……！」

「わ、私のせいではないぞ。今のは間違いなくお前のハレンチが悪い！」

　などと言いつつ、とりあえず靴を履はいて外に出る。庭から屋根を見やると、錐霞は瓦かわらの上で背中を丸めたままびくびくと震ふるえていた。

「い、いんちょーさーん……」

「降りてこーい。私が悪かった、ほら、もう何も持ってはおらんぞー！」

　二人ふたりで呼びかけてみるが、結果は錐霞をさらに怯おびえさせただけだった。声を聞いた瞬しゆん間かんにまたビクリとしてから、彼女は大おお慌あわてで屋根の向こう側に退たい避ひ。屋根の峰から顔の上半分だけをそろりと覗のぞかせ、不安げな眼まな差ざしでおどおどとこちらを見下ろしている。

「ダメか……落ちたりしたら大事だ、早く保ほ護ごしないと」

「私ならジャンプして上がれる。任せておけ」

　春亮は半はん眼がんになり、跳ちよう躍やくのために膝ひざを屈かがめていたフィアの襟えり首くびをがっしと捕まえた。

「待てお前、来たばっかりのころの瓦破は壊かい事件を俺おれは忘れてない。これ以上瓦を壊こわされたら、今後こそ業者さん呼んで直してもらう必要が出てくるぞ……そして今考えると、あのとき瓦が割れた程度で済んだのは奇跡的だな。奇跡の二連続を信じて屋根に穴を開けられたらたまらん」

「そ、そこまで重くないわい！　呪のろうぞ！」

「つーか、お前が行ってもまた怯えて逃げられるだけのような気がする。あの状態じゃ俺でも同じかもしらんが、まぁお前よりはマシだろ。俺が行ってくるから、お前はとりあえず待っとけよ。えーと、確たしかハシゴが倉庫にあったよな……」

「むぅー……仕方あるまい」

　不満げな顔ではあるが、フィアはとりあえず納得してくれたようだった。春亮は離はなれの倉庫から折り畳み式のハシゴを出し、それを使って屋根へと上る。日が暮れかけているせいか、遮しや蔽へい物ぶつのない場所で感じる風はひどく冷たかった。

「さて、と……」

　屋根の上を見回す。瓦の向こうから、錐霞は相変わらず怯えたような目を向けてきていた。

「さ、寒くないか、いんちょーさん？　コタツに戻ればぬくぬくできるぞー」

「……」

　軽く一歩を踏み出すと、錐きり霞かはさっと横に移動する。そちらに回り込もうとしてさらに一歩進むと、錐霞もまた逆方向に移動して間合いを開ける。先刻の殺気がよほど恐ろしかったのか、かつてない警けい戒かい心しんだ。

「大丈夫だって。ほら、俺おれ一人ひとりだろ？」

「にぅ……」

　両手を広げて安全・安心をアピールしてみるが、錐霞の警戒は解けない。一定の距きよ離りを保ったまま、じっとこちらを見つめているだけだ。

　駄だ目めか。ふう、と春はる亮あきは溜ため息いきをつく。まったく、どうしてこんなことになってしまったのだろう。それは勿もち論ろん、あの呪のろわれたネコミミのせいだろうが──

　ああ、と春亮は思う。呪われた道具。当たり前すぎて忘れていた。この家はそういう場所なのだ。呪われた道具が集まっている家。あのネコミミに見覚えなどないが、やはり自分の家のどこかにあったものかもしれない。それを錐霞が偶ぐう然ぜん見つけて、そして偶然着けてしまったのだろう。ならば結局のところ、彼女がこんなことになっている原因は……

「いんちょーさん……ごめんな」

　ぽつりと呟つぶやく。

　そうだ、これは自分の家のせいだ。考えてもみろ。呪われた道具が多量に保管されている家──自分は体質のせいで平気だとしても、他ほかの人にとって、普通の人間である錐霞にとって、そんな場所は危険すぎる。

　もし、ここが普通の家だったら。勿論、錐霞はこんなことにはなっていなかっただろう。普通に家に来て、普通にお茶を飲んで、普通に料理の本を借りて普通に帰っていただろう。そんな当たり前の光景が、ここにはない。こんな家だから、ない。

　でも──と、春亮は目を細める。

　その普通の日々は、今ここにあるもの全すべてと引き換えだ。この家が呪われた道具の集まる場所でなかったなら、フィアにも、このはにも、黒くろ絵えにも、会えなかった。錐霞とだって、こんなには仲良くなれなかったかもしれない。

　仮定の話を考えても仕方がない。今は、こんな日々の暮らしこそが、そこにある家こそが、《普通》なのだ。もう、それを変えることなどできないのだ。

　だから。だから自分が彼女に言えるのは、やはり──

「……ごめん、な」

　同じ言葉を繰くり返し、春亮は苦笑を浮かべた。「……？」と僅わずかに怪け訝げんそうな表情の錐霞を見つつ、ゆっくりとその場に腰を下ろす。瓦かわらの硬い感触を尻しりに感じながら、

「うん……気が済むまで付き合うよ、いんちょーさん。落ち着いてくれるまで、ここで待ってるから。何も無む理り強じいはしないし、ひどいことも絶対しない。約束する……だから、ま、のんびりしようぜ」

「にぅ……？」

「はは、ちゃんと伝わってんのかなー……まぁいいか。屋根に上るのって久しぶりだから、俺おれもちょっと新しん鮮せんだ。お茶とか持ってくればよかったかな──痛っ!?」

　長期戦を覚悟し、腰の後ろに手をついた瞬しゆん間かんだった。掌てのひらに微かすかな痛みが走る。その場所の瓦かわらが割れており、僅わずかに浮いた瓦の縁ふちで掌を切ってしまったのだ。たらたらと流れ出してくる血を見ながら、春はる亮あきは顔を顰しかめる。

「うう、ついてねぇ。フィアが前に壊こわしたときの余波か？　やっぱケチらないでさっさと瓦屋さん呼んどきゃよかった……って、うわ!?」

　ぼふん、と身体からだに衝しよう撃げきが走り、突然何かに押し倒される。座っていなければ間違いなく吹っ飛ばされて屋根から転げ落ちていただろう。ぞっとしながらも、春亮は自分の身体に飛びついてきたものに目を向ける──勿もち論ろん、錐きり霞かだ。

「に、にぃ。にぅ……」

　悲しそうな声、悲しそうな表情。錐霞は春亮を押し倒した状態のまま、春亮の手にそっとその顔を寄せて──

　ぺろ、と。

　その傷口を、舐なめた。

「にぅ……ん……ん、んにぅ……」

「わ、わ。いんちょーさん？」

　湿った音が小さく響ひびく。掌を流れていた血が、錐霞の口で丁てい寧ねいに舐め取られていく。その舌からはどきりとするほどの熱あつさを感じた。傷の痛みなのかもしれなかったが、それはもはや彼女の温度と区別がつかない。忙せわしなく、そして健けな気げに小さな舌は動き続ける。ちろりちろりと、ぺろぺろと。

「……」

　こんな状況、恥ずかしいことこの上ないが──がっしりその手を摑つかまれているため、無む理り矢や理り引ひき剝はがすわけにもいかない。とりあえず彼女のしたいようにさせてやるしかないだろう。

　猫ってこんな習性あったっけな、というどうでもいい疑問をぼんやり思い浮かべつつ、春亮は微苦笑で吐と息いきを漏らした。

「今まであんなに苦労してたのにな。のんびり待とうって思った瞬間に捕まえられるってどういうことだよ」

「……にぅ？」

　その独り言に反応して、錐霞の顔が上がる。

「おう、終わりか？　ええと、舐めてくれてありがとう……って言っとくべきなのかな、これは。ほら、もうだいたい血も止まってるし、もう大丈夫だ」

　軽く掌を握ったり開いたりして無事を示すと、錐霞は嬉うれしそうに笑った。曖あい昧まいな猫語を喉のどから漏らし、さらにぎゅーっと春はる亮あきに身体からだを押しつけてくる。これまたちょっとやそっとでは退どきそうにない状態だ。

「やれやれ……しばらくこのままか」

　うにゅー、という返事にまた苦笑が零こぼれる。耳元で聞こえるのは猫らしいゴロゴロ音。肌寒い風から守ってくれるかのように、温かな錐きり霞かの重みが身体からだに乗っている。視界にはいつも通りの平和な空が広がっており、日没間ま際ぎわの不ふ可か思し議ぎな色合いを惜しげもなく披ひ露ろうしてくれていた。こんなふうに寝転がって空を見上げるなんてこと、考えてみれば随ずい分ぶん久しぶりのような気がする。

「んにぅ……すー……」

　ふと、耳に届く呼こ気きが規則正しくなっていることに気付く。視し線せんを空から戻すと、錐霞は幸せそうに目を閉じて寝息を立てていた。春亮の腹を枕まくらにして。

「行動がフリーダムだ、さすが猫……うおう!?」

「……」

　ビクリとした。いつのまに上ってきていたのか、フィアがハシゴからその上半身を屋根の上に覗のぞかせていたのだ。フィアはクワッと顔を険けわしくして何かを怒ど鳴なりかけ、しかしすぐに錐霞が眠っていることに気付いて──むすりと口を閉じる。ここで彼女を目覚めさせてもデメリットしか生まない、と判断してくれたのだろう。

　代わりにフィアは口を不満げに尖とがらせた表情のまま、ハシゴの上で片手をサッサッと動かした。何かを伝えようとしているのか。

（∪……□……∨、／……？　な、何の暗号だ……!?）

　同じ行為が何度も繰くり返される。はっと気付いた。逆だ。奴やつはこっちには左右反転して見えるということに気付いていないのだ。ならばこれは、つまり──

　──コ・ロ・ス。

（やっぱりかーっ!?）

　違うのだこれは錐霞のほうから抱きついてきてそのまま眠ってしまっただけであって、ということをこちらも手文字で返そうとしたとき──

　腕を動かした拍子に、指先が錐霞のネコミミに軽く当たって。

「……え？」「んん？」

　春亮がぽかんと口を開け、フィアは訝いぶかしげに眉まゆを寄せて身を乗り出す。

　いくら引っ張っても取れなかったあのネコミミが、どういうわけか。

　今はあっさりと錐霞の頭から外はずれ、眼前の瓦かわらの上に転がっていた。
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　謎なぞは全すべて解けた。

　フィアの手を借り、寝入った錐きり霞かをこっそりと居間のコタツへと移送した際、コタツ布ぶ団とんの下でくしゃくしゃになっていた封筒を発見したのだ。その中に入っていたのは「自分は主婦をやっているものです。突然で一方的なお手紙をお許しください……」という差出人の挨あい拶さつで始まる一通の手紙。そしてさらにその手紙を読み進めていくと、そこには彼女が同封したある危険なアイテムについての説明が書かれていた。

　それは彼女の夫がどこからか買ってきたものであり、夫は売り主から聞いた話を「冗じよう談だんだと思うけどさ」などと言いつつ彼女にも話して聞かせたのだという。そのアイテムはいわくつきのもので、昔にどこかの変態が用いていたものだったらしい。ネコミミに異常な執着を示したその男は恋人を監かん禁きんし、常にそのネコミミを着けた状態で猫のように振る舞うことを何年も強制し続けたと。主婦の文章はさらに続く。とても恐ろしいことです。見ているだけで、着けなくてはならないという気分になってしまうのです。そして一度着けてしまったが最後、これは猫として遊び疲れて眠ってしまうまで決して外れないのです……！　重ね重ね申もうし訳わけありません、噂うわさで聞いただけではありますが、この手紙がもしちゃんと届いたのであれば、この忌いまわしい道具をそちらで処分してくださいませんでしょうか。そもそも全ての元凶は夫であってまさか彼がこんな特殊な性せい癖へきを持っているとは思いもよらず百年の恋も冷める思いで現在離り婚こんを真剣に考えているところで云うん々ぬん、とその後はリアルな家庭内の恨うらみつらみが延々と書かき綴つづられているだけだったので読み飛ばした。そして読み飛ばしている数秒の間に、フィアは鉈なたを振るってネコミミを真っ二つにしていた。

　手紙とネコミミの残ざん骸がいは当然ながらひっそりと処分され、全ては闇やみに葬ほうむられる。しばらくしてコタツで目覚めた錐霞も、今までのことは覚えていないようだった。ほっとする。

　日が暮れていたこともあり、ほどなく錐霞は帰宅することになった。彼女を見送るため、春はる亮あきも玄関に向かう。ちなみにそのとき、フィアは折れたゴボウを新聞紙に包んで戸棚に仕し舞まう役目に勤いそしんでいた。

　玄関に屈かがみ込んで靴を履はきながら、錐霞が呟つぶやく。

「やれやれ、人の家で転うたた寝ねしてしまうとはな。起こしてくれて全然よかったのだが……」

「え、ええと、それはその、あれだよ！　あんまり気持ちよさそうにいんちょーさんが寝てたから、なんというか起こすのが悪いような気になって、とかな!?」

　錐霞は腰を上げながら振り返り、挙きよ動どう不ふ審しんな春亮をじろりと見やる。

「なにか怪あやしいな……まさか、私が寝ている間に何かしたのではないだろうな。フィアくんもいたんだ、馬ば鹿かげた考えではあるが」

「な、なーに言ってるんだよいんちょーさん!?　そんなことあるはずがないだろ、ホントに、馬鹿げている、だよな!?　あ、あはは！」

　じー、と胡う乱ろんな視し線せんが届いてくる。しかしこれは誤ご魔ま化かし通さねばならない。今日きようのことは忘れたほうがいいことなのだ……自分達にとっても、錐きり霞か本人にとっても。普段ふだんクールな彼女のことだ、自分がしたことを知ればどれだけの精神的ダメージを受けるかわからない。

　ダメージ。傷。その単語が頭に残る。屋根の上で考えていたことが、再び頭に浮かんできた。やはり錐霞がああなったのは、この家がこの家であったからだった。今日きようは覚えていないから誤ご魔ま化かせたが、次はわからない。もっと直接的な被害を与えてしまうかもしれない。

「あの、さ……いんちょーさん」

　口を開いてしまってから、迷う。何を言えばいいのだろう。この家はひょっとしたら錐霞には危ないかもしれない、という思いがあるのは確たしかで、しかし「だからもう来ないほうがいいかも」とは言えないというか言いたくないというか、ああ、どうすれば──

　そんな感じで春はる亮あきがモゴモゴしていると、錐霞がくすりと笑うのが聞こえた。

　顔を上げて見えたのは、その穏おだやかな微笑。

「──また来るよ。今日のようにいきなり訪ねるのは、自分でもどうかと思うが」

「え？」

　こちらの心を読んだかのような、その一言。春亮が錐霞の顔を見返していると、なぜか彼女は僅わずかに顔を赤くして視し線せんを逸そらし、小声で続けた。

「な、なぜそんな不ふ思し議ぎそうな顔をしている。別におかしなことはないだろう……この家は今時珍しい日本家屋で、懐なつかしくもあり新しん鮮せんでもあり、それにフィア君達がいて、その……楽しい、からだ。それ以外の特別な理由は、ないぞ」

「あ──うん。それは、全然いいんだけど、その……」

　こほん、と錐霞が咳せき払ばらいして春亮の言葉を遮さえぎる。そして、

「まあ……一つ懸け念ねんがあるとすれば、この家の事情が多少特殊だということだ。危ないものがそこらに放り出されているのは私としても少しばかり困る。しかし──いわくつきの危険な道具があろうと、ちゃんとお前が管理していれば心配はないがな。だろう？」

「あ、ああ。そう……そうだな。気をつけて、管理するよ。絶対」

　自分の言葉を、心に刻む。そうするしかないのだ、と改めて決意した。自分の家がこうであることは変えられない──だったら、絶対に錐霞に危険が及ばないよう自分が努力するしかないではないか。

　ただの精せい神しん論ろんなのかもしれないが、多少は気分が軽くなったような気がする。もう一度頷うなずいてから再び錐霞を見やると、彼女は既すでに踵きびすを返して玄関の戸に手を掛けていた。片手の鞄かばんを軽く持ち上げるようにしつつ、

「ではまあ、そういうことだ。それから、料理本をありがとう……これで明日あしたの私の弁当が異常なほどレベルアップしているようなことがあれば、今までの敗北は料理の腕ではなく、学んだテキストのせいだったということだな……！　ふふふ、覚悟しておくといい」

「お、お手柔らかに……」

　玄関が開き、そして閉まる。

　錐きり霞かのいなくなったその空間に、ふう、と春はる亮あきは吐と息いきを染み込ませた。

　いろいろあったが、ようやく終わった。ちゃんと誤ご魔ま化かせてよかった……というか別わかれ際ぎわは危なかったな、と思う。自分のほうからこの家のことを言い出すのは少し不自然で、もしそうすればそこから何か勘かん繰ぐられていたかもしれない。ああ、まったく──

　偶然錐霞のほうから言い出してくれて、本当に助かった。




　自分のマンションに帰り着いた。

「……」

　リビングに入り、持っていた鞄かばんをとすんと足元に落とす。続けて、どすん、と自分の両りよう膝ひざも床ゆかに落とす。そして錐霞は、

「……うあああああっ！」

　自分の頭を抱えたまま、ごろんごろんと右に左に転がり始めた。

　実は覚えていた。

　バッチリ覚えていた。

　全部！

「あ、あんな、あんなことを、私……私が、私がっ……！」

　忘れたふりをするしかないではないかどんな顔をしてあいつに会えばいいというのだこんな記き憶おくいらない消してほしい神様お願ねがいです神様恥ずかしくて死ぬいっそ死にたいあいつを殺して自分も死ぬ落ち着け自分それでも猫だった事実は消えないのだあんなにスリスリして抱きついて匂においも嗅かいでぺろぺろ舐なめたのは間違いなくこの自分で自分の身体からだで……！

「うう、うああ、うあああ……っ！」

　ごろんごろん。

　ごろんごろんごろん……

　紅こう潮ちようした顔を隠すように頭を抱えたまま、錐霞は一人ひとり悶もだえ続ける。

　いつまでも、いつまでも。




　その翌朝──階下に住む一家の娘とその母親は、「不気味な女の呻うめき声ごえみたいなのが」「いや違う自分が聞いたのは何かがごろごろ転がる音で」と昨夜にそれぞれが体たい験けんした謎なぞの怪奇現象について不安げに囁ささやき合った。そして話を聞いた祖母は「この辺あたりでは昔、打ち首になった女が自分の身体を捜してるっていう《転がる生首》の噂うわさがあってねぇ……」と重々しく昔語りを始めた。そんな中、女性上位の家庭内で肩身の狭い思いをしている父親だけが「上の階で大きな猫でも暴あばれてたんじゃないか……？」という至し極ごく真っ当な意見を控えめに主張したが──

　勿もち論ろんのこと、ある意味正解だったその発言は、あっさりと家族全員に無視されたという。
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　──それは、ほんの少しだけ、昔のおはなし。
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　夕方の台所。

　最近よく聞くようになった、少しばかりぶっきらぼうな声で彼が言った。

「そこの玉ねぎ取って、この姉」

「あ、はい──ええと、それにしてもこのサンマ、脂あぶらが乗ってて美お味いしそうですねぇ」

「……秋だから当たり前だろ。それより、なんで親おや父じが帰ってくるってだけでこんな凝こった料理作らなくちゃいけないんだよ。別にこの姉ねえも手伝てつだったりすることないのに」

　包丁を動かしながら、さらにぶつくさと春はる亮あきが言葉を続ける。その隣となりでサンマの焼き加減を見ていたこのはは、くすりと微笑ほほえんで彼の横顔に視し線せんを向けた。

「崩ほ夏なつさんが久しぶりに帰ってくるんだから、晩御飯くらいいいじゃないですか。ほら、おみやげもあるぞー、とか電話で話したときに言ってましたし。そのお返しってことで」

「おみやげなんかどうでもいいよ。絶対たいしたモンじゃないし」

「ま、まぁそんな気もしますが……それにですね、わたしも春亮くんと一いつ緒しよにごはん作るの久しぶりだなーって楽しんでるわけです。わたしがやりたいからやってるので、手伝わせてください」

「俺おれと一緒に料理作っても、別に楽しいことなんてないだろ……」

　春亮の視線はまな板を向いたままだ。このはには向けられない。少しばかり寂さびしくはあるが、これも最近はよくあることだった。

　そのとき、玄関からチャイムの鳴る音が聞こえる。時間から見て、話題にしていた春亮の父親が帰ってきたのだろう。長期間家を空あけてから帰宅したときには、自分の家のチャイムを鳴らすのが彼の癖くせだった。気持ちの区切りをつけるためのちょっとした儀ぎ式しきのようなものらしい。

「……この姉、出てよ」

「いや、それは春亮くんのほうがいいと思いますよ。息子むすこが出迎えてくれたほうが嬉うれしいに決まってます。お料理はわたしが見てますから」

　そのまま言葉を止めて待っていると、包丁の打ちつけられたまな板が一つ大きな音を立て、

「ったく……」

　諦あきらめたように、彼は包丁を置いて台所を出て行った。

　ふぅ、と溜ため息いきをついてその背中を見送りつつ、やっぱり反抗期というものなのかなあ、とこのはは思った。春亮が中学校に入ってからもう半年。本やテレビで得ただけの情報だが、そろそろそういう時期なのだろう。自じ我がが芽め生ばえ、自立心に目覚める年とし頃ごろ。彼とこの家で出会ってから数年経たつが、背も最近はぐんぐん伸びており、もうあの頃とは比べようもない。心も身体からだも成長しているということなのか。

（そう、成長してるってことで、人間は成長するのが当たり前なわけで、むしろこういうのはあっていいことなんですよね……うん。テレビでやってたみたいに、罵ののしられたり怒ど鳴なられたりウゼェよお前とか言われたりしないだけマシなのかもしれませんし。ああ、でも……やっぱりちょっとだけ、悲しいなぁ……）

　二度目の溜ため息いき。サンマの焼き加減を再度チェックしてから、春はる亮あきの代わりに包丁を握る。ここに来たばかりのころは全然だったが、今は包丁の扱いも慣なれたものだ──朝食を作るときには、たまに寝ね惚ぼけて自分の手で切ってしまいそうになるが。

「時間が解決してくれる、ってやつですかね……」

　ぼんやりと呟つぶやいた。わかっている。結局は時が過ぎるのを待つしかないのだろう。変に構いすぎては逆効果──それこそウザがられて嫌われてしまう可能性すらある。だからこそ、今は少しだけ距きよ離りを取って、毎日こんな感じに一いつ緒しよに料理などしたいのをぐっと堪こらえているのだ。そういうのは反抗期が収まってからの楽しみにして、そう、高校生くらいになったら肉じゃがとか差し入れしたりこんなふうに一緒にごはんを作ったりしていずれはあの離はなれじゃなくてなんとか理由をつけて一つ屋根の下で暮らすようになって、そして、そして……！

「うふ、うふふふふ……はっ。な、なに一人ひとりで笑ってるんでしょうわたし。これじゃただの危ない人です」

　ぷるぷると首を振ってから、このははまた玉ねぎをみじん切りにする作業に戻る。

　ともあれ、今は我慢のときだ。この姉弟のような関係も勿もち論ろん心地ここち好よいが、いずれ彼は素敵すてきな男の子になる。そうに決まっている。だからその日のために、姉と弟の関係ではなくなる日のために、近すぎず遠すぎずの距離感で──彼が健全に成長するのを見守っていかなくては。ああ、注意すべきことはいくつもある。ちゃんと勉強をしているか。悪い友達とつるんではいないか。タバコとかの反社会的な行為に憧あこがれを抱かないか。そして……ふしだらな不純異性交遊をしてはいないか……！

（いや全然女の子に興きよう味みがないのも別の意味で危険というか、興味はあって当然なんですケド……そもそも一番身近にいるのはこのわたしなわけで、そろそろ着替えを覗のぞくイベントとかがあってもいいような、って実際あってもちょっと困りますがまぁそれはおいといて、とにかくこれからも春亮くんが悪い女の子に引っ掛かってふしだらな遊びを覚えないように注意しておくのがわたしの一番の役目……！）

　決意を新たにしながら、このははまな板を叩たたくリズムに合わせてうんうんと頷うなずく。そしてふと、春亮くんはまだ戻ってこないのかな、と耳を澄すますと──

　玄関のあたりから聞こえてきたのは、激はげしい語ご調ちようの声。それを意に介していないような笑い声。玄関の戸が閉まる音。それから数秒の無言があり、どたばたという足音がこの台所に近付いてきた。

「こ……この姉ねえ！　大変だ！」

「どうしたんですかー、春はる亮あきくん。そんなに慌あわてて。あ、わかりました。予想に反して、何か凄すごいおみやげだった、とか？」

「そういうわけじゃ……いや、そういうことになるのかもしれんけど……と、とにかく大変なんだよ！」

　彼の焦あせったような声が再び背中から聞こえてきた。はて。本当に、何がそれほど大変だというのだろう。

　怪け訝げんに思いながら、このはは振り返る。次の瞬しゆん間かん、その手から包丁が滑すべり落ちた。

　勿もち論ろん、そこには苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔の春亮がいて。

「見ての通りだよ。あの親おや父じ、おみやげで──」

　そして彼は、自分の背後にいるモノを指し示しつつ、

　衝しよう撃げきの一言を告げた。




「──子供を持って帰ってきやがった」




　そこにいた、艶つややかな長い髪の少女は。

　感情の読めない無表情のまま、小さな身体からだの上に乗っている小さな頭をちょこんと下げて──ひどくぼんやりとした口く調ちようで言った。

「……人にん形ぎよう原はら黒くろ絵え。よろしく」
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　とりあえず夕食を食べながら居間で事情を聞いた。この《おみやげ》を春亮に渡すなり、崩ほ夏なつはまたどこかへ旅立ってしまったらしい──料理が三人分のままで済んだから、ある意味丁度よかったのかもしれないが。

「事情はだいたいわかりました。簡かん単たんに言えば、わたしの後こう輩はいができたってことでいいんですよね？」

「つーかあの親父、いつもいつもいきなりすぎるんだよ……」

「……」

　溜ため息いきをつく春亮の顔を経由して、このはは食後のお茶をちびちびと啜すすっている少女──黒絵へとそっと視し線せんを向けた。

　よくわからない子だ、というのが第一印象だった。表情はなく、何を考えているのかがまったくわからない。話しかけてもにこりともしないし、拒絶されているような印象すらある……ぼそっとした返事は返ってくるので、単に人見知りしているだけだと思っておこう。

　彼女の性格についてはわからなくとも、その立スちタ位ン置スは今までの会話で充分すぎるほど理解できていた。彼女は呪のろわれた人形で、だからここへ来た。目的は自分と同じ──呪いを解くこと。人のタメになることをしてその身に刻まれた負の思し念ねんを中和し、さらには人の世界に慣なれて、人間のようになること。同じだ。まったく同じだ。

　後こう輩はいというのは正しい。だから、人見知りしているのなら一刻も早く打ち解けてもらいたいのだが──

「ええと……そんなわけでよろしくお願ねがいしますね、黒くろ絵えさん。後でお部へ屋やとか案内しますけど、わたしは隣となりの部屋にいますから。わかんないことがあったら何でも聞いてください」

　満面の笑顔えがおで言ってみても、やはり黒絵は無表情のままだった。愛あい想そ笑わらいすらもなく、ちらりとその視し線せんだけが動いて、

「……ども。よろしく……村むら正まささん」

　逆に少しばかりイラッとする言葉が返ってくる。別に彼女のせいではないが。

「おほん──このは、でお願いできますかね。上の名前はあまり好きじゃないんです」

「そう。じゃあ、このはさん、と呼ぶことにしちょく……」

　まだ他た人にん行ぎよう儀ぎな気もするが、急に言っても仕方がない。気を取り直して次の話題へ移る。

「あ、方言っぽい喋しやべり方かたですね」

「……だめ？」

「いいえ、全然駄だ目めじゃないですよ、可愛かわいいですし。ただ、ええと、今までどこにいたのかなーってちょっと気になっただけ、というか」

「今まで……」

　湯のみをテーブルに置き、黒絵は正座したままぼんやりと天てん井じようを見上げた。ややあって、何かを想起するように目を細めつつ──

「今までいたのは、ここから遠い、とても遠いところにある、一人ひとり暮らしの老人の家。その人はうちを孫のように可愛がった。うちは人形じゃから、そういう遊び方をされちょった」

「……」

　話題の選せん択たくを間違った、と感じる。けれどこのはに口を挟む隙すきを与えず、黒絵の静かな言葉は止まらない。

「何も変化のない日々じゃった。時が止まったような停滞。でも時間は止まっていなかった。うちは持ち主を呪って、呪わざるを得なくて、毎晩持ち主から精気を吸って、そして持ち主は衰弱していって──」

　うわっはっはっは。

　そこで場違いな笑い声が居間に響ひびき、黒絵はそこで言葉を止める。テレビが点ついていた。リモコンをテーブルに置きつつ、今まで黙だまっていた春はる亮あきがぶっきらぼうに言う。

「……あ、悪い。見たい番組があったから」

「ん──まぁ、そんな感じ」

「え、ええ。だいたいわかりました。ありがとうございます」

　そう黒くろ絵えに言ってから、このははほっと息を吐く。春はる亮あきの横顔にちらりと目を向けて──優やさしい子だな、と改めて思った。少しばかり嬉うれしくなる。

　それから数分、一同は無言でテレビのお笑い番組を見つめていた。しかし番組がＣＭに入ったとき、ふと春亮が腰を浮かせる。ちらりとこちらを見て、

「そういや廊下の電球が切れかけてたんだ。忘れないうちに替えときたいから──この姉ねえ、ちょっと手伝てつだってほしいんだけど。俺おれじゃ手が届かない」

「え？　……あ、はい。黒絵さん、適当にやっててくださいね」

　返事はなく、彼女は無言でテレビを見つめているだけだった。その姿にどこか後ろ髪を引かれるような気分になりながら、春亮と一いつ緒しよに廊下へ出る。居間からある程度離はなれたところで、

「で、何かお話があるんですよね？　廊下の電球、こないだ替えたばっかりですし」

「あー……話っつーかなんつーか……」

　足を止めてこのはに向き直り、春亮はぽりぽりと頭を搔かく。そして言葉を探すようにしながら続けた。

「全然、たいしたことじゃないんだけどさ」

「はい」

「あいつさ、その、なんつーか……暗い、だろ。これから一緒に暮らしていくのに、それはちょっと心配……じゃなくて、ええと、俺がやりにくいからさ。早くこの家とかに慣なれてもらったほうが、それはいいに決まってるし」

「はい」

　意い識しきせず、このはの頰ほおが緩ゆるんでいく。彼が何を言いたいのか、なんとなくわかるような気がする。けれど彼の言葉を奪うようなことはしない。この、彼の優しさに触れることのできる時間を、できるだけ長く味わっていたいと思った。

「だから……この姉、あいつのこと、頼むよ。俺じゃなくて、女の子同士のほうが絶対気楽だろうし。その……なんとか仲良くしてやってほしい、というか……」

「はい。わかりました」

　即答した。勿もち論ろんだ。

　彼が自分のことを頼ってくれる。これ以上に嬉しいことがあるだろうか。

「勿論です、すぐに仲良くなってみせますよ。任せてください」

「そ、そう。なら安心だ……じゃなくて、勘かん違ちがいしないでくれよ、この姉！　俺は別にあいつのことはどうでもいいけど、この家の空気が悪くなったら俺が過ごしにくくなるから、で！」

「はいはい、わかってますよ。うふふ」

「な、なんで笑ってるんだよ」

「え？　地顔ですよ。いつもニコニコ優しいこのはさん、がわたしのモットーですから。さ、話が終わったところで戻りますか。そろそろＣＭが終わっちゃいますよ。あの番組見たかったんでしょう？　うふふ」

「そ、そうだよ。また笑ってる、何だよ……」

「地顔ですってば」

　ったく、と彼は不貞腐ふてくされたような顔でのしのしと居間に帰っていく。

　勿もち論ろん、その態度はこのはの微笑をさらに深めることにしかならなかった。




　居間に戻ると、黒くろ絵えは先刻と全く同じ状態でぼんやりとテレビを眺めていた。春はる亮あきと共ともに腰を下ろしつつ、このはは軽い口く調ちようで黒絵に話しかける。仲良くなるにはやはり会話からだ。

「すみません、無事終了しましたー……あ、黒絵さん。今いま更さら気付きましたけど、正座とか崩しちゃってくださいよ。ここはもうあなたの家でもあるんですから、もっと楽な姿勢でテキトーにやっちゃって全然大丈夫です」

「……そう。じゃ、楽な姿勢に」

　やはり無表情のまま言い、黒絵は軽く立ち上がった。てこてこと小さい歩幅で歩き、すぐ後ろにあった柱に背中を預けて体育座りで座り直す。

「……ぶっ!?」

　瞬しゆん間かん、春亮がヘンな声を漏らした。怪け訝げんに思ってそちらを見ると、春亮は顔を不自然に背そむけて黒絵から視し線せんを逸そらしている。はて何があったのだろう、とこのはは首を傾かしげ、そして唐とう突とつに気付いた。自分の座っているここからは角度的に見えないが、彼女はスカートで体育座りをしているのだから、春亮が座っている位置からではもうこれ以上なくばっちりと──

　──よろしくない。

　これは彼の教育上、間違いなくよろしくない！

「ち、ちょっとすみませんー！」

　ヘッドスライディングのように手を伸ばして畳に飛び込み、黒絵の膝ひざを横から押すようにして強制的に女の子座りへと変更させる。「……？」と無表情で見下ろしてくる彼女に、

「ら、楽にとは言いましたが、もーちょっと気をつけていただけると嬉うれしいです……！」

「……なにが？」

　無表情に首の傾きが加わった。本当に気付いていないのだろうか。未いまだ顔を赤くして視線を逸らしている春亮のほうをちらりと見てから、

「だから、さっきみたいな座り方をすると、なんというかそのぅ……ぱ、ぱん……」

「ああ、パンツ」

　オトメの恥じらいなど微み塵じんも見せず、その単語をあっさり口にして黒絵が頷うなずく。ようやくこちらの言いたいことを理解してくれたようだった。しかし彼女はやはり平然とした顔で、

「……でも、大丈夫。パンツは見られちょらんよ」

「そ、そんなわけが。この角度だと、真正面から……」

　などと反はん論ろんしようとするが、それは黒くろ絵えのフシギな言葉で遮さえぎられた。




「だって、うちの下着……褌じゃから」




　脳の理解を超えた単語だった。だからとりあえず聞き返してみた。

「……え？」

　黒絵の顔を見上げる。真顔の彼女の口の動きだけを注視。

「ＦＵ・Ｎ・ＤＯ・ＳＨＩ」

　不ふ思し議ぎなことに、一字ずつ口の動きを見て判断しても同じ単語が導みちびき出された。だからもう一度聞き返してみた。

「……え？」

　今度は首を捻ひねって春はる亮あきのほうを見やる。相変わらずこちらを見てはいないが、微かすかに首が縦たてに動いた、ような。

　さすがにもう聞き返すことはできなかった。代わりにこのはは微笑ほほえんで、

「……ちょっと失礼」

　自分の常じよう識しきと現実との乖かい離りを確たしかめるべく、捲めくって覗のぞき込んでみた。

　恐ろしいことに──

　彼女の言葉に、噓うそはなかった。
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「で、ここがトイレです。替えのトイレットペーパーはこの上の棚にありますから、切れたら勝手に補充しちゃって全然オッケーです」

「……ん」

「じゃあ次に行きましょう。えっと、ここは空あき部べ屋やで……あ、そう言えば離はなれのお部屋にお布団ふとん運ばなくちゃいけないんでしたね。ここの押し入れに入ってますから、離れを案内するときにまた来ましょう」

「……ん」

　数十分後、このはは黒絵と共ともに廊下を歩いていた。彼女のために軽く家の案内をしているのだ。春亮は既すでに自分の部屋に戻っている。

　先刻のことは気にしないことにした。ただの下着、たかが下着ではないか。そんなもので差別してはいけない。どうでもいい些さ事じだ。

「そうですよ……昔はあれが普通だったわけで、全然気にするようなことでは……」

「うちの下着のことかな、このはさん」

「わ。こ、声に出てました？」

　こっくり、と黒くろ絵えの首が縦たてに動く。誤ご魔ま化かそうかとも思ったが……いや、逆にこれはチャンスかもしれない。今は話題を探している段階なのだ。ひょんなところから会話が弾んで、彼女と仲良くなれるきっかけが摑つかめるかもしれない。仲良くなってくれとわざわざ彼が自分を頼りにしてくれたのだ、ここはなんでもチャレンジしてみるべきだろう──

「ええと、まぁ、そうですね。ちょっとびっくりしましたけど、よく考えれば全然変じゃないなーって。わたしも昔は穿はいたことがあるような気がしますし……ていうか探したら部へ屋やのどこかにまだ残ってたりするかも。わたし、古くなった着物とかもなかなか捨てられないタチでして……」

「物持ちがいいんじゃね」

「そ、そうですね。貧乏性なんですよ」

　会話が続いたことに小さな喜びを覚える。話題が褌ふんどしなのはこの際問題視しない。

「で……純粋な興きよう味みから聞いてみますが、黒絵さんはどうしてパンツじゃなくてアレを？　何かこだわりみたいなものですか？」

「こだわりというか……単純に、これ」

　その言葉と同時、

「──ふわぁんっ!?」

　お尻しりに驚おどろきの感触。

　揉もまれていた。両手で、手加減なく、

　ぐにゅぐにゅもみっ、と。

「く、黒絵さんっ！」

　いきなり何をするのか。さすがにこれは怒っていいところではないか、と眉まゆを寄せながらこのはは身を捩よじる。しかし後ろにいた黒絵は両手を前に突き出した姿勢のまま、

「……？」

　ただ首を傾かしげているだけだった。いや待て怒ってはいけない仲良くならなくてはならないのだから彼の頼みなのだからそうだきっと何か理由あってのことのはず──とこのはは無む理り矢や理り愛あい想そ笑わらいを浮かべ、

「な、なんですか今のは？」

「……褌穿いちょる説明をしようと。褌はお尻がタレないように引ひき締しめる効果があって、美尻を維持できるから穿いちょるんじゃと」

「は、はぁ……それにしても、どうしてそこでわたしのおしりを……」

「いや、説明しようとしたら気になっ──なんでもない」

「なんで不自然に言葉を止めるんですか、ま、まさかっ!?」

　そっと視し線せんを逸そらす黒くろ絵え。このはは慌あわてて自分のお尻しりに手を遣やってその丸みを撫なで回した。自分ではよくわからない。わからないが──もしや、タレてるのか。思わず彼女が触って確たしかめてしまうほどなのか。確かに大きいのは前から気になっていたけれど、そんな……！

「うちには、何も言えることはないけど。その、このはさんも、褌ふんどしは似合うと思うよ……ていうか穿はかないとキケンかも」

「ぼそりと今何か言いましたよね!?　そ、そうなんですか、危険なんですか、ホントに!?」

「別に、うちはなにも。ただ」

　明後日あさつての方向を向いていた黒絵の視線が、ゆっくりと返ってきて。

　無表情は今まで通り。けれど平坦なその言葉だけには、何かを願ねがうような感情が少しだけ込められているように思え──

「ただ……このはさんと下着がお揃そろいになるんじゃったら、それはちょっと嬉うれしいかもしれんな、と」

「……」

　さあ、考えてみよう。

　彼女と仲良くなるために。

　そして、新たに生まれた非常に個人的な心配事のために。

　現時点で最も有効と思われる手段と言えば、何だろうか。




　翌日の日にち曜よう日び、その午前中。

　春はる亮あきは部へ屋やで勉強か何かをしているようだった。このはは彼の許可を取ってから、この家に早く慣なれてもらうためにも、黒絵と一いつ緒しよに母屋おもやの掃そう除じをすることにする。

「う、んっ……え、えっと。黒絵さん、お掃除の経けい験けんは？」

「……ある」

「そ、そうですか。じゃあ特別に覚えてもらうことはないですね。わたしは廊下を掃はいておきますから、黒絵さんは居間の中を適当にやっておいてください」

「……わかった」

　素す直なおに居間へ入っていく黒絵。このははもじもじと腰を揺らしながら廊下を歩き、床ゆか板いたの上で箒ほうきを走らせる。

（な、なんかおかしな気分です。やっぱり……止やめとけばよかったかな……）

　下半身がスカスカだった。それでいて部分的には窮きゆう屈くつだった。普段ふだんは隠されているところがスカートの中で外気に当たっていて、しかしそれ以外の場所は普段以上にぴっちりしていて、

「あ、おっきなゴミ……ひゃっ……!?」

　さらにはゴミを拾おうと腰を屈かがめると、剝むき出だしのお尻がスカートの布地に擦こすれて予想外の感覚が生まれる。これはいささかくすぐったいというか、無防備感がありすぎて恥ずかしいというか……いや違う、恥ずかしがるのは間違いだ。これはただの伝統的な下着にすぎない。部へ屋やを探したらあっさりと見つけてしまった下着の一枚にすぎない。体型改善のために「とりあえず、試しに今日きよう一日だけ……」と穿はいてみたことにも何の間違いはないし、朝この下着のことを彼女に囁ささやいたら「……お揃そろい」と微妙ながらも嬉うれしそうにしていたから、これは彼女と仲良くなるという目的のためにも非常に有効な一手段なのであって、

「ひゃうっ……うー……」

　忘れたころに下半身の無防備感が不意打ちしてくる。それに耐えてもぞもぞ身体からだを揺らしつつ、このはは掃そう除じを続けた。中で勉強をしているかもしれないので、春はる亮あきの部屋の前は意い識しきして静かに。そして春亮の部屋の前の掃除を終え、さらに廊下の奥に進もうとしたとき、何か微かすかな気配けはいを感じた。羽は虫むしが宙を飛んでいるかのような──空気の流れの、微妙な乱れ。それを怪け訝げんに思った瞬しゆん間かん、

「きゃっ!?」

　何かが足首に絡みついたような感触があり、このはは前のめりに廊下に倒れてしまう。普通に歩いていれば受け身くらい取れただろうが、今は掃除と下半身の感覚に気を取られすぎていた。顔面を廊下にぶつけるようなことはなかったものの、胸が自分の体重で押おし潰つぶされてちょっと痛い。

「な、なんですか……？」

　倒れたまま、とりあえず首を捻ひねって背後を見やる。その瞬間、ふいっと廊下の角に消える何か黒いヒモのようなものが見えた気もしたが──とりあえずそれはどうでもよかった。それとは段違いにどうでもよくないものが見えたからだ。というか視し線せんが合っていたからだ。

「それは俺おれの台詞せりふだぞ、この姉ねえ……！　な、なんで……？」

　トイレにでも行くところだったのか、部屋から春亮が出てきていて。ひどくうろたえたような目で、こちらを見つめていた。倒れた自分を。捲めくれ上がったスカートを。剝むき出だしになった太ふと股ももを。さらには、今自分が穿はいている、特別な下着を──そしてその構造のせいで丸出しになったお尻しりを。

　ごくり、と彼は唾つばを飲み込んで。聞いていいかどうかわからない、というように何度か唇を湿らせて。それからそっと視線を逸そらしつつ、

「この姉……なんで、ふんど──」

「言わないでくださいぃぃ！　こ、これはその、見なかったことにーっ！」




　その後、居間に帰ってみると。

　掃除を終えたらしき黒くろ絵えは、ぼんやりと畳に座って──手にしていた小さなメモ帳に何事かを書きつけていた。このはが帰ってきたのに気付くと、彼女はそのメモ帳をさりげなくポケットに仕し舞まい込み、

「……おかえり。こっちは終わった」

「そ、そうですか……一つ聞きますが、ずっとここにいました？」

「いたよ？」

　無表情のまま、平然とした答え。何もおかしなところはない。だからこのはは、何もないところで転ぶなんてわたしも耄もう碌ろくしましたかねぇ、と首を傾かしげつつ──よりにもよって彼に見られてしまうなんて、と自らの不運をただ呪のろっておくしかなかった。
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　昼食を食べ終えて、午後。

　黒くろ絵えの相手はとりあえず自分に任せてくれているのか、また春はる亮あきは自室に籠こもってしまった。多少寂さびしくはあるが、仕方がない。

　さてこれからどうしようかな、とぼんやりこのはが考えていたときだった。テレビを眺めていた黒絵が唐とう突とつに呟つぶやく。

「おっぱいが大きい人は……大変じゃね」

「え、え？　なんですか、いきなり。何が大変だと……まぁ、確たしかに重くはありますが」

　ちらり、と彼女の寝ね惚ぼけ眼まなこがこちらの胸へ向けられる。

「……重い。それは即すなわち重力に引かれているということで、うちらのような存在でもその物理的法則は無視できない。じゃから、少しずつ少しずつ、下へ、下へ……とか、ないのかなと」

「ひ、ひぇ。ふ、不ふ吉きつなこと言わないでください！　大丈夫ですよ、多た分ぶん」

　再び《タレる》という恐怖の単語が脳のう裏りをチラつく。

　すると黒絵は膝ひざ立だちでこちらに近寄ってきて、

「確たしかめさせてもらえんかな。何か力になれるかもしれんよ」

「確かめるって……触るってことですか？　それは、さすがに恥ずかしいんですけど……」

「大丈夫。女同士じゃし、気にすることない」

　それはそうなのかもしれないが、恥ずかしいのは確かだ。けれど──これは彼女のほうから持ちかけてきたスキンシップ。スキンシップ、それは何やらとても仲良くなれそうな単語ではないか。身を切って褌ふんどしを着けてみた成果があったのかもしれない。ならばここはチャンスを逃のがさず、さらに仲良くなってみたほうが──と一いつ瞬しゆんで判断し、

「わ、わかりました。じゃあ、その。お手柔らかに」

「任せて」

　真正面から、彼女の手が自分の胸に触れてくる。優やさしく、優しく、その小さな掌てのひらで包み込むように。なだらかなカーブの存在を確かめるように。

「んっ……ど、どうなんですか？」

「ああ。これは──少し、まずいかも……」

「ま、まずいって何がです!?　やっぱり、その、タレっ……！」

「大丈夫。形を整ととのえるマッサージ、うちは知っちょる。こうするの」

　手の動きが微妙に変わった。優やさしく触るだけではなく、ときには大きく。二つの膨ふくらみを寄せては上げ、指先を使って揺らし、かと思えば掌てのひらの上で弾ませるように──

「んっ……これ、ホントに、効くんですか……？」

「勿もち論ろん。今までいたところの持ち主がマッサージに詳しくて、うちもいろいろ教わった……ああ、このはさんも自分でできるようになるとさらによいと思う。教えるから、やってみて」

　手首が摑つかまれ、そのまま自分の手は重なった黒くろ絵えの掌によってゆっくりと動かされる。

「こう、外から内に捻ひねりを加えるように、螺ら旋せんみたいな動きで。そうそう、上じよう手ず。じゃあうちは手を離はなすから、一人ひとりでやってみて……ほら、身体からだがあったかくなってきたじゃろ。それは少し脂肪が移動しちょるということよ。いい感じ」

「よくわかりませんが、ん、そう、なんですか？」

「ああ、返事しなくてええよ。集中して、目を閉じて、イメージするの。慣なれてきたら力を強くしてもええから、ひたすらにイメージして、揉もんで……！」

「は、はい。んしょ──」

「……」

「ん、くっ……どうですか、上う手まくできてますか、わたし……？」

「……」

「ちゃんと見ててください、ダメだったら、教えて……これでいいですか、それとも、もっとこんなふうにしたほうが、いい感じですか……？」

「……」

「──あれ？」

　返事が聞こえなくなったことにふと気付き、このはは目を開ける。

　居間の中に黒絵の姿はなかった。代わりに別の誰だれかの視し線せんがあった。

　ぴしり、と全身を固まらせながら、このはは考える。今まで自分がやっていたことを、もし事情を知らない人間が見ていれば──はたして、どう思うか。

　正直、頑がん張ばっていた。黒絵の言う通り、集中して、形がよくなるように全力で頑張っていた。目を閉じて、両手でしっかりと自分の胸を握って、ただひたすらに揉みまくっていた。

　そんな自分の姿を──

　いつのまにか居間の入り口に立っていた、彼が見ていた。

「こ……この姉ねえ……？」

「ひゃあっ!?　ち、ちが、違うんです、これはその、ただのマッサージで！」

「だ、大丈夫だから！　俺おれ、何も見てない！　本当だ、だから、その──ごめん！」

　だーっと走り去っていく春はる亮あき。すぐに部へ屋やの襖ふすまが閉まる音が聞こえた。そして、とんでもない痴ち態たいを見られてしまった、とこのはが畳に手をついてがっくり項うな垂だれたとき、黒くろ絵えがいつのまにか再び姿を現しているのに気付く。彼女はテーブルの横にちょこんと座り、またメモ帳に何事かを書きつけながらふむふむと小さく頷うなずいていた。

「黒絵、さん。今まで、どこに……？」

「あ、ごめん」

　メモ帳を閉じ、無表情の彼女はテーブルに載ったお盆を指し示す。

「このはさんが汗搔かいちょったから、冷たい飲み物がいるかなと思って。でも勝手に冷れい蔵ぞう庫こを開けるのもアレじゃし、このはさんの邪じや魔まをするのも悪いと思ったから、あの子に教えてもらおうと思って呼んできた」

　その言葉に、いくつかの違和感が頭に浮かんでくる。

　彼を呼んできた。わざわざ？　だから見られてしまった。タイミングを計ったかのように見られてしまった。そもそもあのマッサージは本当に効果があるのだろうか──それはまぁ、乗ってしまった自分も自分だが。それに、あのメモは一体何を書いているのだろう。怪あやしい。何か怪しい。

　しかしそこで、このはは意い識しき的てきに思考を止めて頭を振る。

（いやいや……考えすぎですよ、わたし。証拠もないのに疑うなんて失礼すぎます。そんなことあるわけないじゃないですか）

　自分は彼女と仲良くなりたいのだ。その気持ちは伝わっているはずだ。彼女の気分を害するようなことをした覚えはない。イタズラでわざわざこんなことをするわけもない。だから、偶ぐう然ぜんだ。全すべては不幸な偶然だ。そうに決まっている──

　そう自分に言い聞かせても、なかなか頭の違和感は拭ぬぐい去れない。そのままじーっと黒絵を見ていると、彼女はかくりと首を傾かしげて、

「マッサージの上達が凄すごかったから、もうあまり教えることはないと思ったんよ。で、よかれと思って持ってきたんじゃけど──ひょっとして、余計なお世話じゃったかな」

「いえ……そんなことは、ありません。ありがとうございます……」

　少しばかり頰ほおが引ひき攣つっていることを自覚しつつも、このはは精一杯の微笑を返してお盆の麦茶を貰もらう。

　黒絵の瞳ひとみは、いつも通りに無感動なものだったが。

　その視し線せんからはなぜか、自分が実じつ験けん動物になってしまったかのような──つまりは自分が密ひそやかに観かん察さつされているかのような、不ふ思し議ぎな居い心地ごこちの悪さを感じた。
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　その日の夜遅く、自室のベッドの上。

「はぁ……」

　このははその溜ため息いきを合図にして、寝転がって読んでいた文庫本をぱたんと閉じた。内容が頭に入ってこない。時計とけいを見ると既すでに深夜と言ってもいい時間だ。母屋おもやにいる彼ももう寝ているだろう。

「あ……お風ふ呂ろの準備しなきゃ……」

　のろのろと立ち上がって、備え付けの浴よく槽そうに湯を溜ため始める。どぽどぽと注がれる湯の流れを見つめながら、このははもう一度息を吐いた。

　考えていたのは、勿もち論ろん黒くろ絵えのことだ。彼女を信じたい。信じたいが──やはり、違和感が拭ぬぐえない。褌ふんどし。タイミングを計ったかのようにコケて、彼に見られた。マッサージ。タイミングを計ったかのように彼がやってきて、これまた彼に見られた。

「偶ぐう然ぜん、じゃなければ……やっぱり、あの子のイタズラ、なんですかね……？」

　だとしたら、意図がわからない。今まで何度も考えた通り、嫌われてはいないと思う。そもそも嫌われるほど触れ合ってはいない。だったらなぜ、こんな悪戯いたずらを──

　と、そこでふと気付いた。悪戯。字の通り、悪い遊戯。つまりは遊び。その単語で、一つの可能性が頭に浮かんでくる。

（彼女は、《遊び方》を知らない……？）

　自分が今までいた場所を喋しやべっていたときの、彼女の静かな声を思い出す。

　あるかもしれない、と思った。

　昔の自分を顧かえりみれば簡かん単たんだ。この家に来るまで、自分達は誰だれかを呪のろうだけの存在だった。とても遊びなどに興きようじる余裕はなかった。そしてさらに、彼女は人形で──言わば《遊ぶ存在》ではなく《誰かに遊ばれる存在》だった。あのとき彼女が喋っていた通りに。

（で、昨日きのうから、呪われない春はる亮あきくんが所有者になって。初めて自分の自由にできるようになったけど、いきなりだからその自由の使い方がわからない……とか）

　そういう解釈はできる。しかしそもそも、あれが意図的な彼女の悪戯である確かく証しようはないし、確証があったところで彼に仲良くしてくれと頼まれている以上、怒って喧けん嘩かのようになってはいけないわけで──

「うー……」

　堂々巡りだ。悶もん々もんとする。

　半分ほど湯の溜まった浴槽に腕を差し入れ、このははぐるぐると湯を搔かき回す。ストレス解消にもならなかった。まぁいい、お風呂に入ったらすぐに寝て、これからのことは明日あした考えよう。そうだ、悶々としているだけではどうにもならない。逆にリラックスしたほうがいい考えが浮かぶということもあるだろう。ゆっくり温まって、この締しめ付けがキツい和風下着を止やめて（今け朝さの自分はどうかしていたとしか思えない）、いつものパンツを穿はいて、最近は朝方冷え込むから、もう一枚毛布を使ってぬくぬく眠って──

（あ。そう言えば、あの子には予備の毛布とか渡してませんでしたね……様よう子す見みがてら、一応持ってっておきましょうか。風か邪ぜでも引かれたら困りますし）

　一いつ旦たん風ふ呂ろの湯を止め、部へ屋やの押し入れを探してみる。少し小さめだが、自分が使おうと思っていたのとは別の毛布があった。

「まぁ、小さいあの子には丁度いいでしょう……まだ寝てなければいいんですけど」

　その毛布を持って部屋を出る。吹ふき晒さらしになっている外廊下の寒さに身を縮ちぢめながら、隣となりにある黒くろ絵えの部屋を控えめにノックした。自然な微笑ほほえみが浮かべられるように頰ほおをぐにぐにと揉もみながら待つが、返事はない。もう一度、こんこん。

「黒絵さん、もう寝ちゃいましたか？　もし寒かったらいけないと思って、もう一枚毛布を持ってきたんですけど」

　やはり返事はなかった。どうしよう。試しにドアノブを捻ひねってみると──開いた。どうしよう。まあ、寝ているなら横に置いておくだけで充分か。寒かったら使ってくれるだろう。

「ちょっと入りますよー、と……」

　静かにドアを閉めて中に侵入。勿もち論ろん、部屋は暗くら闇やみだった。が、人ならざるこのはにとってそれはさしたる障害にはならない。まだ家具の揃そろっていない六畳一間の居室は、当然のようにひどくがらんとしている。造りは同じはずなのにだいぶ印象が違うなあ、と思いながらこのはは部屋の中央に敷しかれた黒絵の布団ふとんへと歩み寄り──

　抱えていた毛布を、取り落とした。




　布団はもぬけの殻で。

　そして、本来そこにいるべき彼女が今どこに行っているのか──

　その答えが、このはには直感的に理解できたからだった。
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　春はる亮あきは身体からだに重みを感じて目覚めた。心地ここち好よい夢の名残なごりを感じながら、しょぼしょぼする目を開いてみる。その瞬しゆん間かんに意い識しきは完全覚かく醒せいした。

　薄うす暗ぐらい部屋に差し込む、青白い月の光。そこに照らし出されているのは、剝はぎ取られた布団と、自分に馬乗りになっている一人ひとりの少女──人にん形ぎよう原はら黒絵だった。

「やあ……ごしゅじんさま」

「な、なに……？」

　彼女は笑っていた。嫣えん然ぜんと笑って、この自分を見下ろしていた。この家に来てから初めて見た、彼女の笑えみ。

　なぜか、とても恐ろしく思えた。

「あ……う……その、ご主人様なんて言わなくていいけど、いや、それよりなんで、俺おれの部へ屋やで、その、とりあえず降りて──」

「細かいことは、ええの」

　彼女が前傾姿勢になり、顔を近付けてくる。長い髪が自分の頰ほおをくすぐった。吐と息いきが届く。近い近い、吐息が届く。彼女を力で振り落とすことなど簡かん単たんなはずだったが、どういうわけか身体からだは動こうとしなかった。

「遊ぼうよ、うちと」

「あ、遊ぶ……？」

　黒くろ絵えはさらに笑い、その身体を軽く揺らした。自分の上にある、小さな女の子の重み──その存在感が再さい認にん識しきされる。

「そう、遊ぼうよ。とっても楽しくて、とっても気持ちいい……遊び」

　自分の喉のどの鳴る音が部屋に大きく響ひびく。それを搔かき消そうと、春はる亮あきは震ふるえる声を発した。

「ま、まずい、よ」

「どうして？　ごしゅじんさまは、遊びたい盛りの年とし頃ごろじゃろ……？」

　彼女は視し線せんを逸そらさない。潤うるんだような瞳ひとみを、離はなさない。

「うちのほうが、遊びたい、って言っちょるんよ。我慢なんかせんでええの。今まで、したくてもできなかった遊び、いっぱいあるじゃろ。それをぜんぶ、うちと一いつ緒しよに、ね……？」

「ま、待て、ちょっと待って。なんで、なんでこんな」

　困こん惑わくだけを込めたその問いに返ってきたのは、消え去りそうに静かな──しかし耳じ朶だを甘あま嚙がみされているかのような存在感で耳元に蟠わだかまる、彼女の囁ささやき声ごえ。

「答えは簡かん単たん……うちは、こんな遊び方しか知らんからよ」

「え──」

「さあ、おしゃべりはもうおしまい。怖かったら、全部うちに任せてくれてもええから……ね。二人ふたりだけの、ひみつの遊び……しよ……？」

　数すう瞬しゆん、無言で見つめ合う。

　ややあって、シーツを握っていた春亮の指がぴくりと震えた。それからその腕が、ゆっくりと、ゆっくりと、敷しき布ぶ団とんの上から持ち上げられていき──




「──毒婦。表へ出よ」




　ずばん、と凄すさまじい勢いで部屋の襖ふすまが開かれるのと同時、その声が聞こえた。

　怒りを押し殺しているような、それでいてひどく静かな、そしてその静かなことがこれ以上なく恐ろしく思える声──

「こ……この姉ねえ……？」

　春はる亮あきは全身を硬直させていた。それ以外にできることは何もなかった。

　彼女は部へ屋やの入り口に立っている。ただ立っている。寝ている自分の上に馬乗りになっている黒くろ絵えを、眼鏡めがねを弄いじりながら、笑って見つめている。

　間違いなく、キレていた。

　それがわかっているのかいないのか、黒絵はまだこちらの身体からだに乗ったまま、

「表で何をするんかな。外は、寒いよ？」

「愚ぐ問もんよ。決まっておろう……」

　昔むかし口く調ちようが出ている。それはもう限界を突破している証あかし。

「愚ぐ昧まいな童女に、妾わらわがこの屋や敷しきの掟おきてを示し教きようしてやろうというのよ……その色狂いの身体に、直接のぅ！　すぐに温くなる故ゆえ、心配は要いらぬ！　ククク！」

　だから春亮は思った。

　単純に、ただ一つのことだけを思った。




　もうダメだ。
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　このはと黒絵は月光が降り注ぐ庭で対たい峙じしていた。春亮も縁えん側がわから庭に下りようとするが、

「こ、この姉っ……！」

「引っ込んでおれ。主ぬしへの仕置きは後じゃ」

　彼の足が竦すくんだように止まる。それをちらりと見やってから、妖よう刀とうはすうと息を吸った。眼前の黒絵に見せつけるかの如ごとく、唇を歪ゆがめる。

「何じゃったかのぅ……仲良くしてほしい？　よかろう。妾への頼み？　無む論ろん、聞いてやる。相手は後こう輩はい？　真まこと、その通り。遊び方を知らぬだけ？　解げせることじゃ。ああ、わかっておるとも。妾は貴様と睦むつむべきなのであろうな。じゃが、一言だけ言うてやろう──知ったことか。貴様は決して看かん過かできぬ過あやまちを犯しおった」

　そんな彼女に応こたえるように、黒絵も不敵に唇を曲げる。

「一応聞いちょこう。今から土ど下げ座ざしたら許してくれたりするんかな？」

「くはは。童女よ、貴様は妾を笑い殺すつもりかえ？　ほんに、それは妙計じゃのう……」

　瞳どう孔こうを邪悪に光らせつつ、このはは微かすかに身を屈かがめた。軽く振られた手しゆ刀とうが、淡あわい月光を形けい而じ上じよう学がく的てきに殺す。そして踏み込みと言葉は爆ばく発はつ的てきに、

「──主ぬしが妾わらわに打ち勝つには、その程度の謀はかりごとに頼るしかあるまいものな！」

「ホントにそれしかなかったら、もっと真ま面じ目めに笑かしにかかっちょるよ？」

　踏み込むこのはに対し、黒くろ絵えは素早すばやく身を退ひいて距きよ離りを開けようとする。だがこのはの疾しつ駆くは鞘さや走ばしる刃やいばの速度だ。瞬しゆん時じに肉にく薄はくし、手しゆ刀とうを繰くり出す。黒絵が身を屈かがめてその攻こう撃げきを回かい避ひすると、彼女の後ろにあった物もの干ほし竿ざおがすっぱりと断たれた。

「どうした、逃げるだけかの!?　命までは取らぬ故ゆえ、大人おとなしくしておるがよい！」

「そういうわけにもいかんかなー。やっぱり痛いのは嫌いや」

　膝ひざを曲げた黒絵に、このはがさらに刃の切れ味を乗せた蹴けりを叩たたきつけようとしたとき──黒絵の髪が蠢うごめく。硬化した髪の房ふさがこのはの下方から幾つも伸び上がり、その両足と腰とに蔦つたの如ごとく絡みついた。ぬっ、と日本刀は眉まゆを寄せる。続けて黒絵は、余っていた髪を槍やりのように尖とがらせ、足の自由を奪われたこのはへ向けて突き込んだ。が、

「なる、ほど、のぅ──は！」

　このはが背中を曲げ、四肢をたわめる。裂れつ帛ぱくの呼こ気きと同時に後方宙返り──その跳ちよう躍やくの勢い、振るった手刀、太ふと股ももに込めた刃の属性。その三要素をフルに使って黒絵の髪を全すべて切断する。自由の身となった彼女は、再び数歩の間合いを開けて黒絵と対たい峙じ。にやりと笑った。

「面おも白しろい児じ戯ぎじゃ。よいよい、何の抵抗もないのではつまらぬ」

「……一応忠告しちょくと、丸出しですよ？」

　未いまだ無表情な黒絵の視し線せんが向いているのは、このはの下半身だ。今の強引な脱出のせいで、彼女のスカートは無数の布切れと化して庭に散らばっていた。このはは剝むき出だしになった自分の下半身をちらりと見やり、その伝統的下着を周囲に見せつけるような仁に王おう立だちのままでふんと鼻を鳴らした。

「肉が引ひき締しまるようで、なかなかに動きやすいわ……妾は下した穿ばきなど着けず過ごした時間のほうが長いのでな。今いま更さらどうでもよいわい」

「引き締まるというか……食い込んじょると言ったほうが正しいと思うよ」

「……」

「そしてまた忠告しちょくと、その食い込みが後ろにいるごしゅじんさまにばっちり見られちょるという事実。本日二度目じゃね」

　ぴくり、とこのはが眉を震ふるわせ、一歩。

「……貴様が奴やつを主人などと呼ぶのは、ひどく業ごう腹はらじゃ。妾の痴ち態たいを奴に見せたのも、勿もち論ろん癪しやくに障さわる。奴をその身で誘ゆう惑わくなどしようとしたのも、笑えるほどに腹立たしい。ああ、結局はその一言じゃ……腹立たしい！」

「だって彼がうちのごしゅじんさまなのは確たしかよ。どうしてそれで怒るんかな……ん、ひょっとして、こういうことかしらん。『あの人は私だけのものなのョ。近付かないで、泥どろ棒ぼう猫』とかそういう感じの──」

「──口を閉じよ、下郎！」

　今まで以上の殺意が溢あふれた。このはは剝むき出しの両足で地を蹴けりつけ、再度の疾しつ駆く。黒くろ絵えも黙だまってはいない。間合いを開くように移動しつつ、その髪を自在に伸ばす。絡みつく髪をこのはは手しゆ刀とうで断つ。槍やりじみた髪を飛び越える。投網とあみのように広がった髪を真正面からの蹴けりで穴を開けて突破する。それぞれの力を用いた接近と迎げい撃げきが、互角に繰くり返される──

　だが、それは永遠には続かない。二人ふたりの優ゆう劣れつを分けたのはひどく単純な事実だった。

　黒絵は人形。このはは刀。玩具おもちやと武器。人を癒いやすために作られたものと、人を殺すために作られたもの。その差異が、明めい確かくな地力の違いとなって現れる。

　疲労で徐々に動きを鈍にぶらせる黒絵に対し、呪のろわれた妖よう刀とうはむしろ速度を上げる。懐なつかしき戦場での動き方を、ようやく思い出したというように。

　そして決着はあっさりと訪れた。伸びる髪、それを搔かい潜くぐって肉にく薄はくするこのは。回かい避ひしようとした黒絵の足がもつれる。踏ん張ることもできず転んだ彼女の上に、このはが馬乗りになり──再び黒絵の髪が伸びるよりも早く、その手刀を彼女の鼻先に突きつけていた。

　褌ふんどしだけを穿はいた下半身。長く肉感的に伸びた太ふと股ももが、それを賛さん美びするかのように降り注ぐ月明によってその白さをどこか幻想的に浮かび上がらせている。くつくつとその身体からだを震ふるわせて笑いつつ、このはは言った。

「さて……楽しき死亡遊ゆう戯ぎはもう終しまいじゃ。何か言い残しておくことはあるかえ？　これから暫しばらくは悲鳴しか発せぬからの、聞いておいてやるぞ」
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「やっぱり負けたか……うん、聞いちょきたいことがある」

　組み伏せられた黒くろ絵えの表情は、未いまだ変わらない。無表情で、自分の身体からだに馬乗りになったこのはの顔を見上げていた。

「ええと──簡かん単たんに言えば、なんでこんなに怒るんかなー、っていうさっきと同じ質問なんじゃけど」

　苛いら立だたしそうに、このはの顔が歪ゆがむ。さらに手刀を数センチ近付け、

「こ、この期ごに及んで良い度胸じゃな……！　貴様、己おのれが何をしたかわかっておらぬのか！　貴様は妾わらわを愚ぐ弄ろうし、その挙あげ句く、奴やつの床とこに忍び込み、奴を手込めにしようと……！」

「だから、怒っちょるの？」

「いかにも！　それ以外に何かあるか！」

「なる、ほど……そんなに本気になって怒れるってことは、やっぱり」

　黒絵は一いつ瞬しゆんだけ、目を閉じて。

　それから、なんでもないように、言葉を続けた。

「やっぱり、本当にあの子のことが好きなんじゃね？」




「だから、それがどうした!?　妾が奴のことを好いておるからといって、何が……っ」

　しまった、というように、このはは言葉の途中で慌あわてて口を閉じる。そしてさらに険けわしくなった瞳ひとみで、身体の下にいる黒絵を見下ろし──

　ふっ、とその眉まゆから力が抜けた。

　怪け訝げんに、ひたすらに怪訝に、このははその黒絵の表情を見下ろす。

　笑っていた。

　くすくすと、本当に無邪気な顔で、黒絵が笑っていたのだ。

「──うん。その言葉が聞きたかったんよ」

「は……？」

　毒気を抜かれたように、このははぽかんと口を開く。無表情を止めた黒絵は、申もうし訳わけなさそうに眉を寄せて、

「えーと、間に合うかどうかわからんけども、一応言っちょくね──いろいろイタズラして、ごめんなさい。今までしてたことは、別に貴女あなたを困らせようとか辱はずかしめようとかいう理由でやったわけじゃない。あの子を誘ゆう惑わくしたのも本気じゃない。だから、ごめんなさい」

「な……」

　絶句するこのはの思いは、ただ一つ。

　では何な故ぜ、そんなことをしたのか。目的はなんだったのか。

　その疑問を感じ取ったのか、黒絵は再び笑った。

　今度は、くすくすと、ではなく──にんまりと。

　そして、飄ひよう々ひようとした声で、

「いやー。うちはここに来たばっかりじゃし。せんぱいの貴女あなたとは一刻も早く仲良くなりたいな、と思って。それで──ほら、手っ取り早く仲良くなるにはコイバナが一番じゃろ？」
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「……へ？」

　さっきからこんな間抜けな声しか出せない。いったいこの子は何を言っているのか。

「こ……コイバナ、ですか？」

「わ、口く調ちようが戻った。これで助かるんかなー……まあそれはともかく、うん、コイバナ。でもいきなり聞いても本当のこと教えてくれるとは思えんかったし、すぐ仲良くなりたかったから──ミッションを立ててみました。《悪戯いたずらと嫉しつ妬とでウズウズさせて怒り爆ばく発はつのどさくさで本ほん音ねを聞いちゃおう》作戦。語ご呂ろは悪かったけど成功ばんざいー。ぱちぱち」

　腕が動かせないので口で拍手音を演出している。このははくらりと身体からだをよろめかせた。何。何だこのエキセントリックすぎる態度。今までの機き械かい系けい無表情キャラはどこに？

「今まで……猫、被かぶってました……？」

「いやまぁ、ちょっと普段ふだんよりダウナーな演技はしちょったかもしれません。ついでに謝あやまるけど他ほかにも噓うそつきました、ごめんなさい。今までの家では、身よりのなかったおばあちゃんの孫代わりで一いつ緒しよに遊んで楽しく暮らしてたし、さっき貴女が言ってたみたいに遊び方を知らないなんてことはないよ？　実は作戦のための悪戯も結構楽しませていただきました」

　もう一度、くらり、と眩暈めまいを感じてこのはは頭を振る。そのとき、黒くろ絵えの顔の横に落ちているものに気付いた。黒絵が何事かを書きつけていたメモ帳だ。偶ぐう然ぜんにページが開いており、中の文字が見える。

「……褌ふんどしで丸出しのお尻しりを見る→ドギマギして逃げる。胸を揉もんでいる姿を見る→ドギマギして逃げる。考察・彼は今時珍しいウブな少年と思われる。また、二例の反応がほとんど同一であるため、尻派or乳派の判断は不可能。さらなる観かん察さつが必要……な、何ですかこれは!?」

「えーと、貴女とだけじゃなくて、やっぱりあの子とも仲良くならんと駄だ目めよね、ということで……単純にあの子の情報も収集しちょった。いい子じゃね」

「はぁぁ……」

　大きな溜ため息いきが出た。理解できない。この後こう輩はいが何を考えているのか、全然理解できない。ただ──悪意があったわけではない、というのだけはなんとなくわかった。

「事情はそんなわけなんじゃけど。許してくれる？」

「もう、呆あきれすぎて怒る気も失うせましたよ……仲良くなりたいのなら、こんなことしないで普通にお話とかすればよかったじゃないですか……」

「まだるっこしいというか、それだと楽しくないし。本気でバトルを繰くり広げた結果、お互いを認め合う……それを強敵と書いて親と友もと読む！　さらに相手の好きな人を知ってコイバナもできる間あいだ柄がらとなればもう無敵じゃろ。さてさて、そんな感じで早速コイバナしてみよう。彼とはいつからの知り合い？　どういうきっかけで好きになったんかな？」

「ふぅ。コイバナできる間柄、というか……単純に弱みを知られただけのような気がするのは、わたしの気のせいですかね……？」

「気のせい気のせい。うちは頼りになる味方と言わざるを得ない。何か手伝てつだえることがあったら力になるよー」

「……とりあえず遠えん慮りよしておきます」

　もう一度溜ため息いきをつき、このはが黒くろ絵えの身体からだから下りて彼女を自由にしたときだった。突然ばたばたという足音が近付いてきて、

「こ、この姉ねえ……」

「あ、春はる亮あきくん」

「その、そいつ……勘かん弁べんしてやってほしい。悪気があってあんなことしたわけじゃないっていうか、ええと、言ってたんだ。他ほかの遊び方を知らない、とかって。そのせいであんなことしただけで……だから、他の遊び方を教えればもうあんなことしなくなると思うんだ！」

　他の遊び方を教える？　とこのはは首を傾かしげる。春亮はそのまま歩を進め、片手に持っていた小さな機き械かいを黒絵に手渡した。

「これ、貸してやるよ。最近はあんまりやってないし」

「……？」

　それは携けい帯たい用の白黒ゲーム機だった。春亮は特別ゲーム好きというわけではなかったが、一応いくつかのハードは持っていた。そのうちの一つだ。

　黒絵はゲーム機を無言で見下ろしていた。やがてその目がゆっくりと動き、このはに向けられる。くすり、と二人ふたりは同時に笑った。

「ああ、本当に──いい子じゃねぇ」

「……でしょう？　純朴すぎるのがたまにキズですけど」

「な、なんだよ、何笑ってんだよ二人とも。いらないんなら貸さないぞ」

「ううん。ありがとう。本当に──嬉うれしい。ゲームには興きよう味みがあったけど、前の家にはなかったから」

「そ、そうかよ」

　黒絵の素直すなおな笑えみが気恥ずかしかったのだろう、春亮はぷいと顔を背そむけた。頰ほおが僅わずかに赤らんでいる。それを見た黒絵はふと意味深に唇を曲げ、彼の耳元で囁ささやいた。

「うん、だからこれはありがたく借りちょく……じゃあ、さっきみたいな遊びは、君がもっとオトナになってからね」

「え、ええっ？」

「黒くろ絵えさんっ！　あなた、まだ懲こりてないんですかっ!?　不許可です！」

「冗じよう談だん冗談。それにしても、これからはいっぱい新しい遊びが覚えられそうじゃね。今までやりたくてもできなかったこともいっぱいある……ふふ、旅とかしていろんなところにも行ってみたいな」

「……呪のろいが解けたらいくらでも行けるよ」

「そうじゃね、頑がん張ばろう。人のタメになることをいっぱいして……んー、うちができることで、一番人のタメになることって何かなー……」

「焦あせらなくてもいいだろ。適当に遊びながら、適当に暮らしながら、ゆっくり解いてけば」

「うん。で、遊ぶと言えば──このゲーム、どうやるん？」

「あ、そっか。ええとな、ここが電源で……」




　それは、とてもおかしな光景だった。

　深夜の庭、月明かりの下。古臭いゲーム機きの小さな液晶を覗のぞき込む、少年と少女。

　その二人ふたりの様よう子すを穏おだやかに見守りながら、このはは思う。

　黒絵は噓うそをついていた。けれど──それすらも、噓だったのではないかと。

　身よりのなかったおばあちゃんの孫代わりになって、楽しく遊んでいたと彼女は言った。だが、彼女が呪のろわれているのは厳げん然ぜんたる事実だ。いくら孫の代わりとして欲していたからといって、日々衰弱するのに耐えられる人間がいるだろうか。その元凶たる呪われた人形に、呪いを向けない人間がいるだろうか。やはり彼女は今までずっと自分の呪いに苦しんでいて、楽しく遊んで日々を暮らすなんてことはできずにいて、遊び方がわからなかったのは確たしかなのではないだろうか。ずっと遊ぶことに憧あこがれていて、この家に来て初めて、その憧れがあの悪戯いたずらやコイバナ作戦という形で暴ぼう走そうしただけではないだろうか──

　そこまで考えたところで、このはは首を小さく横に振る。

　でも、それは黒絵本人にしかわからないことだ。過去のことだ。今までの暮らしがどうあれ、彼女は今はここにいる。この家にいる。それだけで充分だ……だから、好きに遊べばいい。やりすぎたら、また自分が叱しかればいい。それが、この家で暮らす先せん輩ぱいとしての自分の役目なのだろう。

　そんなとき、「……うちより点数が低いよ？」「ひ、久しぶりだから鈍なまってるだけだよ……！」などと話しながら、黒絵が春はる亮あきからゲーム機を受け取るのが見えた。お手本でも見せてもらっていたのだろう。

　そして彼女は、ゆっくりとこちらを振り返り──

　にっこりと笑って、言った。

「……このさんも一いつ緒しよにやらん？　ジュースを賭かけた得点勝負」

　その呼びかけの中に見つけた、たった一文字の消失が、なぜか嬉うれしくて。

　勿もち論ろん、と答えた。

　常じよう識しき的てきな返答でないのはわかっていた。家の中でやればいい。庭でゲームなんかやることはない。もう日付も変わろうかという時間だし、明日あした起きてからやればいい。けれど。

　今この瞬しゆん間かん、この場所で、彼女と一緒に遊ぶことにこそ──何か特別な価値があるような。

　そんな気がしたのだ。




　起動していたのは、落ちてくるブロックを並べて消していく単純なパズルゲームだった。昔に何度かやらせてもらったことがある。操そう作さ法ほうはうろ覚えだがなんとかなるだろう、とスタートボタンを押してしばらく──

「あ。このさん、一つ言い忘れちょった」

「い、今話しかけられるとっ……わ、長いの待ってたのに塞ふさがっちゃいました……！」

「まだ挽ばん回かいできるよ、頑がん張ばって。でね、実はもう一個だけ噓うそついちょったんじゃけど」

「今いま更さら驚おどろきませんが……なんですか？」

「うん。昨日きのうは出オチ的に一発ボケてみただけなのに、まさかうちの噓を信じて自発的にこのさんも穿はいてくれるなんて思わなかったな、と。つまり──うち、別に普段は褌じゃないよ？」

「[image: ]……」

　その言葉自体も衝しよう撃げき的てきだったが、それ以上に衝撃的な事実もあった。

　気付いてしまった。というか、なぜ今まで気付かなかったのか。

　自分の下半身が、今も伝統的下着丸出しの姿であり──

　彼がさっきからずっと、こちらを見ないようにしているということに。

「な、なんでこんな状況でゲームしてるんですかわたし!?　た、タイム、タイムを要求します！　どこ押したら止まるんでしたっけ!?　いやもうわたしはリタイヤでいいので、電源を──」

「あ、ダメー。電源を切ったりわざと負けたりする勝負放棄はペナルティを与えます。そうじゃね……あのお月様に向かって好きな人の名前を叫ぶという青春的罰ゲームで一つよろしく」

「そ、そんなことできるわけが……理り不ふ尽じんな！　後決めルールは卑ひ怯きようです！」

「勝負の世界は非情なのです」

　眠たげな瞳ひとみが、ひどく愉ゆ快かいそうに細められている。わざとだ。このタイミングで言ってきたのは絶対にわざとだ。間違いなく楽しんでいる。

　ふと、一いち抹まつの不安が頭をよぎった。今後の三人暮らしについて。

　ひょっとして、この子を好きに遊ばせるというのは……なんというか、ライオンを街で放し飼いにする的な愚ぐ行こうなのではなかろうか……？




　それからの数分間、このはは剝むき出だしのお尻しりを撫なでる夜風の冷たさに耐えながら、死んだ魚のような目で機き械かい的てきにブロックを消し続けていた。
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　あとがき




　お久しぶりです、水みな瀬せです。そんなわけでⅦ巻は趣しゆ向こうを変えて短たん編ぺん集しゆう形式でお届けしました！　電でん撃げき文庫MAGAZINEに連載させていただいたもの四編に、書き下ろし短編二編とオマケ読み物を加えた構成になっております。本筋とはあまり関係ないお話ばかりですが、逆に言えばこの巻から試しに読んでみても問題はないような……やっぱりそうでもないような……ともあれ雑誌連載という都合上、わりと白っぽくて読みやすい感じになりましたのでどなた様も安心してお読みいただけるかとー。

　ていうか短編集とか出させてもらうのは初めてなのでちょっとドキドキしております。短編集のあとがきって何を書けばいいんだろう……いや、短編集だからこそできることがあるのだ！　というわけでベタに各話の解説とか裏話的なものを書いてみることにします。わりとネタバレ気味かもしれないので、これから読まれる方はご注意を。




・「ハロー、ギロチン」

　連載第一回目。仮タイトルは「犬の話」（まんまだ）。時系列的にはⅡ巻の直後くらいの話です。ギロチンと名付けるときの下ネタに担当さん（女）がなぜか喰くいついてたのが印象的。あとラスプーチンは最初ゲシュタポという名前でしたがナチと誤解されてドイツの人に怒られると嫌いやなので変更。ドイツ語版なんて出てないけどな。




・「日にち曜よう日びはすとーきんぐ日和びより」

　連載の順番で言えば三番目ですが、Ⅱ巻とⅢ巻の間くらいの話なので収しゆう録ろく位置を変えました。ここで判明した白しら穂ほさんの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]勉学に対する苦労が何気にⅥ巻の話への伏ふく線せんとなっております。この短たん編ぺんを書いた当初は作者自身も予想してなかったですが。あと実は私、ドネルケバブって食べたことないんだ。




・「はじめてのおまつり／A little reckoning day」

　連載二回目。黒くろ絵えがいることからわかるように、Ⅲ巻の後の話。この話の真の主人公はデカパイ仮面と言っても過言ではない。再登場を望む声が意外に多い……かどうかは定かではありません。




・「スクール☆ウォーズ～人にん形ぎよう原はら黒絵は退屈しない～」

　連載四回目。時系列的には一行目の通り文化祭、つまりはⅤ巻の後になります。黒絵に制服を着せたい一心で考えた話。そして雑誌掲けい載さい時じにはさそりがためさんが素す晴ばらしい制服バージョン黒絵を描いてくださいました。計画通り！




・「上うえ野の錐霞きりかを懐なつかせる方法」

　書き下ろしその一。雑誌連載中はいんちょーさんにあんまり出番がなかったので、彼女にスポットを当てた話を書いてみようと。こんなわりとおふざけ気味な呪のろわれアイテムがあってもいいんじゃないかなと前から思っていたのですが、さすがに本編ではなかなか雰囲気的に難むずかしかったのでこの機き会かいに使用。夜や知ち家けの倉庫とかに他ほかにもこんなアイテムが眠っている可能性はゼロではありません。




・「とある出会いの死亡遊ゆう戯ぎ」

　書き下ろしその二。春はる亮あきが中学生のころの番外編となっております。見所は、枯れ切ってない春亮の微妙な新しん鮮せんさと……やっぱり、アレを穿はいてる昔このはさん……？　時代的にゲームボーイは何気に崩ほ夏なつが買っていたもののような気がします。あとこれはタイトルに悩んでずっと「昔の話」という身みも蓋ふたもないコードネームのままで、悩んだ挙あげ句くに気分転換しようとテレビを点つけたら『禁書目録インデツクス』のアニメが始まったのでこういうタイトルに。勿もち論ろん鎌かま池ちさんには無許可だぜ！




　とまあこんな感じで全六編ぺん。本編とはまた違った感じでお楽しみいただけたら幸いです。

　最後になりましたが担当川かわ本もとさん、絵師のさそりがため様、今回もお世話になりました。そしてⅡ巻が出るかどうかも未み確かく定ていだったこのシリーズが短編集まで出せるようになったのは全すべて読者の皆様のおかげです……ありがとうございます！　幸いまだまだ続きを書かせていただけそうですので、今後ともよろしくお願ねがいしますー！

　それでは、今回はこんなところで。次はⅧ巻、いつもの本編でお会いしましょう～。





水みな瀬せ葉は月づき
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水みな瀬せ葉は月づき

写真は久しぶりにベースを持った作者。初めての短編集に喜ぶあまり上半身が光り輝いております。ピカー。ちなみにこの金一色のルービックキューブは色の代わりに形を合わせて揃えていくのですが、変形途中の幾何学的形状が無闇にカッコよくてお気に入りです。やはり変形は男のロマンだ！
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さそりがため

ネコ耳いんちょーさんにときめき度ＭＡＸでした。これが噂のニャーニャーパラダイス地獄!?

あと中学生の春亮、萌え……！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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